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　本号の特別企画として、北東アジア地域の専門家の方々

にお集まり頂き、｢21世紀の北東アジア｣と題して、座談会

を開催しました。前世紀は北東アジア諸国にとって、冷

戦、その後は、その残滓によって平和と繁栄が脅かされた

時代でした。冷戦構造の枠組みが残る北東アジア諸国は現

在、不確実な要素を持ちつつも、政治・経済の面でダイナ

ミックな胎動が感じられます。北東アジア地域各国のこれ

までの取り組みについての総括と新世紀に入り、これから

の展望について専門家の方々から様々なご提言、ご意見を

頂きました。

―｢北東アジア地域｣、｢環日本海地域｣の定義は解釈する人

によって異なることがあります。特に中国はどこまでが北

東アジア地域に含まるかで議論が分かれています。どのよ

うに解釈すべきでしょうか。

（�）地政学的な位置にあまりこだわる必要はありません

が、日本、中国、ロシア、朝鮮民主主義人民共和国（以下

北朝鮮）、韓国が基本になることは誰しもが否定できない

と思います。モンゴルも環境問題を考えると、その範囲に

含まれます。青島、上海まで入れるか入れないかは北東ア

ジア地域全体にとってプラスになれば入れて結構だし、マ

イナスになれば遠慮してもらえば良いと思います。この地

域で一番問題となる地域は朝鮮半島です。朝鮮半島の問題

について周辺国がコンセンサスを得ながらうまく解決して

いかないと、この地域の安定と秩序を保つことは難しいで

す。日本、中国、ロシア、そしてこの地域に力を持つアメ

リカは他国との関係において食うか食われるかという立場

ではありません。しかし、朝鮮半島の人々にとって、この

地域の秩序を保つことは食うか食われるかという深刻な問

題です。

（江原）私は、広義的、狭義的、個人的な観点から3つの解

釈を持っています。中国がどこまで含まれるかは非常に難

しい問題です。広義的な解釈では、日本、北朝鮮、韓国、

中国、モンゴル、ロシア極東です。狭義的な解釈では、中

国は華北以北が対象になります。個人的には日本の日本海

側、南北朝鮮、中国の東北地区、モンゴル、ロシア極東で

あると思います。私が一番使っているのは最後の定義です

が、地域概念は極めて曖昧なため、3つの解釈の中でどれが

良いということはありません。

（小川）�先生と大体同じですが、｢北東アジア｣という言

い方は、第2次世界大戦後、アメリカが使い始めた地域概念

です。この地域を東アジアと言っている人たちもいます。

環日本海地域と北東アジア地域は大体重なると思います。

私の解釈では日本、朝鮮半島、中国東北地区、ロシア極東

が含まれますが、モンゴルは入りません。

（吉田）この地域に投資、貿易をしてくれる国はどこの国

でも歓迎します。その意味では台湾は大きな可能性を持っ

ています。モンゴルは海に接していませんが、アジア太平

洋地域諸国と付き合っていく必要があり、北東アジアに含

まれると思います
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―中国経済の現状と今後の問題等をお話いただけますか。

（江原）中国は改革・開放政策を実施して20年が経過し、

改革は民営化、開放は国際化につながりました。この流れ

を受けて、中国は現在���の加盟を目指しています。経

済発展という視点から見ると、これまでは沿海部が発展し

ましたが、これからは内陸部の開発に主眼がおかれ、西部

開発が鍵となります。中国は西部開発をやらなければ21世

紀の持続的な成長はないと考えています。西部開発の持つ

意味は｢地域格差の解消｣と｢持続的な経済成長｣です。格差

解消ということでは、今までは｢先富論｣によって、豊かに

なれる人・地域から先に豊になれば良いという考え方が通

用しましたが、地域格差があまりにも大きいとこれはおか

しいと感じる人たちが増えてきます。社会主義を標榜する

限り、度を超えた格差の存在は共産党の権威にもかかわっ

てきます。情報化の時代ですからどこにいても｢おかしい｣

と思われることがすぐわかるわけです。党として地域格差

をこのまま放置していくことはできないでしょう。西部開

発の開発資金は、ある試算によると1兆ドルと言われてい

ます。この金額は年間の���に相当する膨大な額です。

政府はこの資金を調達するには財政投資だけでは賄えきれ

ないため、外資に期待しており、改革・開放で得た沿海部

の発展モデルを内陸部に持ち込もうと考えています。この

点に非常に大きな意義があると思います。日本がこの大き

なプロジェクトに対してどう取り組むかを考えた時に、大

企業は言うに及ばず中小企業にもビジネスチャンスがある

ように思えます。また、西部開発は環境問題にも関係し、

日本にも様々な影響を及ぼすので、日本は座視することな

く協力を進めていくべきです。

（�）開発資金の多くが西部地域に注がれることにより、

中国東北地区の開発の足をひっぱるのではないかと私は懸

念しています。経済発展が華南地域から中国東北地区へ北

上している時に、この流れが西部開発によって西にシフト

するのではないかと危惧しています。西部開発は中央アジ

ア諸国（ロシア、インド、パキスタン、キルギスタン等）

の勢力関係を変える程大きなインパクトを持っており、単

なる地域格差の解消という国内プロジェクトの性格に止ま

りません。その意味で、西部開発が成功しなければ、北東

アジア諸国にも影響を与えるでしょう。北東アジアの問題

を考える場合、西部開発を念頭に置いて考えなければなら

ないほど、この両者は深く結びついていると考えます。

（吉田）�先生の2つめの指摘はその通りだと思います。

西部開発を対外的な視点から捉えると、近隣諸国とは国境

問題があり、イスラム教原理主義者は経済的に弱い地域に

進出することで自分たちのプラスにしようと考えていま

す。その他にチベット問題もあります。西部開発にはチ

ベット地域に鉄道を敷くという大きなプロジェクトがあり

ます。�先生は東北地区の開発が遅れることを懸念されて

いますが、5月11日に西安で日中経済協会が中心になり、

�����がバックアップして中国国家計画発展委員会と共

催で内陸開発促進協議会の会議が開かれました。この会議

は2回目で去年は成都で開かれました。この会議をなぜ、

｢内陸｣と呼んでいるかというと日本との関係があり、対象

となる5つの省の中に黒龍江省、吉林省が入っています。

この2つの省は中部地域にあり、あとの3つは西部地域の陝

西省、四川省、雲南省です。これら5省を開発のモデルケー

スにするわけですが、我々が対象としている中国東北地区

が含まれている点で良い計画であると思います。従来、円

借款は5年間の計画が固定化されていました。その後、

徐々に期間が短くなり、現在は1年です。その都度一番重

要なプロジェクトを取り上げていくことになりました。

従って、我々自身が、黒龍江省、長春市などと緊密に協議

して中国の地方の声をよく聞き、北九州市と大連市の間で

実行された地方自治体の国際協力のように地方版���を

活用するのも1つの方向だと思います。

―江原さんは、6年間大連にいらっしゃって、東北地区を

自動車でまわられたそうですが、その体験から中国東北地

区の経済交流において、日本が果たすべき役割は何だとお

考えですか。

（江原）私が大連にいたのは3～8年前のことですので、今

小川　和男
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は違うかも知れませんが、私がよく聞いた話は、中国が日

本と交流したいと思っても、日本の企業がなかなか中国に

来てくれないということです。このような話は中国の都市

部ばかりか農村部でも聞きました。しかし、日本側の事情

からいうと、現地の情報量が少ないことなどから、そう簡

単には進出できません。情報を的確に知り、知らせること

から始める必要があります。北東アジア地域との経済交流

を考えた場合、現時点では一企業ベースで考えるのは難し

いと思います。ではどうしたらいいかというと、自治体、

銀行、商社、研究機関などを集合させた産官学共同の情報

ネットワークを構築して、お互いが情報を交換し、共有す

る場を作ることから始めてはどうでしょうか。中国の東北

地区は国営企業が集積しているほか、中国を代表する農業

地帯でもあります。経済交流の点で農業の視点がこれまで

極めて薄いと思います。初期の日中経済交流では、日本は

低廉な労働力を求めていましたが、今では部品・原材料を

求めて対中進出しています。部品・原材料の現地調達とい

うことになると、中国東北地区はフルセットの産業基盤を

持っている強みがあります。日本は中国東北地区の部品産

業の育成面で交流、協力できると思います。農業では、技

術での交流が面白いと思います。国境地域に行けば行くほ

ど、現地の人々は有機栽培で日本との交流を強調していま

した。そのモデルケースとして挙げられるのは草炭です。

ピートモスとも言いますが、これは燃料、飼料、肥料、医

薬品にもなります。ただし、そのような事業を一企業に任

せるのではなく、地方自治体などがリードして情報交換

し、協力を進めるべきです。

―欧米企業もかなり中国に進出にしていますが、彼らの手

法から日本が学ぶべきものはありますか。

（江原）中国の国有企業改革では国有企業を倒産させ、譲

渡する動きが起きたことが注目されます。私が大連にいた

時、中国東北地区の各都市が国営企業の譲渡リスト持って

おり、これをもとに商談を行いたいと考えていましたが、

日本企業は見向きもしませんでした。国営企業は大きな負

債と余剰人員を抱えており、とてもビジネスにはならない

というのが彼らの反応でした。それに対して、欧米企業は

大きな関心を示しました。彼らは中国の財政、社会の根幹

である国有企業が売りに出されるという大きな変化に対し

て敏感に対応しました。日本企業は変化におけるマイナス

面を注視してしまいがちなので、その大きさにわりと無関

心というか、客観的に分析しないという傾向があるようで

す。日本企業が今後中国でビジネスをしていく上で、一番

注意、意識しなければならない相手は欧米企業でしよう。

彼らの行動様式、進出パターンを研究すべきです。欧米企

業の対中進出を念頭に置いた場合、今後日本が中国との経

済交流を進めていく際に、国有企業改革と農業開発の分野

には考えていくべき多くのテーマがあります。

（吉田）日中間の経済交流と投資の促進を目的にした日中

経済協力会議が、今年の5月に長春で開かれました。日本

側代表団（企業、地方自治体、諸団体）、遼寧省、吉林省、

黒龍江省が一堂に会しました。会議は昨年に続いて2回目

で、来年はハルビンで開催される予定です。今後、この会

議で出された様々な構想が具体的な成果として表れること

が期待されています。

―次にロシアと周辺国との経済交流の現状はどうでしょう

か。

（小川）まず、日ロがお互いに経済交流を進めていくため

には、モデルケースを作り、それをパターン化して日本企

業がロシアへ進出しやすい環境を整えることが大切です。

企業が単独でロシアへ進出するのは中国と同様に難しいと

思います。ロシア側は国境貿易について統計をとっていま

せん。ところが、黒龍江省に行くと対外貿易経済合作庁の

なかに国境貿易に関するデータがありました。今までは、

省の辺境経済貿易管理局が辺境貿易を管理していました

が、その後、対外貿易経済合作庁に統合されたため、デー

タを広くとるようになったと思います。中国とロシアの貿

易を見た場合、黒龍江省にとって最大の貿易相手国はロシ

アであり、昨年の貿易高は14億ドルでした。日本は2位で9
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億ドルでした。これは省単位で見ると非常に大きな金額で

す。また、中ロの国境貿易の70％は中国の綏芬河市が占め

ています。ロシア極東の経済にとって、中国との貿易は非

常に重要であり、これがなければロシアの日常生活が成り

立たないほど密接に関係しています。ロシアの中国向けの

主要輸出品は工業製品です。ロシアの工業製品に対する評

価は中国と日本では大きな差があり、日本はロシア製品を

あまり評価していませんが、これは間違っていると思いま

す。ロシアと中国の工業技術を比べた場合、まだロシアの

方が技術の面で高いのです。ロシアにとって、昨年の貿易

相手国の上位はドイツ、アメリカのほか中国も含まれてお

り、中国にとってもロシアは8位でした。中ロ貿易は非常

に重要になっています。また、中ロ国境の黒河市とブラゴ

ベシェンスク市との間でアムール川に橋を作ることに、日

本が協力することを私は期待しています。

―小川さんはハルビンの商談会に出席されたそうですが、

どのような状況でしたか。

（小川）商談会には毎年、ロシア人が4,000人以上来るそう

です。中国人は万単位で国内各地から来ます。広州の貿易

会は輸出だけを取り扱っているのに対して、ハルビンの商

談会では輸出入の商談ができ、これが大きな相違点です。

―ロシア経済は最近良くなっているようですが、現状はど

うでしょうか。また、ロシア国内では、この10年間で地

域格差が広がったでしょうか。

（小川）現在、モスクワにはお金が多くありますが、ロシ

ア極東にはありません。これはソ連時代と現在の体制の違

いが影響しています。ソ連時代は計画経済であったため、

中央が全国を計画的に統制していたので、極東にも配慮が

なされていました。また、極東は冷戦時代、国防上重要な

地域であったため、多くの優遇措置が採られていました

が、ロシアになってから、ソ連時代の制度が撤廃されまし

た。極東で一番深刻な問題は人口の減少です。毎年、10万

人単位で減少しています。90年代で800万人あった極東の

人口が、今は700万人になり、この10年間で100万人減少し

ました。地域格差については統計をみればその通りだと思

います。しかし、地方に行ってみると、生活のリズムが

ゆっくりしていて、物価はモスクワの何分の一かであるた

め、生活の豊かさは数字通りではありません。

（�）ある新聞によると、シベリア地域も含めると極東地

域は380万も人口が減少したそうです。この状態が続くと、

ロシア極東地域を中国が呑みこんでいくと思います。

（小川）中ソの対立時代から思っていたことですが、中ロ

の国境地域で緊張しているのはロシア側です。ロシア側が

緊張していなければ、中国人たちは黒龍江を渡ってどんど

んロシアに渡ったでしょう。

（�）ウラジオストクでは中国人をたくさん見かけます。

ウラジオストクという地名は中国語で「海参�」と言い、

「ナマコのとれる入り江」という意味です。

（小川）ウラジオストクはロシア語で｢東方を征服せよ｣と

いう意味であり、日本を征服しろということになるため、

日本の外務省の人がロシアに地名の変更を求めたという逸

話があります。

―ロシア経済は今後もうまくいくでしょうか。

（小川）マクロ経済では1999年と2000年がプラス成長を記

録し、昨年の成長率は過去30年で最高の8.2％でした。今年

も4％前後の成長が期待されています。4％に下がるといわ

れますが、去年が高すぎました。最近、経済貿易省が発表

した数字によると、2002～2004年もプラス成長が予想さ

れ、2010年までの長期プログラムでは年率の成長は4～5％

と予想しています。この高い成長率を達成できた要因は石

油の国際価格が高水準で推移したことと、ルーブルの大幅

な切り下げによって輸出競争力が強化されたからです。最

初、私たちはルーブル切り下げのマイナス面ばかりを見て

いましたが、国際経済の理論どおり、輸出競争力がつきま

した。最初に軽工業、食品業が復活し、その後鉄鋼業、石

油化学工業などの主要輸出産業の競争力が高まりました。

その効果が薄れていると言われていますが、まだ、継続す

吉田　進
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ると思います。ロシアの輸出全体の4～5割ぐらいは石油と

ガスによって支えられていますが、石油価格も下がると言

われながら、今のところ下がっていません。また、ロシア

の貿易収支は昨年600億ドルを超える黒字で、今年の1～4

月では約180億ドルの黒字でした。それまではずっと、赤

字だった財政も昨年黒字になり、今年も黒字予算を組みま

した。だから、ロシアにはお金はあります。ロシアになっ

てからマイナスで推移していた設備投資も昨年17.7％増加

しました。このようなプラスのトレンドがある一方で、現

在、｢2003年危機説｣の議論が起きています。これはロシア

になってから設備投資があまり行われず、この1～2年の経

済成長が既存の設備を無理に稼動して達成されたため、数

年後、設備が老朽化して機能しなくなり、生産が低下する

というシナリオです。しかし、これまで10年間にロシア人

たちは経済に対して学習してきましたから、財政がプラス

の時に設備投資をして、そのような危機の事態に備えるだ

ろうと私は期待しています。

（吉田）｢2003年危機説｣では、その年に対外債務の返済額

が一番大きくなります。外貨が余ってきているので、それ

を返済に充当すれば良いのですが、新規に資金を借りるこ

とが難しく、老朽設備の技術革新ができなくなります。設

備投資を行わなければならない時期に、お金を返済しなけ

ればいけない点が大きな矛盾となっています。その解決策

として日本から国際協力銀行の融資を受けて設備を購入す

る方法もありますが、ロシアは政府保証ではなく、大手銀

行の保証で我慢してほしいと日本に言っています。日本は

今までのロシアとのビジネス経験からロシア企業を信頼し

ていません。そのため、日本はロシア政府が保証しない限

り、資金を貸さないという立場です。

（小川）ロシアにおける開発資金の面では����（欧州復

興開発銀行）が活動地域を現在、東欧やモスクワ周辺から

ロシア東部へシフトさせ、日本企業のロシア進出を支援し

ようと日本に対して積極的にアプローチしています。

（吉田）ロシアのイシャーエフ・ハバロフスク知事が中心

になって、｢2010年までのロシア経済発展コンセプト｣が作

られました。このプログラムは昨年6月、グレフ経済発展

貿易大臣が作った｢経済発展プログラム｣と似た点、違って

いる点がそれぞれありますが、小川さんはどのように見て

おられますか。

（小川）グレフ氏は法律家であって、経済の専門家ではな

いとあるロシアの学者が話していました。｢2010年までの

ロシア経済発展コンセプト｣は中央から押し付けられたの

ではなく、極東の学者が中心になって作成されました。こ

のイシャーエフ氏のプログラムは国会の承認を得ないと効

果がないので、国会の審議にかけられますが国会で承認さ

れた場合、グレフ氏は自分の手柄にしようと考えていま

す。もし、承認されなければ作った当事者が悪いと指摘す

るでしょう。プーチン大統領は第三者的、中立な立場を

とっています。6月までに作成する予定であった｢極東ザバ

イカル長期発展計画｣の修正案は9月まで延びそうです。こ

れは極東の学者が作ったものであり、具体的な内容が盛り

込まれると思いますが、資金面で不安を抱えています。ハ

バロフスク州は極東で政治的、経済的に一番安定している

地域と考えられていますが、逆にその点が周辺地域からひ

がまれ、中央からも目をつけられる危険性があり、イ

シャーエフ氏にとって必ずしもプラスに作用しているとは

言えません。

（吉田）グレフ氏のプログラムがモスクワ、サンクトペテ

ルブルクを中心とした地域の基盤から出来上がったのに対

して、イシャーエフ氏のコンセプトは中央に比べて社会・

経済水準が低い極東で作成されました。中国の西部開発の

例があるように、ロシアの経済発展においても全国一律の

政策をとる必要はないと思います。

―数年前に、通貨危機を経験し、現在回復していると言わ

れている韓国経済の現状と任期が2003年までと迫ってい

る金大中大統領の国内における立場はどうなのでしょうか。

（江原）韓国経済を考える上で、今問題になっているのは

労使の対立です。この点は中国と事情が違います。財閥の

解体は一時的に休止状態にありますが、再編されない状態

では人々の生活不安につながります。現実に日本の製造業

で韓国へ進出している企業は多くありません。日本にとっ

て韓国の投資環境は、各種制限条項の排除、���（自由貿

易協定）に対する前向きな対応などから良い方向に向かっ

ていると思います。しかし、具体的な進展は少なく、形だ

けが先行しているようにも感じます。日本の観光客の韓国

渡航が増加している点から、日本を受け入れる環境整備は

改善しており、経済交流を促進する環境整備は間違いなく

進んでいると思います。これが2002年のワールドカップで

勢いがつくことを期待したいと思います。報道されている

ところでは金大中大統領の国内における支持は低下してい

ます。韓国にとって求心力が求められていると言えます。

―春先に日本の歴史教科書が日韓で問題になりました。

（吉田）数年前、当時の村山首相がアジア諸国に向けて日

本は過去の戦争に対して反省していると発言しました。ま

た、昨年、金大中大統領が来日したときに、日本と韓国は

過去を振り返るのではなく、将来を見つめ、今後過去の問
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題に触れないと宣言したにもかかわらず、日本の新しい歴

史教科書で過去の歴史を美化したのは残念でした。このよ

うな険悪なムードのなかで、日韓の両大使が5月に新潟で

開催された日韓交流のシンポジウムに参加したことは快挙

であったと思います。日韓関係は脆い側面を持っているた

め、お互いに友好関係を育てていく必要があります。

―次に北朝鮮についてですが、年初から金正日氏が｢新思

考｣を唱えています。北朝鮮に変化の兆しはあるのでしょ

うか。

（江原）金正日総書記は｢新思考｣を唱えていますが、貿易、

投資などの面から見て現状はさほど変わっておらず、昨年

の歴史的な南北会談から、現在冷めたムードになっている

と思います。最近、北朝鮮と国交を結ぶ国が増えているた

め、今後、国際舞台で北朝鮮の発言力が大きくなることは

間違いないでしょう。

（吉田）私の印象では北朝鮮が変革しにくい体制になって

いると思います。冷戦崩壊後、ロシアと中国は市場経済へ

移行し、両国からの無償援助がもらえなくなりました。現

状では上層部は改革の必要があると考えていますが、末端

の方はその動きに対して半信半疑です。アメリカのブッ

シュ政権がクリントン政権と違う点は北朝鮮のミサイルと

核開発の確認作業を徹底的に行おうとしている点です。現

在、アメリカは北朝鮮との交渉を準備しており、今後、本

格的な動きが起きるでしょう。

（江原）私は北朝鮮の指導部が本当に変えていく気持ちが

あるのか疑問視しています。実際、北朝鮮の国民は北朝鮮

の現状を掴み切れていません。北朝鮮の指導部が何をどの

ように変えていこうとしているのか、本当の考え方が外か

らはわかりづらいのです。現実は指導部の都合の良い方向

へ変えていくのではないでしょうか。中国のように国民の

生活水準を上げていこうとか、���を増やすなどの発想

が北朝鮮にあるのか、外からはそういう点がなかなか見え

てきません。指導部の本当の考え方がわからないため、経

済交流をすることが難しくなっていると思います。

（吉田）経済改革の面では羅津・先鋒を開放地域として選

んだのは失敗だったと思います。北朝鮮はその後、開放地

域から加工貿易政策へ政策転換しました。加工貿易は市場

経済の原則で契約が結ばれるため、市場経済に則った労働

秩序がないとできません。北朝鮮の経済のなかで、加工貿

易の契約をした会社を｢点｣とすると、その｢点｣から市場経

済への取り組みが始まっています。また、新たな試みとし

て開城に工業開発区を作ろうとしています。これが成功す

れば、さらに小型の開発区の創設が進み、変化のきっかけ

になると思います。

（江原）京義鉄道プロジェクトの起点となる新義州近くの

鴨緑江一帯には非常に肥沃な土地があり、耕運機が活発に

動いています。北限の万里の長城といった遺跡があり、さ

らに景色もいいところです。仮に、この地帯をマカオ的な

観光開発区として対外開放したら、交流の機会も増えると

思います。

（吉田）韓国の現代グループが金剛山プロジェクトにおい

て北朝鮮と新しい合意に達したことは大きな意義がありま

す。この合意によって南北間で陸路の観光ルートが出来ま

すが、これは大きな出来事です。この陸路工事によって道

路周辺の地雷が撤去されます。旅行区域を自由に移動でき

ることを北朝鮮側は受け入れたようです。アメリカとの関

係が改善すれば、金正日氏の韓国訪問が実現すると思いま

す。また、南北の離散家族の間で手紙のやり取りが自由に

なったことも大きな進展です。

（江原）板門店を舞台にして南北の兵士を扱った｢���｣と

いう映画が韓国で非常にうけました。撮影終了後もセット

を壊さずに残しており、そこが現在、観光名所になってい

ます。韓国の若者が好んで訪れているとのことです。条件

さえ整えば、南北の交流や協力の下地はあると思います。

ただ、韓国と北朝鮮の国民が互いの国について持つ情報量

の格差はとても大きく、韓国国民は北朝鮮に対して一般的

なことを知っているのに対し、韓国の情報を知っている北

朝鮮の人はほんの一握りです。今後、この格差を埋めてい

くことが、両国間の問題の解決につながっていくでしょ

う。北朝鮮の亡命者は北朝鮮にいるときは体制に疑問を感

じる余裕がないように見えますが、外に出ると北朝鮮の体

制がおかしいと冷静に認識しています。情報量の格差が縮

まれば、北朝鮮が変化する可能性が大きくなります。

―多国間開発プロジェクトである図們江開発にはいろいろ

と問題があるようですが。

（吉田）図們江プロジェクトの中で重要なことは、輸送シ

ステムの確立です。この地域の輸送ルートでは、琿春（中

国）からトラック輸送で羅津（北朝鮮）まで行き、そこか

ら船で新潟港へ来るルートとポシェット港（ロシア）～秋

田港のルートがあり、どちらも重要なルートです。今、問

題になっているのは北朝鮮国内の道路状況が悪いことであ

り、道路のアスファルト化を進めるべきです。日本はたく

さんのコメを北朝鮮に対して援助していますが、道路の修

理も同じくらい重要な支援活動だと思います。道路の修理

が北朝鮮の軍事脅威につながるという見方もありますが、

図們江地域の道路を修理しても、韓国にとって地理的に離
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れているため、軍事脅威にはなりません。このような援助

を日本がすることによって、多国間協力に貢献できると思

います。図們江開発計画では最初、シンボリックな工業団

地を3カ国の出資で作ろうとしましたが、なかなかうまく

行かないため、3つの点（琿春と羅津とポシェット）を結ん

だ三角地帯を対象に開発を進めることになりました。しか

し、中国だけが琿春市を3万人から30万人の都市に成長さ

せ、開発区を発展させたのに対して、ロシアは中国との国

境線の最終確定地域にこの地域が含まれていたため、当初

は何も進めませんでした。国境が画定し1999年になって、

その地域を開発しようとしましたが、お金がないため開発

が進んでいません。北朝鮮は羅津・先鋒を開発してきまし

たが、ここでもなかなか成果があがりませんでした。結

局、中国だけが先に進んだ状態になっています。

（小川）図們江開発における地域開発、国際協力は最初に

計画されていた頃と今とでは状況が違うということをはっ

きりさせる必要があります。私は図們江開発に対して悲観

的な見方です。むしろ、サハリンプロジェクトの方が国際

的なプロジェクトとして、大きくて有望であると思いま

す。

（江原）　私の印象では、図們江開発の目的が中国東北地

区の出海ルートを求めるだけで、最終目標がはっきりして

いないことが問題だと思います。

―次にこの地域の多国間協力はどのように進めたらよいの

でしょうか。

（江原）私が大連にいた時、オーストラリアの貿易振興機

関が中国東北地区の農業開発と資源開発に興味を持ってい

て、情報交流をしようとやって来ました。オーストラリア

と日本が得意分野で情報交流をしながら中国東北地区で3

国地域間交流をし、ビジネスに結びつけていこうというこ

とだったと思います。その時、感じたことは多国間協力に

は情報のネットワーク作りが重要だということです。中国

東北地区での多国間協力を考えると、国有企業改革への協

力ということが考えられます。国有企業改革にはどのよう

な問題点があるかを多国間で研究するところから始めるべ

きです。この地区の日本に対する期待が高いことから、ま

ず、日本、特にこの地区に関心の高い日本海沿岸各県が音

頭をとったらいいと思います。例えば、新潟県がどのよう

な問題があるかを研究するプラットフォーム的なもの（受

け皿）を作り、中国側、例えば長春市にもこれと同じもの

を作ってもらい、かつ改革の対象となっている国有企業を

選定してもらう。この企業を新潟県の企業が買うとしたら

どうなるかについて、日中のプラットフォームで研究して

いくことにすれば、いろいろな問題点が浮き彫りにされ、

新たな地域間交流、ビジネスチャンスもみえてくると思い

ます。この地域間交流を今度は多国間、すなわち韓国、ロ

シアも研究すればいいと思います。将来的には北朝鮮、

オーストラリアも入れてやったらいいということです。

テーマは国有企業改革に限らず、農業開発でもいいわけで

す。この地区の経済交流、ビジネスチャンスにつながるも

のならいいわけです。農業分野では今後の生態・環境問題

を考えると有機栽培での多国間交流もいいと思います。こ

れは中国が力を入れている｢緑色食品｣生産キャンペーンに

も合致します。

―北東アジアの開発プロジェクトで大きな関心が持たれて

いるガス開発プロジェクトの現状はどうでしょうか。

（小川）ロシア・イルクーツク州のコビクタ天然ガス田か

ら日本が利益を享受できるかどうかは大きな疑問です。な

ぜなら、これは基本的に中国とロシアのプロジェクトです

が、今まで日本は中国とこのプロジェクトについて話合い

をしていません。また、天然ガスの年間供給量はパイプの

口径とガス送圧で適正量が決まり、現在世界で実用化され

ている最大口径 (1,420mm)のパイプライン(送圧は75気圧

1cm)の年間適正供給量は約300億m3です。中国が年間200

億m3、韓国が100億m3のガス引取を要求しているため、対

日供給の可能性は低いと思います。ロシアのガスパイプラ

イン建設の技術レベルは世界的に高く、技術的な問題はあ

りませんが、資金と資機材をどのように調達するかが問題

です。プロジェクトを具体的に実施するためには日本の参

加・協力が必要です。そのため、このプロジェクトの事業

化調査を進め、状況を見極めながら調査のフォローアップ

を行う必要があります。

（吉田）関係メーカー、商社が集まってできたアジアパイ

プライン研究会がこのパイプラインについて研究を行って

います。なぜ、このガス・プロジェクトが進まないかとい

うと、ロシアの中で起きている井戸元の株式の争奪戦が一

因となっています。日本がロシアのプロジェクトを支援す

る際に領土問題を持ち出すことは良くありません。アジア

におけるエネルギーの供給バランス維持とエネルギーをめ

ぐる紛争を回避することは領土問題と別次元の問題です。

―中国の｢西気東輸｣プロジェクトで使用されるパイプには

日本製が使われるという話があります。

（小川）日本製でないと、プロジュクトが進まないと思い

ます。その時に、どういうパイプが使われるかまでは伝

わってこなくて、漠然としています。サハリンにはガスが
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5,000億m3あると言われていますが、ヤクート・ガスにつな

がないと、じきになくなります。ヤクートには1兆m3のガ

スがあります。

（吉田）山を越さなくてもいいように、その代替案として

ヤクートをコビクタにつなげる案もあります。

（小川）ロシア極東で聞いた話によると、サハリンのガス

を間宮海峡に海底パイプラインを建設して大陸に持ってい

き、コムソモリスク・ナ・アムーレにつないで、ハバロフ

スク、中国まで輸送するというプロジェクトはご破算に

なったそうです。このように状況は変化するので、よく調

査をする必要があります。

―開発資金はどのように調達したらよいでしょうか。

（�）資金調達の問題も大切ですが、開発されたパイをど

のように配分するかがもっと重要であると思います。資金

を出したことに対して相応の見返りをきちんと提示するこ

とです。高い利潤率があれば、ユーロダラーでも資金調達

ができます。市場ベースに乗れば、自然と資金が集まって

きます。マーケットプライス、資金調達コスト、事業が完

成した時の利益配分など全体のプランをはっきりさせる必

要があり、資金調達だけを取り上げて単独で議論しても仕

方がありません。生産、資金調達、利益配分の視点から、

出資した国の���をどれだけ押し上げるかを調査する共

同研究機関が北東アジア地域にはありません。開発資金だ

けでなく、西部開発、パイプラインなどの地域開発につい

て共同研究をすることは大事なことです。共同研究機関を

作らなければ、プロジェクトが失敗した時のコストの方が

高くつきます。ビジネスモデルを作らなければ説得力がな

く、予想だけでお金を出したらベンチャービジネスと同じ

ことになります。企業、商社など国全体であわせて3割の

利益を得るなら、出資も3割でなければ誰が資金を提供す

るでしょうか。援助でない限り、ビジネスベースの計算を

しなければ誰も資金を提供しません。

（小川）援助という言葉には今まで政治的な配慮が込めら

れていました。

（江原）海外で上場して資金調達するということは考えら

れないでしょうか。

（�）それはマーケットが決めることでしょう。そのため

には、上場株式のプライスを研究し、それを想定しなけれ

ばなりません。今まで平和、相互信頼をベースに日本が援

助を行ってきましたが、これから、日本はそうはいかない

と思います。

（江原）安全保障を考えると、日本はどうしても援助や経

済協力をしていく必要があると思います。

（�）援助し、開発によって北朝鮮の経済をもう少し発展

させようという話が先ほど出ましたが、これは日本では通

じますが、北朝鮮では通じません。北朝鮮が外国からの

｢援助｣によって｢発展｣を追求しようと思わなければ、つま

り日本に支援を求めなければ、これは片思いの発想に終わ

ります。

�吉田���������	
����������	

��������	
���������������

��������	
���������������

��������	�
��������������

��������	
�������������	

���������	
��������������

��������	
���������������

���������	
����	�������
�

��������	
���������������

��������	�
����

（�）北東アジア開発銀行の構想が北東アジア地域からで

はなく、アメリカから出たこと、それ自体が不思議に感じ

ます。なぜ、北東アジア地域だけに新しい地域開発銀行を

作る必要があるのか。この地域のほかにもラテンアメリ

カ、アフリカ諸国も同様に開発資金を必要としています。

また、日本は北朝鮮に対する賠償問題を新しい開発銀行と

絡めると誤解を与えかねませんので、注意しなければいけ

ません。これらを別個に取り扱わなければ、北朝鮮はこの

構想を門前払いするでしょう。韓国が同じ民族である北朝

鮮に対するアプローチに苦労していることを垣間見ます

と、まして日本が北朝鮮と接点を見つけるのは至難の業だ

と思います。日本は中国、ロシアを巻き込んで多国間でこ

の構想を進めるべきであり、日本の外交力が試されるとこ

ろだと思います。

―本日はどうもありがとうございました。

（6月12日オークラホテル新潟にて収録）
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　2000年6月の南北首脳会談以降の朝鮮民主主義人民共和

国（以下、北朝鮮）の国際関係をみると、ヨーロッパ連合

（EU）の殆どの国が北朝鮮と国交を正常化するなど、国際

社会との親善関係が増大している。しかし一方で、北朝鮮

の「核・ミサイル」や通常戦力の脅威を重視し、ミサイル

防衛（MD）構想を実現しようとするブッシュ米政権と、

いわゆる「日本人拉致疑惑」問題などが未解決で残ってい

る日本政府が、北朝鮮と関係を正常化させる展望はまだ不

透明である。

　今後北朝鮮が政治・外交・経済などの面でどのような政

策を取り上げるかは北東アジアの将来に非常に重要な影響

を及ぼす。中でも、経済政策の内容が焦点になる。北東ア

ジアにおいて北朝鮮の経済安定と成長は、それ自体が同地

域の安全性を高めることになる。また、近年、北朝鮮は国

際金融機構への加入に積極的な姿勢を示しており、資本主

義圏からの開発資金導入に対して真剣に考えているようで

ある。

　このような認識に基づいて、本稿では北朝鮮の持続的な

経済成長のために必要な外国資本導入に焦点を当てること

にする。北朝鮮は1950年代後半～60年代に「自立的民族経

済」建設路線を成立した。その後1970年代前半には借款・

設備延払い導入、1990年代には外国人直接投資を導入する

経験をしてきた。本稿では北朝鮮の外資導入の経験を分析

し、その教訓から北朝鮮の今後の対外経済政策の課題を検

討することとする。

1. 北朝鮮の「自立的民族経済」建設路線の成立 

1.1　1950年代前半：社会主義圏の対北朝鮮援助

　朝鮮戦争（1950～53）で荒廃化した北朝鮮が経済を復旧

するにあたっては社会主義圏の援助が非常に重要な役割を

果たした（表１）。1960年までの国家別対北朝鮮援助の内容

をみると、まずソ連は有無償合計で7.7億ドル（そのうち無

償援助7.3億ドル）を供与するなど最大の支援国であった。

中国は6.1億ドルを支援しソ連に続く第2の支援国であっ

た。その他、東ヨーロッパの各国が1950年代まで約4.7億ド

ルを支援した。

　社会主義圏の援助が北朝鮮政府の財政予算に占める割合

は1954年には31.4％、55年には21.6％となった（表2）。北朝

鮮は1957年に社会主義圏の国際経済協力(分業)の枠組みで

あるCOMECONにオブザーバーの資格で参加したことも

あった。

　このような社会主義圏の援助を受け、北朝鮮は1950年代

に発電所、製鉄、セメント、肥料、機械などの重工業分野

を中心に経済復旧を果たした。1954～56年間の「戦後復旧

3ヵ年計画」期間中に工業部門に投資された398億ウォンの

うち重工業部門が81.1％、軽工業部門が18.9％を占めるな

ど重工業優先の投資が行われた1。

1.2　1950年代後半のソ連援助の減少と1960年代「自

立的民族経済」建設路線の確立 

　ソ連共産党は1956年2月に第20回大会を開き、フルシ

チョフ第1書記がスターリンを批判し集団的指導の党運営

および資本主義圏との平和共存政策を採るようになった。

このようなソ連の変化は北朝鮮にも大きな影響を与えた。

金日成首相（当時）の指導体制に批判的なグループがソ連

の変化を受け、朝鮮労働党内部で反金日成運動を積極化し

た。これが、北朝鮮でのいわゆる「反宗派闘争」（1956-58

年）であった。この政治闘争の国内的な背景には経済政策

を巡る論争があった。即ち、経済発展のための「蓄積の方

式」において、金日成グループは重工業優先政策を、反金
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朝鮮民主主義人民共和国の外国資本導入史
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合　　　計1971～801961～701945～60
計有　償無　償計有　償無　償計有　償無　償計有　償無　償

1,522.3791.0731.3442.0442.0314.0314.0766.335.0731.3ソ連
925.5189.5736.0283.03.0280.029.029.0613.5157.5456.0中国
136.4136.435.035.0101.4101.4東ドイツ
3.93.93.93.9ハンガリー
22.522.522.522.5ルーマニア
91.091.091.091.0ポーランド
234.0234.0234.0234.0チェコ
12.512.512.512.5ブルガリア

2,948.0980.51,967.5725.0445.0280.0378.0343.035.01,845.0192.51,652.5合計
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日成グループは軽工業優先政策を主張したのである。重工

業と軽工業が各々蓄積と消費の基本要素であり、重工業と

軽工業の優先問題は蓄積と消費のバランス問題でもある2。

反金日成グループは重工業優先政策を批判し、「重工業は

当分の間外国に依存し、援助を軽工業に投資し、人民生活

を向上させ、そこで蓄積された資金で次第に重工業に投資

する」と主張した3。

　この政治闘争をきっかけに金日成首相はソ連と中国の内

政介入と労働党内の親中・親ソ勢力を排除し、ソ連と中国

の一方に偏らない自主的な外交政策を採るようになった。

1956年12月の朝鮮労働党総会はソ連への依存を軽減するた

め「内部源泉と予備4を最大に探究し利用する」という経済

的自立の方針を定めた。その後1957年からの「5カ年計画」

（1957～60年）は援助の急激な減少を前提にせざるをえな

かった。政府財政の予算歳入に占める援助の割合は1956年

の16.5％から57年12.2％、60年には2.0％まで急減した（表

2）。

　このような状況の下で1957年から行われた「千里馬運動」

と、これを継承した1959年からの「千里馬作業班運動」は、

社会主義の政治思想に基づいた集団的競争運動として、国

内資源の徹底的利用と労働力の集中投入により経済成長を

目指した政策であった。特にこの運動は労働者賃金の引き

上げ、消費財生産拡大という「物質的誘引策」とともに行

われることにより国民の能動的な参加を呼びかけ、成功し

た。北朝鮮は1962年 10月 最高人民会議3期 1次会議で社会

主義圏のCOMECON体制を拒み、「自立的民族経済」建設

路線を公式的に命名し推進することになった。1960年代の

社会主義圏の対北朝鮮援助規模は有無償合計で10年間3.8

億ドルと大幅に減少した（表1）。

　1960年代の北朝鮮経済は、援助に期待せず、国内資源と

集団主義的な労力投入によるものであった。「主体思想」

は、この時期に北朝鮮の国家指導思想として確立された5。

　しかし、経済の面で北朝鮮が自立的に経済を建設すると

しても現実には困難があった。1960年代において原資財の

供給は不足し、工場稼働率を下落させる主要な要因となっ

た6。1965年以降ベトナム戦争の拡大と韓国のベトナム戦

争への参戦により、北朝鮮の国防に対する投資はさらに強

化された7。軽工業への投資減少により消費財の供給が減

少し、労働者の賃金もほぼ凍結された8。1966年になると、

北朝鮮の工業総生産は朝鮮戦争後初めて負の成長を示すほ

ど危機が現れた（図1）。その最も大きな原因は資源投入の

減少による蓄積の減少、国防費支出の増大であったと考え

られる。

　このような蓄積の危機を北朝鮮が乗り越えることができ

たのは、北朝鮮とソ連との関係回復であった。1966年に文

化革命を起こした中国と自主路線の北朝鮮が対立したこと

により、北朝鮮とソ連は1966年6月に「1967～70年間技術お

よび経済援助に関する協定」を結び、また67年3月には「経

済および科学技術協定」を結んだ。この時期にソ連の援助

を受け、製油施設（勝利化学工場）と重油火力発電所（先

鋒火力、20万kW）、平壌火力（40万kW）、北倉火力（60万

kW）などが新設された。 

　1970年の時点で、北朝鮮は総人口が約1,400万人、一人当

たり���が286ドルであり、韓国の人口約3,100万人、一人

当たり���203ドルに比べ、人口は半分以下になっていな

がらも一人当たり���は韓国を上回る水準となった9。
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19601959195819571956195519541953財 政 歳 入
95.992.993.582.274.460.350.252.0社会主義経理収入
2.12.22.35.68.89.212.619.7租税
2.04.94.212.216.521.631.418.5援助

0.38.95.89.8その他
100.0100.0100.0100.0100.0100.0100.0100.0合計
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2. 1970年代における北朝鮮の経済開発と「外資」導入

2.1　��������	
����������������

　1970年代に入り国際情勢は大きく変わった。米・中およ

び日・中関係の改善など東西デタントが形成され、朝鮮半

島にも大きな影響を与えた。北朝鮮と韓国との間には朝鮮

戦争以降始めての南北対話が開始し、「7・4南北共同声明」

（1972年）が発表された。日本と北朝鮮との間には「貿易

促進に関する合意書」（1972年）が調印され、両国間の貿易

が正常化した10。西ヨーロッパの各国も北朝鮮との貿易を

実現することとなった。

　一方、ソ連などの対北朝鮮援助は1970年代に入り増加し

た（表1）とはいえ実際には援助が順調に行われなかった。

ソ連と東ヨーロッパ諸国が1970年代初、特にオイルショッ

クの前後に対西側貿易赤字と債務が深化し、対外経済支援

を持続する力が弱まったのである11。

　このような状況の下で、北朝鮮は「６ヵ年計画」（1971～

�����������	�
�����

��������������������������������������������������������������������
���������������	
�����������	��������������������	
��������������
������

��������	
������������������������ !"#$%"&'()��*+�	,-.'�/01�23�	4������

��������	
����
������������������	
�������������������������� !���������������	
������������

��������	
�������������������

��������������	
�����������������������������������	
����	������������������������

��������	
����

���������	
������
����������������� 
��������	
��
���������������������
�� !"

��������	
�����������
��������	

金　額契約年度項　　目国　名金　額契約年度項　　目国　名
スウェーデン西 ド イ ツ

321973乗用車41970水力発電
61974トラック251972肥料
131974酪農機械51973水力発電
561974鉱山設備241973銀行借款
61974発電機601974銀行借款
21974ベアリング181974合成樹脂
231975鉄鉱濃縮301974火力発電
81977鉱山設備167計

146計フ ラ ン ス
イ ギ リ ス31970皮革

621973～74現金借款791972石油化学
フィンランド71972穀物借款

381972製紙501973穀物借款
イ タ リ ア631973現金借款

341974～76機械類71974コンピューター
ベ ル ギ ー71974石油化学廃水処理

401973機械類51975現金借款
オ ラ ン ダ201975工作機械

191969漁船241計
ス イ スオーストリア

121974時計21970水力発電
日　　　　本351972肥料

121972石油化学41972電解石炭
531972繊維41973水力発電
861973セメント221974マグネシャークリンカ
111973繊維61974火力発電
481974港湾73計
751974繊維デンマーク
331975セメント641974セメント
171976電子通信51974冷凍機
400計0.31974無線機

1,301.3合　　計69.3計

���������	��
�������



������

�����������	�
�����

76）期間中、国内資源では足りない資本蓄積を補うため社

会主義圏に限られてきた設備導入を資本主義圏に拡大した

のである。資本主義圏からの導入の内容をみると、政府間

の開発援助借款（ODA）はなく、西ドイツ連邦銀行からの

公共借款6千万ドル以外は商業銀行・企業などからの借款・

設備延払い導入が殆どであった（表3）。総計約13億ドルの

うち設備輸出が約10.3億ドル、借款供与は約2.7億ドルであ

り、直接投資は無かった12。

　これに伴い、北朝鮮の貿易も1970年の7.3億ドル水準から

74年には19.7億ドルまで急増した。1970～74年間に資本主

義圏との貿易の割合は17.3％から51.6％まで上昇した。対

社会主義圏との貿易は年平均12.2％増加したのに比べ、資

本主義圏との貿易は年平均68.4％の増加率を示したのであ

る。輸出の増加よりは輸入の急増が目立った。1970～74年

間の輸出増加率が年平均23.6％であったのに比べ、輸入増

加率は年平均31.7％と高かった。このように1970年代前半

に輸入が急速に増加し、貿易赤字も増加した（図2）。

2.2　対外債務返済不能の「デフォールト」発生

　「６ヵ年計画」を成功させるため、社会主義圏の代わりに

資本主義圏から資本財および新技術を導入する動きが短期

間に間に急速に行われた。しかし、返済に求められる輸出

の増加は輸入の増加分をカバーすることができなかった。

その主要な要因としては、1973年の第一次オイルショック

の影響で輸入原資財の価格が上昇し、また世界経済の不況

により、北朝鮮の主要輸出商品であった亜鉛・鉛など非鉄

金属の輸出価格が下落し、逆に機械設備などの輸入品の価

格が上昇したことが挙げられる。従って、1970年代前半の

北朝鮮の外国為替事情は急速に悪化し、返済能力が失われ

ることとなってしまった。1975年に北朝鮮の対外債務総額

は総計約17億ドル（対社会主義圏7億ドル、対資本主義圏約

10億ドル）となった。西ドイツの輸出保険会社ヘルメス

（Hermesu）社は1975年7月に北朝鮮に対する輸出保険の

引受けを停止しており、日本の輸出入銀行は借款供与を拒

否し通産省も輸出保険業務を事実上中断した。北朝鮮は債

権各国と債務の繰延べ交渉を行い、支払期日延期を合意し

たが返済履行はできない状態が続いた。結局、1981年末現

在で北朝鮮の対外債務は利子の増加により、ソ連7億ドル、

中国3.3億ドルとともに、西欧銀行債権団に6.3億ドル、日本

3.4億ドル、西ヨーロッパ各国合計10億ドルで、総計30億ド

ルにまで上昇した。西ヨーロッパ各国は北朝鮮と1989年ま

でに債務返済の繰延べと分割償還することに合意したが、

北朝鮮が分割償還もできないことになり、1987年西欧銀行

債権団は遂に「デフォールト」宣言を行った。

　日本の場合は、北朝鮮について「デフォールト」宣言を

して輸出保険で処理することを回避し、継続的な支払い延

期に合議してきた。北朝鮮は日本に対し1983年6月まで一

部の元金0.9億西独マルク（約100億円）と金利300億円を返

済したことを最後に返済を停止している。1983年 7月現在

の日本に対する未決済元本は約6.1億西独マルクとなって

いる13。
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2.3　北朝鮮の対外債務問題の現状

　北朝鮮が国連に提出した資料によると、1995年末の時点

で対外債務残高は76.5億ドルとなっている。一方、OECD

の資料によると、北朝鮮の対外債務残高は95年78.5億ドル、

98年74.3億ドルとなっている（表4）。また、韓国銀行は95年

120億ドル、98年121億ドルと推計している14。　

　IMF基準によると、債務合計額の輸出額（年額）に対す

る比率（DSR）が2.2以上で、一人当たりGDPが695ドル以

下になる国家は「重債務貧困国」となっている15。世界銀行

（IBRD）による北朝鮮の対外債務データ、韓国投資貿易公

社（KOTRA）の北朝鮮貿易データ、韓国統一部の南北貿

易データ、韓国銀行による北朝鮮GDP推計データなどか

ら、北朝鮮の債務返済能力（DSR）を推計したのが表5で

ある。この分析結果は北朝鮮が1998年の時点で「重債務貧

困国」になっていることを示している。

3.　1980年代以降における北朝鮮の外資導入：外国人直

接投資（���）の誘致開始

　1970年代に資本主義圏からの借款や設備延払い導入は北

朝鮮の返済不能の状態により失敗した。北朝鮮政府は1980

年代に入ってから外国人直接投資を誘致する政策を打ち出

した。時期別に3段階に区分して分析する。

3.1　第1段階 : 1980年から85年まで（経済開放政策の

模索：「合弁法」制定） 

　この時期は北朝鮮が中国の改革・開放政策に影響を受け

て中国式の開放政策を試験的に導入した時期である。1980

年10月、朝鮮労働党第6次大会で金日成主席は、対外貿易の

対西側開放と 資本及び技術導入を宣言した。しかし、具体

的な制度的後押しはなかった。その後1983年 北朝鮮代表

団が中国の深�を視察し、中国の開放現状を調査した。こ

の結果1984年1月 最高人民会議の第7期3次会議で「対外経

済事業及び貿易拡大発展方針」を採択し、合弁法を制定

（1984.9）するなど、制度整備が始まった。
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19981997199619951994199319921991199019891988
74.374.876.778.577.275.465.956.348.846.041.8外債残高
6.511.09.19.610.212.011.911.218.616.917.9輸出額
11.46.88.48.27.66.35.55.02.62.72.3���

5738119891,0349929691,0131,1151,146987980一人当たり���
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19981997199619951994199319921991199019891988
329362440506353377299299312295376����諸国長期外債外債残高
504448���

279254312342171145419109130112102公共借款
6480164182232180190182183274金融機関

2442多国間
6,1806,1806,1806,1806,1806,1805,2524,4633,5893,5293,150���������

6,5346,5456,6226,6866,3546,5585,5514,7623,9013,8243,527計
223330341413316201275334451331215金融機関短期外債
674602709753865784762531527449438輸出信用
8979321,0501,1661,1819851,037885978780653計

7,4307,4777,6727,8527,7157,5436,5885,6274,8794,6044,180合計

3850781071127250615910578����諸国長期外債返済
11���

1237413535272521202821公共借款
2613377177452640387757金融機関

多国間
761007122���������

3850781071121485016112910780計
3032497988803140346842元本
8182928246819121953929利子
406267771491426352821利子短期外債
7811214518412615764187165135102合計

����IBRD, External Debt Statistics, Historical Data����������
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　しかし経済政策の基本は社会主義計画経済と「工場党委

員会」中心の工業管理体系を維持する等、経済制度の改革

を実施することはなかった。中国の改革・開放政策は、商

品経済（市場経済）導入、「人民公社」廃止（家族経営実

施）、価格現実化、工場党委員会中心制から工場長中心制へ

の工業管理制度改革などを実施することであったが、北朝

鮮では中国式の経済改革政策が採用されなかったのであ

る。

3.2　第2段階 : 1986年から91年まで （経済開放政策を

否定、在日総連系の投資誘致）

　対外経済開放を推進しようとしていた北朝鮮は中国共産

党内の路線葛藤を見て、開放政策に対し否定的な立場をと

ることとなった。この時期の経済計画である第3次7か年計

画（1987～93）では、資本主義圏との経済協力は排除され

た。

　一方、合弁法は資本主義圏との経済協力よりは主に日本

にある朝鮮総連系の対北朝鮮投資(=愛国事業)のための法

的装置として機能した17。1986年から 91年までに大蔵省に

申告された朝鮮総連系企業の対北朝鮮投資は合計32件、

3,132万ドルであった。投資額面では主に1988～89年に集

中しており、業種別には繊維部門が最も大きな比重を占め

た。

3.3　第3段階 : 1992年から97年まで（一部地域の開放：

羅津・先鋒地帯）

　この時期は、ソ連の崩壊によりエネルギー、技術、資本

財など導入が急激に減少し、北朝鮮経済も危機に巻き込ま

れた時期である。北朝鮮としては資本主義圏との経済協力

を再推進するしかなかった。このような背景で、「羅津・先

鋒自由経済貿易地帯」が1991年12月に創設された18。

　その内容は、羅津・先鋒地区を「特恵的な貿易及び中継

輸送と輸出加工、金融、サービス地域」（自由経済貿易地

帯法第2条）として開発することであった。このような対外

経済協力政策の進展について、北朝鮮は民族経済の主体的

発展過程と国際協力の客観的条件が結合したことと説明し

ている。金日成総合大学のキム・スヨン教授は1995年10月、

東京での講演で次のように北朝鮮の対外経済政策を説明し

た19。

「共和国（注：北朝鮮）は初めから国内市場重視の経済

発展モデルを選んだ。これは内部蓄積を源泉として国内

市場需要を自体生産で満たし、自己資源、資本、技術、

人材を活用して国内経済を建設することである。北朝鮮

が処した主観的（戦後のゼロ状態からの復興）・客観的

（資本主義国家の対北朝鮮封鎖）条件をよく反映したも

のである。これは自立的民族経済建設方針として確立さ

れ、その過程は対外経済交流と密接な関係を持って社会

主義、資本主義国家と交流拡大を図ってきた。その結

果、1980年代には相互依存がより深化し、対外経済交流

の新しい段階としての発展が要求され、貿易一辺倒から

合弁、合作（1984年合弁法）に発展した。1990年代に冷

戦構造の緩和によって理念を越えた経済交流が世界的な

趨勢になっており、また、北朝鮮の対外経済交流の70%

を占めてきた社会主義圏の崩壊が北朝鮮の自立的経済建

設路線の政策変化を要求するようになった。すなわち、

国内経済発展の国としての必要性と交流協力という世界

経済の推移に伴う主・客観的条件で、1991年 12月、羅津

先鋒自由経済貿易地帯が創設されたのである。1993年12

月の党中央委員会第6期21次総会で 第3次7か年計画の総

括を通じて、①新技術の導入、②外貨収支の均衡、③地

域協力の強化を通した北東アジアの平和安全保障、④貿

易第一主義の貫徹、などを目標とした新しい経済開放政

策を持ち出すようになった。」

　しかし、羅津・先鋒経済特区政策は、1994年まではいわ

ゆる「核兵器開発疑惑」による米朝間の対立などにより本

格的な前進がなかった。1995年からは洪水・干ばつなどの

自然災害による深刻な食糧危機の発生、エネルギー・原資

材不足による工場稼動率の低下などにより北朝鮮は経済危

機に陥ることになった。

　1996年9月には羅津・先鋒地帯内で初めての国際投資

フォーラムが開催され、香港エンペラー・グループのホテ

ル建設（1億8,000万ドル）など4件の契約（2億6,500万ドル）

と12件の合意（5億6,280万ドル）が成立した。

　1997年６月に北朝鮮政府は、羅津・先鋒地帯の投資環境

を改善するため、①投資関連の権限を羅津・先鋒地帯当局

へ大幅に委任（one-stop-system）、②市場価格システムの導

入（配給制度を廃止し、独立採算制を全面的に実施）、③

為替レートの一本化（200ウォン/ドル）、④自営業の認定お

よび自由市場の開設、⑤鉄道管理システムの一元化、⑥市

場経済システムの教育（人材育成）、などを実施した。その
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結果、羅津・先鋒地帯は、北朝鮮において市場経済方式が

導入された唯一の地域として位置付けられることとなっ

た。

　しかし、1997年の外資導入は契約ベースで5千万ドルま

で落ち込み、多くの契約済み投資も実行が延期された。こ

れについては、羅津・先鋒地帯のインフラの未整備など、

投資環境の問題のほか、アジアの経済危機も一因となって

いる。

　北朝鮮の対外経済協力推進委員会の発表によると、1997

年12月末現在、羅津・先鋒地帯への外国投資として、中国、

香港、タイ、日本などからの111件、7.5億ﾄﾞﾙが契約され、

そのうち77件、5,792万ﾄﾞﾙが実行された。

3.4 第4段階 : 1998年から2000年まで（市場経済を否

定、羅津・先鋒地帯の開放持続、南北経済協力の進展）

　北朝鮮が経済危機を経験しているうちに発生したアジア

通貨危機により、北朝鮮は世界市場経済に対する否定的な

立場を強化した。1998年以降、羅津・先鋒地帯は公式名称

が「自由経済貿易地帯」から「経済貿易地帯」に変わり

「自由」という表現が削除された。また、北朝鮮政府は重

工業優先の「自立的民族経済建設」政策を強化した。

　この時期の経済政策は、「党の革命的経済政策」という表

現でよく現れている。2000年3月当時の労働党軍需工業部

第１副部長朴松奉（2001年2月死亡）は『勤労者』2000年3

月号で、「党の革命的経済政策」が、「帝国主義者の経済封

鎖が強化され、社会主義市場がなくなった現実的状況に相

応しく、経済問題と人民生活問題を解決するための社会主

義経済建設の最も正確な指導指針」であることを主張し

た20。 その政策の内容は、①「強盛大国建設」21という国家

的目標を達成するため、「われわれ式」の経済基盤を保存す

ること、②資本主義的な「改革」、「改編」を受け入れるの

はありえないこと（市場経済は経済的混乱を及ぶ）、③経済

に対する国家の中央集権的及び計画的指導管理の原則を堅

持すること、④政治・道徳的刺激を優先するうえで物質的

刺激を適切に配合する原則と経済事業での実利を追求する

こと、⑤金属・機械工業部門など経済の中心部門を優先的

に解決し他の問題を順次解決すること、などであった。

　しかし、一方で1998年9月に開かれた第10期最高人民会

議1次会議で、憲法が改正され、経済分野に実用的な改善条

項が作られた。新憲法では、個人所有の制限緩和、経済運

営における原価・価格・収益性などの概念の重視、特別経

済地区の明記などがそれである。

　また、北朝鮮は1999年2月に外国人直接投資に関する法

律を改正し、外国人投資の対象地域を基本的に羅津・先鋒

地帯に制限した22。そして中央政府の管理機能を強化し

た23。

　現在、羅津・先鋒地帯は、観光と物流中継基地としての

開発が優先されている。2000年10月には香港エンペラー・

グループによるカジノホテルが営業を開始した。また、羅

津港を中継して中国吉林省の貿易貨物を取り扱うトラン

ジット基地としての役割も増加しつつある。問題は中国国

境からの道路・鉄道などのインフラ整備が遅れていること

で、地帯当局は最重点項目として道路整備のための資金調

達を急いでいる。一方、輸出加工産業では水産物加工など

小規模な投資実績が見られるにとどまっている。2000年7

月現在、投資契約額は5億2千万ドル、実行額は約2億2千万

ドルと言われている24。

　一方、北朝鮮と韓国との経済協力をみると、1998年に登
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実際投資額契約額地　域承認日業　　　種企　　　業
512512南浦95. 5.17シャツ、ジャケット、カバン大宇
553580金剛山97. 5.22ミネラルウォータ太昌
179311平壌97.11.14医薬品禄十字
647元山など98. 3.13水産物美興食品

3691,000平壌など98. 6.18新品種開発韓国トウモロコシ財団
165羅津98. 8.28ホタテ養殖��　商社/太榮水産
2060平壌98. 8.28不動産開発���������	

14,00016,214金剛山98. 9. 7金剛山観光現代建設
1213金剛山98.11.11金剛山通信現代電子
5015,403南浦00. 1. 7自動車組立平和自動車
2973北京00. 3.13�/� 共同開発三星電子

16,18224,278合計
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場した韓国金大中政権の対北和解政策もあり、韓国企業の

対北投資が活性化した。現代グループの故鄭周永前名誉会

長は98年6月、牛群を連れて北朝鮮を訪問し、金剛山観光に

対する劇的な合意を成し遂げた。この事業は経済的打算が

赤字になるにもかかわらず民族的事業として進められるこ

とになった。2000年12月末現在、韓国政府から対北朝鮮投

資承認を受けた件数18件（95年1件、97年5件、98年9件、99

年1件、2000年2件）のうち軽水炉関連事業4件を除いて投資

実行中の件数は11件である。投資金額の面では投資契約合

計約2.4億ドル、投資実行額約1.6億ドルで、このうち現代グ

ループの金剛山観光開発事業が約1.4億ドルと圧倒的な

シェアを占めている（表6）。

3.5　第5段階 : 2001年以降現在（世界市場経済との協力

拡大を模索）

　北朝鮮の『労働新聞』正論（2000.10.3）によると、北朝

鮮は1995年から2000年まで6年間「苦難の行軍」という過酷

な試練を経験し、これを成功裏に終了したという25。特に、

2000年6月の南北首脳会談以降、朝鮮半島を巡る国際情勢

は緊張緩和を求める動きが活発になっており、ヨーロッパ

連合（EU）が北朝鮮と国交を正常化することにまで至った。

　しかし一方で、北朝鮮の「核・ミサイル」や通常戦力の

脅威を重視し、ミサイル防衛（MD）構想を実現しようと

するブッシュ米政権が登場しており、これに中国、ロシア

などが反発し、朝鮮半島は新たな冷戦構造に巻き込まれる

懸念もあるのが現実である。

　このように不透明な国際情勢の中で北朝鮮の2001年新年

共同社説26は、今年の課題について新しい「新思考」の概念

を取り上げた。北朝鮮の体制を崩そうとしない国家とは関

係を改善し、国の経済力を強力にするために思考を根本的

に革新するということである。

　金正日総書記の中国上海視察（2001年1月16～19日）以降、

2月に貿易省の官吏数人が上海を訪問し経済状況を視察し

ており、3月には貿易省と財政省の官吏数人が米国を訪問

し視察するなど、北朝鮮の「経済外交」が活発になりつつ

ある。韓国開発研究院（KDI）の調査によると2001年に入

り5月まで北朝鮮政府は海外に派遣した経済視察・研修団は

米国、中国、EU、シンガポールなど12カ国に12回に亘って

いる（表7）。

　北朝鮮においてこのような動きが資本主義市場経済を学

習するためであるとは断定できないが、国際貿易、新技術

などに関する新しい情報を習得しようとすることは確かで

ある。

4. 北朝鮮の経済開発と「外資」導入の意味

4.1　北朝鮮の経済開発の課題

　今後、北朝鮮経済が成長を図るためには、既存の経済構

��������������������������������������������������������������������
�����������	
������������������������� !"#$�%&��������	
������������������

����������	
������������������	���	�����

��������	
������������������������� �!"#�$ %&'()*+,����������
������������	
���������������

��������	
���������������������

内　　　容招請機関訪　問　者期　間訪　問　国
工業団地視察電子工業省7人1.17マレーシア
工業団地視察貿易省など20人2月中国
豪：農業、鉱業、電力部門協力、投資保証協
定

オーストラリア貿易振興
庁

貿易省、外務省など2.18～オーストラリア
3.2ブルネイ

ブルネイ：原油加工貿易などシンガポール
インドネシア

洪水防止計画洪水被害対策委員会2.23～米国
3.10

国際経済セミナー参加�������外務省、貿易省、貿易銀行など2.27～米国
����������3.4

風力発電など研修��������電力部門技術者3月米国
���������3週間

ジャガイモ加工設備輸入農業省8人3月オランダ
中国

市場経済研修�����大学生4人4月ドイツ
オーストリア

投資商談イタリア貿易産業省貿易省副相金奉益、千里馬自動車・
銀河貿易など

2.28～イタリア
3.5

工業団地視察朝・台経済科学技術協力協会3人3.28～台湾
4.5

農業技術習得農業科学研究所5人3.17～米国
3.18

国際市場経済研修大学生派遣、工場視察��������国際貿易促進委員会副委員長金正
基、副委員長金正基、大学教授など

5.22米国
�����
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造での産業生産を正常化することがまず先に必要であろ

う。北朝鮮の産業構造は工業の比重が高い業化が進んだ構

造であるので、産業間労働力の急速な移動は経済不安定を

増加させることになる。問題は、既存の産業構造を無視せ

ず、「国家経済力」を如何に発展させるかである。このため

には北朝鮮の産業の特性を分かることが重要である。本稿

では、2000年5月に�����の宍戸駿太郎氏が作成した「東

北アジア 7地域 各地域 産業関連表」(1995年基準)の中の北

朝鮮産業連関表を使うことにした27。

　表8は北朝鮮の最終需要項目別の生産誘発係数を推計し

たものである。これをみると、国内消費により生産が大き

く誘発される産業部門は農業、食料品、化学、商業、その

他サービス部門などである。また、政府投資により生産が

大きく誘発される産業部門は窯業、鉄鋼、機械、建設部門

などである。そして、輸出により生産が比較的大きく誘発

される産業部門は衣類、化学、非鉄金属、電気・電子部門

などである。

　私見では北朝鮮経済が国際経済との交流を拡大しながら

持続的な発展を果たすためには輸出産業部門を主要な産業

として育成する必要があると考えられる。国内財源が不足

している北朝鮮において輸出産業の育成、国際経済との交

流増大のための交通施設などのインフラ整備、農業基盤整

備などに「外資」の導入が欠かせない課題になるであろう。

4.2 北朝鮮の「外資」に対する捉え方の変化

　北朝鮮は、「外資」に対し理論的には＜海外経済膨張と略

奪のための手段＞である立場を取っている。北朝鮮の出版

物28によると、資本主義国家の援助は「協調」、「開発」など

の偽善な名を取り、海外侵略と略奪の手段となっている。

さらに、「経済協力開発機構（OECD）」、「国際通貨基金

（IMF）」、「国際復興開発銀行（IBRD）」などの国際経済機

構が帝国主義的援助の侵略的、略奪的性格を隠し、＜合法

化＞する目的で利用されていると批判されている。

しかし現実には、北朝鮮は1994年から「国際通貨基金

（IMF）」と「国際復興開発銀行（IBRD）」への加入と関連

する条件を検討してきた29。1997年4月にADB加入意向書
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生産誘発係数
産業部門No.

生産誘発依存度
最終需要輸出投資消費消費投資輸出最終需要
0.23220.26100.04800.3428農業10.88210.07530.04261.0000
0.00740.01160.00590.0080林業20.64950.29080.05971.0000
0.02170.02390.00040.0346漁業30.95130.00710.04161.0000
0.01020.02970.01180.0079石炭業40.46580.42380.11041.0000
0.02120.02320.02090.0212原油、ガス50.59820.36030.04151.0000
0.00530.01800.00980.0017金属鉱業60.19520.67650.12831.0000
0.01860.03890.04020.0041その他鉱業70.13280.78800.07921.0000
0.08910.13050.00480.1379食料品、たばこ80.92480.01970.05551.0000
0.07240.39430.00890.0908繊維・身廻品90.74910.04470.20621.0000
0.00980.00660.01700.0056製材、木製品100.34360.63090.02551.0000
0.00940.00090.01440.0068家具110.43450.56190.00361.0000
0.03050.03370.02270.0351紙、パルプ120.68720.27090.04181.0000
0.01850.01060.00860.0251印刷、出版130.80950.16880.02171.0000
0.12520.27380.08330.1414化学140.67470.24250.08281.0000
0.04540.04730.04490.0455石油、石炭製品150.59960.36090.03951.0000
0.00700.01190.00890.0055ゴム製品160.47250.46290.06461.0000
0.00900.01770.00180.0129皮革製品170.85410.07150.07441.0000
0.09270.03870.22020.0183窯業180.11790.86630.01581.0000
0.10350.16910.22050.0279鉄鋼190.16100.77710.06191.0000
0.03510.11110.06340.0130非鉄200.22160.65850.11991.0000
0.04170.09900.07900.0153金属製品210.21980.69030.08991.0000
0.10170.07870.22480.0280一般機械220.16470.80590.02931.0000
0.11030.34020.19100.0465電気機械230.25180.63140.11681.0000
0.03870.01830.07350.0187自動車・航空機240.28900.69310.01791.0000
0.01050.00140.02480.0024その他輸送機械250.13420.86070.00511.0000
0.02460.01330.05220.0085精密機械260.20620.77330.02051.0000
0.03490.10670.03270.0316その他製造業270.54210.34200.11591.0000
0.22100.01110.57320.0194建設280.05250.94560.00191.0000
0.04920.05520.05380.0461電力・ガス290.55910.39850.04241.0000
0.13020.04980.09870.1545商業300.70910.27650.01451.0000
0.06670.03780.04740.0802運輸310.71910.25940.02151.0000
0.02200.01130.01410.0274通信320.74580.23470.01951.0000
0.16330.08840.12410.1919金融・不動産330.70240.27710.02051.0000
0.25690.08920.10070.3629その他サービス340.84390.14290.01311.0000
2.23592.65302.54652.0200全産業0.53980.41530.04491.0000
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を提出したことがある30。その後、1998年から2000年上半

期までは上記の第3.4節で見たように北朝鮮政府が世界市

場経済システムに対する反対を鮮明にしたため、国際金融

機関への加入の動きはなかった。南北首脳会談後の2000年

8月21日、北朝鮮貿易省の金竜文副相はADB総裁に手紙を

出し、加入意思を再表明した。また、一部の新聞報道によ

ると、2001年2月27日～3月4日まで米国を視察した北朝鮮

の代表団（団長：韓成烈外務省副局長）が「国際通貨基金

（���）」と「国際復興開発銀行（IBRD）」への加入意思を

明らかにしたという31。しかし、未だに米国と日本は北朝

鮮の国際金融機構への加入をミサイル問題および日本人拉

致疑惑問題と連係しており、加入を了解していない状態で

ある。北朝鮮が国際金融機構に加入するためには、米国が

北朝鮮を「テロ支援国」のリストから削除し、北朝鮮が国

際金融機構に加入することを反対しないことが前提条件と

なっている32。米国の国際金融機関法（International 

Financial Institutions Act）は米国政府が「テロ支援国」に

対する国際金融機構の借款供与に反対するよう規定してい

るからである。

　以上のように北朝鮮は1990年代に米国の反対があったも

のの国際金融機構に加入しようとする動きを見せている。

1998年以降の約3年間に否定的な立場を取ったとはいえ、

基本的には資本主義圏からの開発資金導入に対して真剣に

考えているとみられる。

　北朝鮮は「外資」に対し否定的なとらえ方を考え直し、

自立的経済成長と「外資」導入の相関関係を真剣に考慮す

る必要があると思われる。

4.　結論：北朝鮮経済の今後の課題

　北朝鮮は歴史上2度にわたり、即ち1970年代の借款・設備

延払い導入と90年代の外国人直接投資という資本主義圏の

「外資」と接触した。しかし、その「外資導入」が経済成

長に繋がることはできなかった。このような「外資」に対

する過去の失敗経験と「主体思想」の「自立的民族経済」

建設路線により、北朝鮮は「外資」に対する慎重な考え方

を取っている。しかし、一方では、資本主義圏からの開発

資金導入に対して真剣に考えていることも事実である。

　北朝鮮の過去経済開発の経験から次のような教訓が得ら

れる。

　第１に、「内部源泉と予備」の動員の限界である。1960年

代の経済建設はまさに国内資源と労働力の最大活用によっ

て行われたが、技術の現代化を伴わない建設は、結局時代

遅れになるしかなかった。

　第2に、集団主義的経済建設を補完する形で、生産力向上

のための「物質的誘引策（インセンティブ）」を強化する

ことは、北朝鮮の経済建設の基本路線に対し矛盾していな

いことである。1950年代末の「千里馬運動」と1970年代初

の生産競争運動は、賃金引き上げ、消費財生産拡大という

「物質的誘引策」とともに行われた。

　第3に、北朝鮮の経済構造が国内需要優先の供給構造を

取っているため、国際経済と国内経済との関係が弱い。

従って、輸入の増加を補う輸出の増加が困難になり、外貨

準備不足の状態に陥っている。

　第4に、輸出産業の脆弱の問題である。1970年代の輸出

は非鉄金属、金属製品など重工業用の原資財・一次金属製

品が圧倒的であった。この産業部門は材料費の比重が高

く、オイルショックにより世界経済に重工業需要の減少が

起きたとき、輸出価格が下落し採算性がなくなってしまう

のである。従って、材料費の割合が低い高付加価値産業分

野を育成し、補完的に労働集約的産業を育てることが外貨

獲得に重要である。

　以上のような教訓からみると、北朝鮮は「外資」即ち、

持続的経済成長のために海外から導入する開発資金・技術

及び直接投資をうまく利用し、世界市場経済との交流協力

を深めながら、これが自国経済の自立性を高める方向に繋

がるよう努力することが望ましいと考えられる。

　また、1990年代以降の経験からみると、北朝鮮が経済危

機を乗り越える過程での国際社会の協力は、北朝鮮の経済

安定化に大きな役割を果たしたといえる。北朝鮮の経済政

策が国際協力を求めて自国の安全と国際社会の平和・安全

に寄与する方向で作られることが望ましい。
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1. はじめに

　冷戦終結に伴う大交流時代の到来により、世界の各地域

間を行き交う物流量は毎年著しく増加しており、その大部

分を担う海上コンテナの荷動きは東アジア～北米、東アジ

ア～欧州、北米～欧州間で特に顕著である。

　このため、各大陸間を短絡的に結ぶパナマ運河、スエズ

運河の存在が極めて重要となるが、合わせて、直接大陸を

鉄道で横断する大陸横断輸送も近年大きな注目を浴びてい

る。特に、東アジア～北米東部間輸送においては、パナマ

運河に大量輸送上の大きな制約が存在するため、直接大陸

を横断する輸送が1998年時点で340万トン（日本→米国東

岸）1）に達している。ここでは大陸横断輸送をオールウォー

ター輸送と比べてより競争力のあるものにするため、様々

な改良と工夫が試みられている。

　一方、東アジアと欧州を結ぶ大陸横断輸送であるSLB輸

送は1980年代に日本との間だけでも11万TEUを超える取

扱量があったが、近年にいたって激減し、2000年は最盛期

の3％しか取扱っていない現状にある。

　SLB輸送はロシアの誇るシベリア鉄道を活用するもので

あり、北米横断鉄道と比べ、鉄道構造において特に遜色が

あるわけではないと思われる。

　シベリア鉄道はこれから発展の時代に入る北東アジアの

主要な交通基盤の一つであり、また極東ロシアにとってラ

ンドブリッジとして利用されることで、大きな外貨収入が

期待できるなど、そのランドブリッジとしての成功の可否

は北東アジアの今後の発展に大きく影響すると考えられ

る。

　北米大陸横断輸送はこの10年で地域間輸送の主役の一つ

に踊り出て来た。一方、SLB輸送は地域間（東アジア～欧

州間）貨物量が総体的に増大している中で、この10年間で

益々その存在感を薄めている。

　この差は一体何によってもたらされたものなのか。

　一言で言えば、ソ連崩壊に伴うロシア国内の混乱により

SLB輸送の荷主がオールウォーターへシフトし、秩序が

戻ってきた現在においても復帰しない所に原因がある。そ

のほかにオールウォーター輸送の競争力の向上があった。

確かに最近の荷主団体の調査によっても、日本～西欧、中

欧までのSLBの輸送コストはオールウォーターと比べ、競

争力がないと指摘されている2）。

　これらは当然の事実であり、最も大きい理由と思われ

る。しかし、地球儀を見れば分かるとおり、オールウォー

ター（日本～欧州間20,300km）と比べ、SLB（日本～欧州

17,000km）は移動距離が相当に短く交通機関がそれなりの

ものであれば、輸送日数においては相当に有利である。

SLB輸送は今後この面での特質を生かしていければ、将来

に向けて十分な役割を発揮していくことができるのではな

いだろうか。

　本稿はこのような事実を踏まえながら、SLBの輸送量が

低迷しているのは何か構造的問題があるのではないか、と

いう素朴な疑問から北米大陸横断輸送と比較分析した。

2. 北米大陸横断輸送の概要

（１）　東アジア～北米間コンテナ流動量

　世界の海上コンテナの荷動き量を見ると、全世界に占め

る東アジア～北米間コンテナ流動の割合（流動量）は1997

年で25.2％（847万TEU）、1998年で26.1％（928万TEU）で

ある3）。これらのコンテナの大部分が北米西海岸の港湾で

取扱われる。北米西海岸の主要港のコンテナ取扱量は図１

に示すとおり、合計では1997年に1,161万TEU、1998年には

1,281万TEUとなっている4）。

　北米におけるコンテナ物流の発生集中点は主として大都

市であり、その分布は西海岸と北米の東部である5大湖周

辺、及び北東部、ガルフ地帯と偏在している。従って、西

海岸港湾で取扱われるコンテナは西の端部から東の端部若

しくはその近傍まで輸送される必要があり、このため輸送

機関の中心は大陸横断鉄道である。

（２）　鉄道会社の状況

　北米大陸横断鉄道には、民間鉄道会社6社が参加して行

われている。米国に4社存在し、カナダに2社存在する。米

国の4鉄道会社の内、2社（Union Pacific（UP）及び　

Burlington Northern Santa Fe（BNSF））は米国西部から

同中部にかけて路線ネットワークを所有しており、競争状

態にある。他の2社（CSX及びNorfolk Southern Railway 

（NS））は主として東部に路線を有している。この2者も競

争状態にある。前の2社が後者の2社と連携することで西部
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北米大陸横断輸送からみた���輸送の課題
国際臨海開発研究センター調査役、ERINA特別研究員　三橋郁雄

��������������������������������������������������������������������
1 国際輸送ハンドブック2000、p460～p461
2 日本荷主協会誌、荷主と輸送、2000年12月
3 商船三井資料
4 国際輸送ハンドブック2000



������

�����������	�
�����

から東部への大陸横断が可能になっている。カナダの2社

はカナダ国内を横断する路線に加え、米国内にも一部路線

を所有し、NY/NJなどの北東部都市にも乗り入れしてい

る。やはり、競争状態にある。

　以上のことから北米大陸横断鉄道は実質的に米国西部の

2社とカナダ2社の合計4社による競争状態であることがわ

かるが、北米西海岸の主要港のコンテナ取扱量を見てみる

と（図1）米国港湾が大部分であり、ここにはカナダの鉄道

は来ていないため、実質的には米国西部2社による競争と

いえる。

　米国における横断鉄道はUPにより1869年に敷設された。

その後、多数の鉄道会社が設立されたものの、近年はこれ

ら鉄道会社間で合併・統合が繰り返され、1999年以来前述

の4社体制となっている。

　図2に米国の鉄道網図を示す。

（３）　オールウォーター輸送との比較

　北米大陸横断輸送の競争相手はパナマ回り（オール

ウォーター）輸送である。

　到達時間の比較をすると、APLでのヒアリングによれ

ば、東京～ロス間は11日であるので、東京～ロス～大陸横

断鉄道～ニューヨークは16日～17日と見積もられる。パナ

マ回りであるとAPL航路の場合22日、韓進航路の場合25日

である（いずれも途中1～2箇所寄港。国際輸送ハンドブッ

図2　米国の鉄道網図

図1　北米西岸主要港のコンテナ取扱量

アメリカ合衆国西部～中部鉄道網図
（Union Pacificの場合）

アメリカ合衆国東部鉄道網図
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ク1999、p146、ｐ157）。大陸横断輸送の方が5～6日短い。

　パナマ回りの場合、船舶の大きさに制限がある。パナマ

運河の最大通行船舶諸元（寸法）については、船の長さは

294.13m（船型にもよるが）、幅員（Beam）は32.31m、喫

水（draft）は12.04mである。このためコンテナ積載能力は

3,400TEU程度が限界とされている。近年増加している大

型コンテナ船（ポストパナマックス）はパナマ回りには利

用できない。

3.　北米大陸横断輸送における具体的なコンテナ

輸送の状況

　北米西海岸には数多くのコンテナターミナルがあるが、

最大規模のものはロサンゼルス港にあるAPLの専用ター

ミナル（Global Gateway South）である。ここは大陸横断

鉄道を港湾ターミナル内に持っており（on-dock方式）、北

米で最先端の形式と考えられる。ついてはここと連結する

UP鉄道と合わせて紹介する。

（１） コンテナターミナル内でのコンテナ専用列車の編成

　ここのAPLターミナル内にはコンテナ専用列車を編成

するための鉄道ヤード（on-dock yard）が用意されており、

コンテナ専用船から降ろされたコンテナは、大部分が

シャーシ（台車）に載せられ、一時コンテナヤードに仮置

きされたあと、所定の専用貨物列車に積み込まれる（コン

テナ船に積み込むときはこの逆）。

　ここで仕立てられる貨物列車はdedicated trainと呼ば

れ、APLの専用列車として取扱われる。列車の出発は船の

到着に合わせて定期的スケジュールとして組まれている

が、船の到着が遅れる場合などは列車の出発も遅らせる。

しかし関係者の話では船の到着が6時間も遅れるとターミ

ナル内が大騒ぎになるほど定時性が守られているとのこと

である。

　船から降ろしたコンテナは基本的にその日の晩までに

dedicated trainに載せる。これは現在ではEDIが進んでお

り、船から鉄道へのコンテナ移動が非常にスムーズになっ

ているからである。

　on-dockの貨物列車ヤードでの積み降ろし作業はAPLが

行っている。

　なお、岸壁クレーンの許容吊上げ荷重は50トンである。

これは日本の通常のコンテナターミナルより約10トン大き

い。ドイツのハンブルク港もこの規模のクレーンを設置し

ている。

（２）　コンテナターミナル外でのコンテナ専用列車の編成

　上記on-dockヤードで取扱われるコンテナは基本的には

APLのコンテナだけである。岸壁にはアライアンスの仲

間である商船三井（MO）や現代商船（HMM）のコンテナ

も揚るが、これらのコンテナはここから4マイルのところ

にあるUPの海上コンテナ専門の貨物列車ヤード

（Intermodal Container Transfer Facility （ICTF））まで

運ばれる。APLのコンテナもすべてon-dockヤードで扱わ

れているわけではなく、載りきれない場合にはICTFに向

かう。因みに、船会社はアライアンスを結んでいるからと

いって、コンテナの融通まではしておらず、従って、MOの

貨物をAPLのコンテナで輸送することはないとのことで

ある。

　ICTFで仕立てられた貨物列車は定期扱いとなっており、

定時発車が守られ、貨物量が少なくとも走る、first come、

first serveの取扱がなされている。

　2000年1月26日に掲示（インターネット上）された時刻表

によると、行き先は9都市（Barbours Cut、Chicago、El 

Paso、Englewood、Global 2、Marion、Miller、New 

Orleans、 San Antonio TOFC）で、各都市毎に毎日cut off 

time　がある。これは毎日各都市毎1列車編成されている

ことを意味する。

　ICTFで取扱っているコンテナの荷主（shipper）リスト

は以下の通りである。

APL、CSXI、NYK/CENTEX、EVERGREEN、KLINE、

HANJIN、YANG-MING、OOCL、　COSCO、MITSUI 

OSK、MATSON、CHO-YANG、ZIM、LYKES、

NEDLLOYD、MAERSK、 NOL、　HYUNDAI、P＆O 

LINES

　CSXIはCSXT鉄道の子会社（CSX intermodal）で、CSXT

路線だけでなく、全米の輸送を展開し、同社の49ターミナ

ル間で週300便の専用列車を運行している。ZIMはイスラ

エルの海運会社である。

　ICTFの顧客はCSXIを除くと全部海運会社である。

　ICTFにおける荷役作業はUPが行っており、on-dock

ヤードの場合と異なる。

（３）　ＵＰ鉄道

　UPの鉄道ネットワークは西海岸の主要港からシカゴの

南北ライン（シカゴ～メンフィス～ニューオリンズ）まで

網の目のように伸びているが、メインはメキシコ国境沿い

からカンザスシティーに延びる南部ラインとカンザスシ

ティーからソルトレイクシティーに延びる中部ラインであ

る。南部ラインは殆ど単線であり、中部ラインにも単線箇

所がかなりの距離見られる。動力は全てディーゼルであ

�����������	�
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る。

　UPの列車が北米東海岸地域に行く場合は前述した様に

東部の鉄道会社線に乗り入れることとなるが、この場合、

一般的には機関車と乗務員（2名）は交替する。

　列車スピードはロサンゼルスでなくタコマ港の資料であ

るが、シカゴまで3日間、ニューヨークまで6から7日間であ

る。この場合、平均速度はシカゴ～シアトル間では時速

50kmである（鉄道距離2,218マイル）。ロスでのヒアリング

ではロス～シカゴ3日間、ロスからニューヨークは5日間で

ある。

（４）　��������	
����
�� （���）

 　北米大陸横断鉄道の貨車はコンテナを2段積みしてお

り、これが他の大陸横断輸送に見られない点である（写真

1）。基本的には貨車1両につき２FEU（40ftコンテナ2個）

であるが、20ftコンテナの場合には下段に2つ据え、2段目

に40ft若しくはそれ以上のコンテナをおく。1段目のコン

テナは台車（箱型）の中に据えられる。特段の固定はない。

1段目と2段目の接続は隅角部同士を小さな鉄塊で結び合わ

せることでなされる。コンテナサイズは53ft、48ft、40ftハ

イキューブ、40ft、20ftがある。このコンテナサイズに合わ

せて台車にも様々な形状、大きさがある。

　この台車は複数剛結されて1ユニットを形成している。

標準的には5車両で1ユニット形成するが、3両の時も1両の

場合もある。

　標準的には１列車は20ユニット若しくはそれを少し上回

るユニットで編成されている（1列車の長さは単線部箇所に

おける行き交い用に用意されている側線の長さで規定され

る）。

　貨車の剛結の仕組みは、例えば標準5両の場合、貨車の接

続部を日本のように遊びのある継手にするのではなく、完

全に剛結固定し（したがって1ユニット内には遊びはない）

接続部の下に接続部が完全に乗るように車輪を据える構造

である。ユニットとユニットを接続する継手部分は日本の

ものと同様の遊びのあるものが設けられる。これは貨車を

100両も繋げて機関車で牽引する場合、日本のようにすべ

ての貨車同士の接続部に遊びがある構造にしておくと、遊

びの累積長さが1メートルにも達し（１cm x 100両）、最後

尾側の貨車に大きな衝撃が発生し、悪影響を与えることか

ら採用されているものである。DSTの場合、コンテナ2本

積みのため、単なるコンテナ1台の台車と比べて重車両と

なっており、特別配慮されているものである。

　DSTの台車の最大積載重量は、我々が見かけたものとし

ては、5台で1ユニットの台車では53.1トン、1台で1ユニッ

トのときは75.13トンのものがあった。

（５）　課題

　ヒアリングによると次のような課題が挙げられている。

１） 港湾サイドの課題

　港湾サイドが取り組んでいる課題のなかで、緊急を要す

るが非常に難しいものとして挙げられたのが、shipping 

line、port operation、railroad operation間の情報処理シス

テムの整備、特にEDIの統合である。

２） 鉄道サイドの課題

　鉄道サイドの課題としては、情報システムの整備拡充、

特にUP運航管理システムの全路線適用が最重要である。

また、機関車の新規調達、輸送力の増大も大きな課題であ

る。

　また、路線の有効活用も考えられており、例えばUPの場

合、上述の南部ラインで東部に持って行き、帰り荷は東部

から中部ラインを通って西海岸に流すという一方通行が実

現できれば、相当量存在する単線のデメリットを克服でき

るとしている。

写真1
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4. ���輸送と北米大陸横断輸送の現場調査での比

較

　北米大陸横断調査については2000年6月にロサンゼルス

にあるAPLコンテナターミナルとUP鉄道ICTFを現場見学

した。SLB輸送については2000年7月にボストーチヌイ港

及びハバロフスクからビロビジャンまでの沿線を調査し

た。このほぼ同時期の調査で判明したことは次の通りであ

る。

①　北米輸送では取扱われているコンテナは圧倒的に40ft

が多く、40ftを超えるコンテナも相当見かけられた。20ft

は数が少ない。一方、SLBでは40ftは少数であり、20ftが殆

どである。またSLBではコンテナが他の貨車と混載で輸送

されている列車を何度も見かけたが、その中には20ftより

小型のコンテナが多数確認された。

②　北米輸送で取扱っているコンテナは殆どが海運会社の

名が表示されているいわゆる「海上コンテナ」である。SLB

の場合、船社の名がついているコンテナは非常に少なく、

多数を占めるのはロシア国鉄若しくはコンテナリース会社

のコンテナである。

③　北米輸送の場合、リーファーコンテナの列車輸送はご

くまれである。電化されていないため、発電機を列車に積

み込まねばならず、またリーファーで必要とされる丁寧な

維持管理が難しいこともあり、リーファーコンテナ輸送は

長距離であってもトラック輸送になる場合が多い。SLBの

場合、冷凍冷蔵ものは冷凍貨車で輸送されている。リー

ファーで運ぶ場合は北米輸送と同様発電機を積み込む必要

がある。沿岸部では40ft、20ftのリーファートラック輸送

がなされている。

5. 北米大陸横断輸送からみた���輸送の課題

　北米大陸横断輸送とSLB輸送を比較することにより得ら

れるSLB輸送の課題は以下の通りである。なお、SLB輸送

についてはERINAによる研究、報告がなされている5）。

（１）　「オールウォーターとの競争」の観点からみた場合の

課題

　北米大陸横断輸送はオールウォーターとの競争において

強い競争力を有しているが、これはパナマ運河の有する通

行上の制約（超大型船は通行できない）と、東アジア～北

米東岸ルートでは基本的に輸送日数が大陸横断の場合より

長いことに起因する。このような状況が存在するのは大陸

横断輸送サイドが下記のような措置を講じてきたことによ

る所が大きい。

①　海運サイドが超大型船を建造

②　港湾サイドが超大型船の受入施設とon-dock-yardを整

備

③　鉄道サイドがDouble Stack Train を導入

④　上記3社による統合的情報処理システムの運用

　この間、パナマ運河サイドにおいては注目されるような

対抗措置が講じられたとは聞いていない。

　一方、SLBにおけるオールウォーターとの競争上の改善

策としては、ボストーチヌイ港の中にSLB専用ターミナル

を建設したこと、その運営に欧米の会社を起用しているこ

とが挙げられる。他方、スエズ運河回りオールウォーター

の方は海運サイドが超大型船の開発導入を行うと共に、海

運会社同士の激烈な荷主取り合い競争が生起したこともあ

り、コスト、情報処理など様々な面でサービスが向上した

ことが挙げられる。このようなことが出来た前提としてス

エズ運河の断面積が大変大きく、超大型船も問題なく通行

を可能にしている状況がある。

　SLBがスエズ回りオールウォーターと競争していくに

は、北米大陸横断とは状況が異なるので上記と全く同じ施

策を採用するわけにはいかないが、少なくとも、大陸横断

鉄道がオールウォーターより輸送時間が短いという状況を

造りだしていることは学ぶ必要があろう。

　輸送貨物には航空貨物のように時間価値の高いものも有

れば、通常の海上輸送貨物のように輸送コストの低廉化を

指向する貨物もある。この間に中間領域貨物がある。SLB

は東アジア～欧州間においてこの中間領域の貨物を標的に

すべきである。

（２）　「競争の存在」という面からみた場合の課題

　北米大陸横断輸送ではパナマ運河回りオールウォーター

との競争というだけでなく、その輸送体系の中に様々な競

争が存在している。まず船社間競争が挙げられる。これは

大陸横断でもパナマ運河回りでも同じであるが、船社とし

ては荷主からつきつけられる高度なサービス提供の輸送を

実現しないことには荷主を失うことから、大陸輸送でも、

パナマ回りでも高度化に向けた取り組みをしたが、結局具

体化できた方、即ち大陸輸送に重点を移したといえる。ま

た、港湾間でも競争が存在する。北米西海岸には主要港湾

が8つあるが、激烈な貨物取り競争が展開されている。鉄

道会社も同様であり、カナダを含めた4社間で激しい競争

が存在する。
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  辻久子、競争力強化を目指すシベリアランドブリッジ、ERINA REPORT Vol.31,1999

  辻久子、2000年のSLBの動向、ERINA情報、2001、3月
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　一方、SLBでは、スエズ回りとの競争は存在するが、自

らの輸送システムの中には企業間競争は殆ど存在しない。

このため競争意識が育たない。まず、海運会社同士の競争

であるが、日本～ボストーチヌイ間に海上航路が存在する

がこれは競争的な環境にはなっていない。また、SLBには

海運会社が全体的に運送主体者として入ってきていないた

め、船社同士の競争はなく（ファワーダー同士の競争はあ

る）、それどころか、SLB全体はオールウォーターの担い手

である海運界と競争という構図になっている。即ち、北米

大陸横断では海運界が主役を演じているのに、SLBでは海

運界を入れず、それと競合する形になっている。海運界と

の競合関係が問題であることは後述する。

　港湾を見てみると、主要港湾はボストーチヌイ港一つで

あり（ウラジオストク港でもSLB貨物を扱っているが、日

本からの航路はボストーチヌイのみ）、鉄道運営主体もロ

シア鉄道省のみである。即ち殆ど競争がない。この意味す

る所はすこぶる大きい。オールウォーターとの競争（上述

した点を踏まえると海運界との競争）をロシアのSLB輸送

担当者は肌で感じていない。しかし、仮に、港湾や鉄道の

競争があればこれが実感でき、改善に向けた様々な力が作

用するようになると考えられる。競争を如何に導入するか

が課題である。

　「競争の導入」の観点から考えられる対策としては次のこ

とが考えられる。

①　同一航路への複数船社の投入を可能にし、船社間競争

を行わせる。

②　ワニノ港を競争港湾として、バム鉄道を競争鉄道とし

て活用する。ワニノ港にはコンテナターミナルがあ

り、バム鉄道、シベリア鉄道を経由したトランジット

輸送の実績があり、その機能を強化する。

③　CLB（チャイナランドブリッジ）の欧州輸送を確立し、

SLBとの競合状態を積極的に作り出すことが重要であ

る。CLBは既に機能しているが、中央アジア輸送（カ

ザフスタンまで）に留まっており、欧州まで輸送する

ケースはまだ稀である。一方、欧州～カザフスタン間

には貨物が相当量流れており、両者を円滑に連結する

ことが重要である。

④　SLBの標準的ルートであるボストーチヌイ⇔モスクワ

⇔欧州以外に、SLBの分派として、大連港⇔ハルビン

⇔満洲里⇔モスクワ⇔欧州、若しくは天津⇔ウラン

バートル⇔モスクワ⇔欧州、のルートを活性化させ、

標準ルートと競合状態を作ること。

 

（３）　運送主体者の面からみた場合の課題

　北米大陸横断輸送で見かけるコンテナは大部分が船社の

コンテナ（海上コンテナ）である。SLBでは船社コンテナ

は殆ど見られない。この相違は北米大陸横断輸送では主要

な運送主体者は船社であり、SLBではフォワーダーである

ことに基づく。北米でもフォワーダーは大陸横断輸送の

サービスを展開しているが、基本的には海運会社のスペー

スを購入した上でサービスを展開する形となっている。

　北米では陸上交通（大陸横断輸送）の運送主体に船社が

出て来ているが、SLBではこのようになっていない。

　船社が運送主体の場合、荷主は船社のコンテナを使用す

るのが自然である。SLB輸送におけるフォワーダーの場合

は基本的に船社コンテナでなく、リースコンテナ会社のコ

ンテナ（リースコンテナ）が使用される。

　船社コンテナは輸送の起終点においてコンテナインバラ

ンスがある場合、ある程度の費用負担は伴うが船内空席を

利用して空コンテナ輸送（ポジショニング）を行うことが

できる。しかし、リースコンテナの場合、コンテナが大量

に余っている地域からの回送には船社若しくは鉄道会社に

費用を負担して輸送してもらうこととなる。この費用は利

用者に回ってくるので、結局地域間インバランスが激しい

輸送ルートでは海上コンテナと比べ、リースコンテナは不

利となる。

　SLBが結ぶ東アジアと欧州間は大きなコンテナインバラ

ンスが発生している（1998年実績同盟分は西航234万TEU、

東航133万TEU）。このため、コンテナの回送が輸送業者の

大きな課題になっている。

　SLBがこの問題を解決するためには船社の空コンテナ輸

送と同じ役割をSLB輸送機関が果たすこと、若しくは船社

のコンテナの一連の流れ（サークル）の中にSLBコンテナ

を入れてしまうことである。後者のためには東アジア～欧

州航路を有する船会社をSLBの運送主体者にする必要があ

る。ボストーチヌイ港現地調査においては韓国船社の現代

商船のコンテナを見かけたが、この流れが始まっているの

かもしれない。

　仮に船社が運送主体者になると、SLBとオールウォー

ターは船社による一元利用が可能になり、このときSLBの

本来の強さ・有利性が発現することも考えられる。

（４）　列車スピード

　北米大陸横断輸送とSLBでは列車スピードにどのくらい

の差異があるのであろうか。

　北米大陸横断輸送ではシアトル～シカゴ（2,218マイル）、

ロサンゼルス～シカゴ（2,214マイル）を3日間で輸送する
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とされており、この場合平均時速は50kmである。

　SLBの場合、ボストーチヌイからブレスト間の10,400km

を12.5日で走る6）。この場合、平均時速は35.5kmである。

因みにJR貨物札幌～福岡間は53.3kmである。

　SLBは大陸横断鉄道と比べて大変遅く、SLBはもっとス

ピードアップを図る必要があろう。但し、1998年のデモ運

行ではブレストまで10日間という実績があり、この場合の

時速は43.3kmである。このことからSLBは列車の速度よ

りも途中の停車時間が多いことがこのような結果をもたら

していると考えられる。これは鉄道運営上、改善すべき点

があることを意味する。

（５）　1列車当りのコンテナ積載数

　北米では1列車当り100余両を輸送する。1両に40ftが2本

載るから1列車当り400TEUとなる。SLBでは前述した様

に、1ブロックトレイン当り、104TEUである。よって1列

車当り、SLBは北米大陸横断輸送の1/4程度しか輸送して

いないことになる(写真2)。

　このようなことが生起しているのは、貨物需要が少ない

ことも理由の一つであろうが、オールウォーターとの競争

力向上のためには今後の重要な課題の一つであろう。この

場合、機関車の能力アップ、引込み線等の鉄道施設の改善

等が必要になると考えられる。

（６）　通関時間

　北米大陸横断輸送ではEDIが発達しており、港湾に着い

たコンテナはその日の内に列車に載せることとなってい

る。

　一方、SLBでは通関に、トランジット貨物で1日、ロシア

国内輸入貨物で2日かかる。

　SLBの場合、現在オールウォーター輸送との輸送時間差

は僅かであり、スピードの点で凌駕するためには通関時間

の短縮が効果あることとなる。

（７）　不連続点の存在

　北米大陸横断輸送では鉄道ゲージの相違による不連続点

の発生はない。しかし、SLB輸送ではロシアから欧州に入

る所で不連続点が存在しており（フィンランドまでは問題

ない）、台車交換若しくは貨物の積換えが必要となる。コ

ンテナ貨物の場合、門型クレーン等による積換えとなる

が、これにより全体の輸送時間が増加することとなる。

　この点での課題はコンテナ積換え作業のスピードを早め

るための対策を導入する必要がある。

7. 結論

　以上、北米大陸横断輸送との比較でSLB輸送の課題を

探ってきたが、要約すると次の通りとなる。

（１） 北米大陸横断輸送もSLB輸送も、内容は異なるが

オールウォーター輸送との競争にさらされている。北米大

陸横断輸送は圧倒的な競争力を持ち、SLBはその逆の立場

にある。その違いの原因は

①オールウォーター輸送における運河の制約状況であ

る。即ち、パナマ運河回りは超大型船を通さないと

いう強い輸送上のネックを抱えているが、スエズ運

河にはこの制約が存在しない。

②北米大陸横断輸送には海運、港湾、鉄道のいずれに

おいても競争が存在しているが、SLBの場合は逆に

いずれも競争が存在していない。

③北米大陸横断輸送の運送主体者は船会社であるが、

SLB輸送では複合一貫輸送業者である。海陸複合一

貫輸送である大陸横断輸送では船舶という輸送手段

を持っている船社が、空きコンテナのポジショニン

グの点で、そのメリットを発揮する。　

（２）SLB輸送を輸送効率の面から見ると、1列車あたりの

�����������	�
�����

��������������������������������������������������������������������
6 第一港湾建設局平成11年度環日本海圏国際物流基盤整備調査p187

写真2
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積載量は北米大陸横断輸送の1/4、輸送スピードは70％程

度である。

（３）SLB輸送には北米大陸横断輸送にはない固有の問題

として、ゲージの相違に基づく不連続点の存在がある。

（４）SLB輸送は地理的特性からしてオールウォーター輸

送と比べて東アジア～欧州間距離が格段に短いという有利

性を持っている。これは使う技術さえ整えば、本来オール

ウォーターより短時間輸送が可能であることを物語る。し

たがって、SLBが航空貨物と海上貨物の中間領域の貨物を

対象貨物にすることができる。また、オールウォーターの

安全保障的役割もある。これらのことはSLBが将来的に発

展する可能性が高いことを意味する。

（５）SLB輸送が発展に向けて着実な歩みをしていくため

には、輸送効率のための様々な技術開発並びに様々な輸送

サービスの向上に加えて、輸送システムの中に競争状況を

作り出すことが必要である。具体的には次の通りである。

① 海運界を運送主体者として積極的に導入する。ま

た、日本～ボストーチヌイ航路を外国船社含めて自

由競争化におく。

② ワニノ港を競争港湾として、バム鉄道を競争鉄道と

して活用する。

③ CLB（チャイナランドブリッジ）の欧州輸送を確立

し、SLBとの競合状態を積極的に作り出すこと。

④ SLBの標準的ルートであるボストーチヌイ⇔モス

クワ⇔欧州以外に、SLBの分派として、大連港⇔ハ

ルビン⇔満洲里⇔モスクワ⇔欧州、若しくは天津⇔

ウランバートル⇔モスクワ⇔欧州、などのルートも

活性化し、標準ルートと競合状態を作ること。
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序

　ソ連崩壊と共産党独裁の終焉は新生ロシアにおいて民主

主義の進展に対する希望を生み出した。しかし、その後の

同国の混乱により西欧的な法と正義の原則を基礎とする自

由社会への可能性について疑問が生まれた。法秩序の欠如

は、権威に対する従順と反抗という矛盾した傾向とともに

ロシア社会の伝統的特徴であると言われている。ワシリ・

クリュチェフスキーによると、ロシアにおける「思考の非

規律性は権威の非規律性に相応するものである。」「自分の

慣れた考え方に合致しない問題に直面した者はロシアの常

識を使い、『自分は理屈を超越している』として問題のある

ことを認めない、またはその問題を回避する」としている。

　民主主義には、人々が共同体の一員として自分の責任を

認識し行使できる市民社会が必要であると、今日一般的に

考えられている。さらに、市民意識には一人一人が自分の

行動が自分の環境と他者の環境に影響を及ぼすということ

を認識していることが含まれると考えられている。ロシア

においてはペレストロイカ以降、市民の環境に対する意識

が高くなっていることは明らかである。しかし残念なが

ら、1990年代初頭から政治レベルにおいても草の根レベル

においても環境問題解決へのコミットメントが減少しつつ

あるというのも事実である。ロシアは長い間経済危機に瀕

したので、ロシア国民の関心は環境問題よりも自分の毎日

の生活問題にある。

　サハリン市民は上記のロシアの伝統的な特徴を示してい

るのか、それとも市民社会の構成員としての期待に応えら

れる方向に変わりつつあるのか。市民は進行中のサハリン

沖の石油ガス開発を自らの統制の下にあると考えているの

か、それとも自らがコントロールできないところで行われ

ていると見ているのか。開発プロジェクトは彼等により多

くの恩恵をもたらすものと考えているのか、それともより

多くの災いをもたらすものと考えているのか。サハリン大

陸棚開発はロシアに市民社会の発展を促すような価値観や

制度の形成を促すのか。サハリン市民は沖にある天然資源

の開発において自分達がどのような役割を果たしていると

考えているのか。この研究はこうした問いに対して答えを

見出そうとする試みである。

　こうした問いに答えるため、私たちは1998年8月、ユジノ

サハリンスクにおいてインタビューを行い、また1998年9

月～10月にかけて同市民の世論調査を、さらに2000年4月

～5月にも世論調査を行った。ここではこの研究プロジェ

クトの結果を要約して紹介する。

1998年調査

　1998年9月～10月、サハリン大学社会学研究室とNGOサ

ハリン環境ウォッチ（環境NGO）の協力によりユジノサハ

リンスク市民120人にアンケートを送り、うち111人が回答

した。そのうち110人の回答が有効であった。

　まず、回答者のプロフィールを表1に示す。

職業

　下記に述べるように職業は回答者のサハリン石油ガス開

発に対する考え方を左右する要因の1つとなっている。

教育レベル

　表2は回答者の教育取得レベルの内訳を示すものである。

回答者の教育レベルの高いことがわかる。約76％の者が高

等教育（大学）を終了し、11％が現在大学在学中である。約

サハリン市民の石油ガス開発に関する意見調査
モントレー国際大学国際政策学大学院教授・東アジア研究センター所長　赤羽恒雄

モントレー国際大学言語教育言語学準教授・ロシア学科長 　アンナ・ワシリエバ

割合　％回答者数職　　　業
 8.29���

 (2.7)(3)（うち環境関係���）
 8.19メディア
12.714教員
10.011ビジネス
10.011サハリン州議会行政府
10.011ユージノ・サハリン市行政府
12.714大学生
10.011大学教員
18.220科学者
 99.9*110合計

表１　職業別内訳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊四捨五入により合計が100％にならない。
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8％が技術中等教育を終了し、4％が中等教育（高校）卒で

ある。残りの一人は中学校卒である。残念ながら、サンプ

ルが少なく内訳に大きな差があるため教育レベルを回答者

の回答と直接的に関連付けることはできない。

年齢

年齢も重要な要因である。

調査結果の概要

　第1に、サハリン沖石油ガス開発について良い結果を予

想するかとの問いに対して、回答者のうち多数がプラスの

効果を期待していると答えた。1/3が何もメリットがない

と答えた。予想されるプラスの効果には雇用機会を期待す

る者が圧倒的に多かった。期待される他の点は、家庭と産

業用のガス使用料が安くなりガス供給が増えること、地域

の経済開発、生活水準の向上、インフラ改善、州政府の税

収入と予算の増加が挙げられた。

　第2に、大多数の回答者が開発によるサハリン市民への

悪影響を予想した。サハリンプロジェクトによる環境の悪

影響の可能性について心配する声が最も大きかった。この

他に心配する理由として、サハリン沖プロジェクトに関す

る情報不足、同プロジェクトに関する知識不足、プロジェ

クトで使用されている汚染防止や環境モニタリングのメカ

ニズムが不十分であること等が挙げられた。

　第3に、開発プロジェクトに関する世論は大きく分かれ

ていた。州議会関係者はサハリンへのプラス効果に大きな

期待を寄せていた。ユジノサハリンスク市関係者と初等・

中等教員も同様にプラス効果に期待を寄せていたが、その

一方、悪影響についての懸念もあった。他方、大学生を含

む若い回答者は最も懐疑的であり、また、女性は男性より

予想される効果について心配をしていた。さらに、NGO 

関係者、大学教員、科学者も共に懐疑的であった。市民に

対する悪影響については、州議会関係者と州政府関係者を

除く他の全ての回答者は悪影響を予想していた。

　第4に、自分自身の生活に対する影響についてユジノサ

ハリンスク市民は期待と懸念を共に示していた。自分自身

に対する恩恵は全く無いだろうとする者は恩恵を予想する

者より10％多く、また、悪影響を予想する者は予想しない

者を12％上回った。興味深いのは、かなり多くの者が他の

市民には恩恵があるだろうとしながらも、自分自身には恩

恵を期待していなかったことである。これは、ロシア人に

ついてよく指摘される「自己疑念」という特徴を思わせる

ものである。ロシア人の生活は困難なもので、運命的に世

界を見る傾向がある。サハリンプロジェクトのもたらす個

人的な恩恵について女性の方が男性より懐疑的であったこ

とは偶然ではない。

　自分自身への恩恵として、生活水準の向上、家庭ガスの

供給量の増大、雇用機会が期待されていた。悪影響として

は、環境汚染、大気・水質汚染と食料汚染による健康上の

問題、伝統的食料（特に魚）の減少が挙げられていた。

　第5に、大多数の回答者が石油ガスプロジェクトにより

サハリンと世界との距離が近くなることを期待し、このプ

ロジェクトを歓迎していた。しかし、多くの回答者の期待

は確固とした事実に基づくものではなく、願望と希望によ

るものであった。より親密な国際関係は投資の促進、新し

い技術の導入、インフラの改善、貿易機会の拡大をもたら

し、またサハリン市民に科学的情報を提供させるなど地域

経済の発展に貢献するであろう、と彼等は期待していた。

しかし、懸念を持つものも少なくなかった。国際関係の拡

大は自分達の天然資源を枯渇させ、自分達の経済が外国人

により搾取され、環境が悪化し、また汚職や政治問題も出

てくることを心配していた。さらに、国際関係は自分達の
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割合　％回答者数教育レベル
76.484高等教育（大学）卒
10.912大学在学中
 8.29技術中等教育
 3.64中等教育（高校）卒
 0.91中学卒 
100.0 110合計

表２　教育レベル

割合　％回答者数年　　　齢
 1.9219歳以下
33.33620～29
17.61930～39
27.83040～49
14.81650～59
 4.6560～69
100.0 108*合計

表３　年齢

　　　　　　　　　　　　　　　　＊回答者のうち2人は年齢について記入がなかった。
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社会に倫理的腐敗と島民の間に経済機会の不均衡をもたら

すのではないかと懸念する者も大勢いた。ここでも大学生

や他の若者と女性が最も懐疑的であった。

　第6に、サハリンプロジェクトがサハリン市民、サハリン

の国際的地位に及ぼす影響について全般的に女性は男性よ

り懐疑的であった。今日のロシアにおいては女性が最も被

害を受けやすいとしばしば指摘されている。屈辱と服従、

ひどい扱いをロシアの女性は昔から受けていた。これは共

産主義のプロパガンダが男女平等を高々と謳ったソ連時代

においてでさえもそうであった。1998年のサンプルでは女

性の多くは傷つきやすく、無力で、また絶望的でもあった。

　最後に、若者の間に見られた無関心と懐疑について述べ

る必要がある。大学生の間には政治、経済、環境の一般的

問題について、特にこの研究の対象である石油ガス開発に

ついて無知な者が多かった。若者は世界が自分達に目に見

える恩恵も目に見えない恩恵も与えてくれないまま、通り

過ぎて行ってしまうと感じているようであった。サンプル

での若者には、地方政府、州政府、中央政府、国際社会に

対して疎外感を感じると同時に信頼感を持っていなかっ

た。彼等から伝わってくる無関心はソ連邦崩壊後、ロシア

社会で生まれた価値観や制度と彼等との間に繋がりが無い

と彼等が感じていることを反映していると思われる。

2000年4月～5月調査

　2000年4月～5月にユジノサハリンスク市において2回目

の世論調査を行った。サハリン2の石油の商業生産が開始

されてから約半年後、サハリン住民が大陸棚プロジェクト

に関してどのような意見を持っているかを調べることが目

的であった。質問項目は1回目の調査と同じ質問を多く実

施した。さらに回答者にとって大陸棚プロジェクトが1999

年12月の連邦議会選挙や2000年3月の大統領選挙における

選挙キャンペーンで大きな問題になったかどうか、また、

いずれかの選挙において回答者の投票に同プロジェクトが

影響したかどうかを質問した。前回と同じNGOからユジ

ノサハリンスクの住民90名にアンケートを配布してもらっ

た。そのうち70名は1998年の調査に回答した人たちが含ま

れていた。しかし、そのなかの多くの市民はユジノサハリ

ンスク市から引っ越してしまったか、別の理由で担当NGO

と連絡がとれなかった。90人中70人から回答をもらっ

た。

回答者のプロフィール

　回答者の内訳は下記の通りである。

　1998年の調査と同様、2000年の調査のサンプルも回答者

の教育レベルは高かった。回答者のうち50名は大学卒で、

1人はPhD相当の学位取得者であった。もう1人は大学院に

在籍中であった。9人は特別技術学校卒であった。

サハリン市民への恩恵

　サハリンプロジェクトから市民がこれまで何らかの恩恵

を受けたかという問いに対し、70人の回答者のうち38人が

｢受けた｣と答え、28人が｢受けなかった｣と答えた。4人は

この問いに答えなかった。受けたメリットのうち雇用を指

摘する者が最も多い22人で、次に多かったのが州予算で8

人であった。7人が海外からの投資を挙げた。教育プログ

ラムに対する資金的支援といろいろな社会プログラムを挙

回答者数年　　　齢
2620～29歳
1330～39歳
1540～49歳
1250～59歳
460～69歳
70合計

表４　回答者の年齢

表5　職業別回答者

＊弁護士3人、通訳・翻訳2人、州議会コンサルタント1人、大学事務1人、測量士1人、
博物館研究者1人、印刷工1人、図書館員１人、校正係1人、ライフ・ガード1人。回答
者のうち1人は職業について記入が無かった。

回答者数職　　　業
7���

7メディア
10教員
3ビジネス
4サハリン州議会行政府
4ユジノ・サハリン市行政府
7大学生
3大学教員
11科学者
14*その他
70合計
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げたのは各々 4人であった。

　これまで受けてきた恩恵は将来にわたって期待できるか

という質問には42人が期待できると答えた。しかし、26人

は将来あまり恩恵を受けることは期待できないと答えた。

この26人は今まであまり恩恵を受けなかった人たちであっ

た。

サハリン市民に対する害

　今までサハリン沖エネルギー開発プロジェクトによって

何も被害はなかったとする者は9人に過ぎなかった。4人は

｢わからない｣と答えた。他の57人（81％）は何らかの害が

あったと答えた。36人（51％）もの回答者がサハリンプロ

ジェクトにより環境問題が生じたと指摘し、そのうち24人

は具体的な事例として原油流出を指摘した。実際1998年9

月にサハリン2で原油流出事故があり、メディがこれを大

きく取り上げた。14人の回答者が漁業資源に対して損害が

あったと答えた。さらに5人の回答者は公にされていない

環境上の損害や連邦法律の違反があったのではないかと

疑っていた。

　これまで受けた被害が将来も続くかどうかと聞いたとこ

ろ、62人にも及ぶ回答者が｢そう思う｣と答えた。将来悪影

響を予想しない者はたったの5人であった。サンプルの回

答者は明らかにサハリン沖資源開発の技術、法律、管理に

おける厳格さと中味を信用していなかった。回答者のうち

最も多くの者が心配していることは、石油流出事故、石油

投棄、石油掘削泥の投棄、オホーツク海の漁業資源への損

害を含む環境上のプロジェクトの悪影響で、22人が指摘し

た。次に悪影響のものとして多く挙げられたのは天然資源

（特に魚類）の枯渇であった。3番目は外国企業や外国人の

影響についての心配であった。例えば、将来の事業を外国

企業が国内企業より高く入札して獲得することや、大陸棚

プロジェクトからの収入が地元経済から流出してしまうの

ではないか、あるいは地元の専門家でなく外国人が雇われ

るのではないかという心配であった。4番目に、市や州の

政府関係者や企業に汚職があると心配している回答者も数

名いた。

個人的恩恵

　自分自身には今まで何も恩恵が無いとする者は44人で、

恩恵があったとする18人の回答者を大きく上回った。他の

7人はこの質問に答えなかった。指摘された恩恵には、電

源供給、安価な石油、社会・文化・環境プロジェクト、研

究機会、自己啓発の情報、給料の定期支給、さらに増加す

る国際的な結びつきであった。

　将来については、35人の回答者が自分自身には何も恩恵

は無いだろうと答えた。一方、28人が何らかの恩恵を予想

または期待していた。「悲観的回答者」は殆どその理由を挙

げず、複数の回答者から指摘された理由は何もなかった。

「楽観的回答者」は生活水準の向上、安価な石油・ガス・

電力、サハリン南部のガス化、クリーンエネルギー、昇給、

雇用や技能発展の機会、環境保護の国際協力、さらに社会・

文化活動の増加を挙げた。

個人的悪影響

　70人の回答者のうち33人は今まで大陸棚プロジェクトに

よる悪影響を個人的に被ったことは無いと答えた。一方、

35人は悪影響を感じたとし、そのうちの12人は環境と魚を

含む天然資源への害を挙げた。11人は心理的、倫理的な懸

念を、2人は健康上の問題を指摘した。4人は外国企業の圧

倒的なあるいは侵略的存在を懸念していた。そのうちの1

人は「自分の許可書で他人の家に入るべきでない」と回答

した。

　将来の予想についての質問に対して、45人（64％）の回

答者が何らかの悪影響を個人的に受けるのではないかと答

えた。ここでもまた、環境の悪化が最も心配する問題と

なっており、次に魚への被害が指摘された。他方、17人の

回答者は自分自身にこれといって悪影響は無いだろうと答

えた。端的に言うと、これまで体験したことと比べると将

来については心配であるようだ。

国際関係の恩恵

　サハリンプロジェクトを通して国際的なつながりが広

がったことでサハリンに何か恩恵があったかという質問に

対しては、49人（70％）の回答者が｢恩恵があった｣と答え

た。受けた恩恵のなかで3人以上が指摘したものは海外か

らの投資（18人）、サハリンの国際的イメージと地位の向上

（10人）、国際的なパートナーシップとそのつながりの拡

大（7人）、昇給と新しい技術の導入（7人）、雇用機会（6

人）、インフラ改善（5人）、異文化の人々とのつながり（3

人）があった。一方、14人の回答者はサハリン沖開発プロ

ジェクトによる国際関係から生じる恩恵は何も見られない

と回答した。このうち、理由を示した回答者は僅か1人で、

倫理的に何も恩恵が無いと答えた。

　46人にも及ぶ回答者が、将来にわたって新しく築き上げ

られた国際関係がサハリンに恩恵をもたらすであろうと答

えた。国際投資、雇用機会、インフラ拡充、地方経済の発

展、物質的な生活水準の向上が最も多く指摘された。他

方、19人は将来の展望について懐疑的であった。
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国際関係の悪影響

　サハリンプロジェクトによる国際関係の悪影響を指摘し

た者は回答者の半分をやや上回る38人であった。このうち

18人は環境問題や資源の搾取や輸出について懸念してい

た。大陸棚開発プロジェクトは外国企業の力に圧倒され、

外国企業の利益のために進められているという考え方が強

い。回答者の1人は典型的な表現で「我々は自分の家の主に

はなれない」とした。他方、19人の回答者はサハリンプロ

ジェクトによる国際関係から何も悪影響は見られないと答

えた。

　回答者の間では将来については、はっきりした展望がな

かったようだ。35人（50％）の回答者がこれまで見てきた

悪影響がこれからも続くのではないかと心配する一方、26

人は何も悪影響は無いだろうと答えた。残りの9人は将来

的な期待を示さなかった。環境問題、資源の枯渇問題、外

国による搾取、国内法及び制度の不整備や行政上の不十分

な点が各々 5人以上の回答者から指摘された。悪影響を心

配する回答者の間には弱み、無視、搾取の思いが強かった。

回答者の1人は「外国企業は石油を全部取り出すまで我々を

離さないだろう」と言った。もう1人の回答者も同じ気持ち

を表わし、「国際社会はサハリンの経済発展には興味はな

い。彼等の目的は安い天然資源の獲得にある」と答えた。

　こうした回答にはサハリンプロジェクトによる恩恵の分

配がサハリン、ロシア、国際社会の間で不平等に行われて

いるという意識が見受けられる。過半数ではないが、回答

者の多くには外国恐怖症も感じられる。

環境問題に対する見方の変化

　サハリン沖プロジェクトによってユジノサハリンスク住

民の環境問題に対する見方が変わったであろうか。33人の

回答者は｢変わった｣とし、34人は｢変わらない｣と答えた。

残りの3人は回答が無かった。サハリン沖プロジェクトの

結果、自分の環境問題に対する考え方が変わったとする回

答者のうち殆ど全員が、自分達の自然環境に対して今まで

以上に関心を持つようになり、また、環境保護の重要性を

より深く認識するようになったと答えた。27人は見方が変

わった理由を次のように挙げた。多い順に並べると、（1）

サハリン沖開発の環境的影響は当初考えていたより悪化し

た、（2）これから先、サハリン沖開発が続けば環境汚染は

必然的に起こるだろう、（3）環境への影響を抑えるため技

術的、法制上、行政上の措置が十分に行われていない、と

いう理由が挙げられた。

　一方、自分の見方は変わっていないと答えた回答者のう

ち理由を挙げたのは8人のみであった。共通する理由はこ

れまでの環境に対する影響は恐れるほどのものではなく、

対処できるものであるということであった。典型的な回答

は、「悪魔は描かれているほど怖くない」というものであっ

た。大陸棚プロジェクトの環境に与える影響についての冷

静な見方を反映する回答に、「環境問題にはもっと注目す

る必要はあるが、理にかなう程度でよい」というものが

あった。

　端的に言うと、サハリンプロジェクトはユジノサハリン

スク住民の環境問題に対する見方にある程度影響を与えて

いるが大きな影響とは言えない。しかし、環境問題を懸念

している住民の方がそれほど心配していない住民より意見

を積極的に表明していると言える。

ロシア連邦議会下院選挙

　サハリン沖石油ガス開発プロジェクトが1999年のロシア

連邦会議下院選挙運動の中で1つの問題になったかどうか

興味のあるところであった。調査の結果、その通りである

ことがわかった。47人の回答者が我々の予想していた通り

の回答をした。彼等によると立候補者は皆このプロジェク

トに言及し、それも肯定的だったということである。立候

補者から否定的意見を聞いたとする回答者は5人のみで

あった。多くの回答者によると、肯定的な見解を述べた立

候補者は自ら開発プロジェクトに貢献していると述べ、サ

ハリン住民の物質的な生活に対して良い恩恵があると強調

していた。回答者のうち5人は立候補者の選挙公約の中で

環境問題が触れられていたと指摘した。しかし残念なの

は、回答者のうち17人もがこの質問に答えなかった、ある

いはサハリンプロジェクトが選挙の争点になったかどうか

知らなかったのである。このうち5人は政治には興味が無

い、あるいは連邦議会選挙に興味が無いから投票しなかっ

たと答えた。

　70人の回答者のうち60人がこの選挙で投票を行った。サ

ハリン沖開発プロジェクトが何らかの形で自分の投票行動

を左右したかという質問には、僅か11人だけが影響があっ

たと答えた。投票行動が石油ガス開発に関係したと答えた

回答者の間では環境問題が一番大きな関心事であった。50

人の回答者は自分の投票はサハリンプロジェクトに左右さ

れなかったと答えた。これらの回答者の間では、サハリン

プロジェクトについて触れた選挙運動にかなり懐疑的で

あった。疑いの念は次の表現に表れている。「サハリンプ

ロジェクトについてはどの立候補者も同じことを言ってい

た。」「どの立候補者もプロジェクトの恩恵について十分な

情報を提供しなかった。」「選挙公約と石油ガス開発は別問

題である。」「立候補者の中には嘘を言う者がいた。」「この
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問題について立候補者の討論は不十分であった。」そのほか

に、ロシア連邦議会の下院選挙に投票する際の争点と基準

は他にあったという意見があった。「他の争点」や「他の

基準」としてロシアの経済改革や立候補者の実直さと誠実

さが挙げられた。

　立候補者の支持を決める際に、候補者の問題に対する考

え方を基準に決めたか、あるいは自分の支持する政党やブ

ロックを考えて決めたかと尋ねたところ、42人の回答者は

候補者の問題に対する考え方を基準にして投票したと答え

た。候補者と政党とのつながりを考えたとする回答者は11

人に過ぎなかった。その他の17人はこの問いに回答を示さ

なかった。

大統領選挙

　回答者にとって大統領選挙とサハリン沖プロジェクトと

の間には相関関係が無かったようである。2000年3月の大

統領選挙においてサハリン沖プロジェクトは選挙における

争点となったかと尋ねたところ、25人はこの問いに対して

回答がなかった。28人（40％）はそのような関係は無かっ

たと答え、そのうち9人は候補者からサハリンプロジェク

トについて言及がなかった、3人は国家レベルで見ると同

プロジェクトは大きな意義を持っていない、1人はこのプ

ロジェクトが選挙上の争点になったという情報は無いと答

えた。17人（24％）は候補者が同プロジェクトについて言

及したと答えた。そのうち7人はヤブリンスキー候補がサ

ハリン石油ガス開発について発言したと答え、3人は同候

補者がプロダクション・シェアリングに関する連邦法（PS

法）の制定に自分が貢献したと言っていたと指摘した。

　サハリンプロジェクトが自分の支持する候補者への投票

に何らかの影響があったかという質問に対しては、49人

（70％）の回答者が｢何も無かった｣と答え、｢あった｣と答

えたのは11人のみであった。残りの10人はこの問いに答え

なかった。サハリン大陸棚プロジェクトと大統領選挙の間

には何も関係が無かったとする回答者のうち14人は大統領

選挙にはもっと重要な争点があったと答えた。

結論

　我々のアンケートに答えてくれたユジノサハリンスク市

民の間には期待と心配が共存している。これはよく指摘さ

れるロシア人の特徴を思い出させるものである。それは「2

元論」、「分岐」、「2文法」と呼ばれている。文学者、哲学者、

歴史家、ジャーナリスト、元外交官の多くがこのロシア人

の性格の特徴について述べている。ロシア文化の特徴を決

定づけるものであると指摘する者もいる。例えばジョー

ジ・ケナンはロシア人の生活は「いつも調和がとれ、統合

された要素を表わしたものではなく、対立する勢力の間で

不安定かつ絶え間無く変化するところで均衡する」と表現

している。

　回答者の心配と懸念はサハリン・エネルギープロジェク

トに関する情報不足からも影響を受けている。明らかに連

邦政府と州政府はこのプロジェクトの恩恵とコストについ

て住民により適切な情報を与えるべきである。情報に明る

い市民だけがサハリン経済の持続的な発展に必要な支援策

を提供することができる。これはサハリン島の経済の将来

に大きな影響を及ぼすエネルギープロジェクトに外国企業

が参加する場合、またはサハリンの環境と資源の状況につ

いて懸念がある現在、特に必要である。

　1999年に商業生産が開始されてからすぐに起きたモリク

パック掘削プラットフォームでの原油流出事故は、ユジノ

サハリンスク住民の環境問題に対する懸念を浮き彫りにし

た。また大陸棚開発を支持する住民の間でもそうであっ

た。さらに、市民社会の建設という観点からすると、進行

するプロジェクトの与える機会と問題を市民がよく知って

いるということは非常に重要なことである。

　ロシアにおけるサハリンの位置付けの点からすると、こ

の調査の回答者の中にサハリンは経済的にさらには政治的

に独立すべきであると考えているものは1人もいない。実

際、回答者の殆どがロシア人としてのアイデンティティー

を強く持っている。したがって、サハリンの経済や政治の

現状に対する彼等の批判をロシア連邦とは別の独立した存

在を望でいるものと理解すべきではない。しかし、ユジノ

サハリンスクの住民の多くは、ロシア政府がサハリン沖プ

ロジェクトをあまり重視していないと感じている。

　国際社会は、国際的な開発プロジェクトに対するサハリ

ン島の住民の繊細な態度に十分気を配るべきである。1999

年～2000年にかけてサハリン沖プロジェクトが進展して

も、地元のことよりも国際社会の利益についてユジノサハ

リンスク市民の多くが抱く懸念を殆ど打ち消すことはな

かった。彼等が抱く搾取されるという意識は同プロジェク

トが主に島のエネルギー資源の輸出を目的としていると理

解されているため一層強まっている。島民の多くは自分の

生活が物質的には殆ど改善していないと考えている。家庭

へのエネルギー供給についてもそうである。地元の者より

外国人のために雇用が創出されていると考えている。外国

から搾取されるという懸念はサハリンに限ったものではな

い。事実、極東ロシアの他の地方における世論調査でも国

際プロジェクトの難しさを表している。特に環境問題を発

生させる可能性が高い資源開発についてはなおさらであ
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る。

　しかし、すぐに付け加えるべきことは、サハリン市民の

間には国際親善への期待があるという事実であり、これは

この調査で見られたように全般的に国際協力については前

向きに捉えているという結果に現われている。彼等は教育

の機会、雇用の機会、物理的インフラの改善等、国際的な

関係が強まることによって得られる恩恵を目にしている。

例えば、エクソンがユジノサハリンスク大学へインター

ネット整備のために寄付した10万ドルは目覚しい成果で

あった。しかし、より積極的な態度を身に付けるために

は、島民が抱えるより切実な問題の解決に向けて国際社会

の一員となるためにさらに努力が必要である。組織的な社

会活動に参加しているサハリン市民はサハリン沖エネル

ギー開発プロジェクトから恩恵を受けている者から提供さ

れる財政的・物質的支援に感謝しているとともにそれらを

期待しているようである。そのような支援が無くなれば、

大きな失望を生み出すであろう。

　人々の生死にかかわるニーズに応えていくうえで、国際

的な支援が重要な成果が生み出すことができる分野が他に

もある。たとえば、孤児院や保育園、または学校その他の

機関は基本的な物資や設備を必要としている。サハリンに

おける生活の分野での国際支援は、政治信念を問わず多く

の市民から歓迎されるであろう。

　さらに、我々の考えでは、回答者に見られる国際交流に

対する敏感さは、ロシア人の国家アイデンティティーを求

める昔から続く大河小説に表れている。ロシア人は歴史的

にヨーロッパ・西洋文明と東洋・アジア文明との関係にお

いて自らの国家アイデンティティーの問題で苦悩してき

た。ロシア人の中のヨーロッパ派は西洋文明を彼等自身の

文明より優れた文明であると考えてきたが、ナショナリス

トやユーラシア派は西洋文明を自分達の文明より劣ったも

のである、少なくともロシア文明とは違うものであると認

識してきた。ロシアの知識層の殆どはアジア文明を自分た

ちの文明より劣ったものであると考えてきた。

　現在のロシアには大きな苦痛と不安が存在し、ロシアの

知識層は再び国家のアイデンティティーを求めている。政

治的不安定、経済危機、社会的混乱を背景に、ナショナリ

ズムの力は明らかに大きくなりつつある。国家アイデン

ティティーを求める中で、極東ロシアの知識層は西側

（ヨーロッパと米国）とのより緊密な関係に自分たちの将

来を見いだそうとする者、アジアとより近い関係を求める

者、また、自分たちの国家の中で自分達が抱える問題の解

決法を見つけようとする者とに分かれている。「混同」、

「二面性」、「慎重」という形容詞が彼等の国際社会に対す

る態度を最も的確に示している。

　サハリン・エネルギープロジェクトはこの島がここ数十

年の間に行った開発プロジェクトの中で最も大規模な事業

である。外国からの訪問者、外国の技術、外国の資本、外

国の文化的要素に接し、この離島に住む人々の生活は後戻

りできないほど大きく変わって行くかもしれない。した

がって、期待と懸念の入り交じったサハリン市民の態度は

極めて自然なものである。サハリンの人々にとって、石油

ガス開発事業は、いつ起こるかわからない災難でもあり、

21世紀の繁栄する生活の奇蹟的な始まりでもある。
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　2001年5月11日に極東海運研究所（FEMRI）、沿海地方行

政府、ロシア運輸省および極東船舶公団（FESCO）が共催

した国際会議「アジア太平洋地域の諸国経済における極東

ロシア港湾の役割」に参加した。また、翌12日にはウラジ

オストク郊外にある沿海地方政府迎賓館で行われた

FEMRIの75周年記念セレモニーにも参加した。日本から

筧隆夫国土交通省北陸地方整備局次長、三橋郁雄ERINA

特別研究員およびセルガチョフ研究助手3名が出席した。

　この会議は今年初めて開催されたものであるが、セメニ

ヒンFEMRI所長は今後もロシアおよび海外の輸送関係者

が極東ロシアだけではなく、北東アジア諸国の海上輸送・

港湾の問題、発展見通しや海運における国際協力の可能性

について話し合う機会として、年に1回同様な会議を行い

たいと述べた。また、中央政府からの代表者の出席を確保

することにより、極東の輸送業者のニーズや問題、意見な

どを中央政府に理解させ、国の輸送政策や戦略に反映させ

ることも狙いにしている。当初、今回の会議にはフラン

ク・ロシア連邦運輸大臣が参加する予定であったが、事情

により海運関係を担当しているルクシャ運輸省第一次官が

モスクワから参加した。それ以外は沿海地方政府（対外経

済関係担当の副知事）、極東港湾および船会社の管理者・経

営者（極東船舶公団の社長、沿海石油船舶公団の社長、ウ

ラジオストク港湾長）、主催者のFEMRIの幹部（副所長、

技師長）など約30人の専門家が出席した。

　2日目のFEMRIの75周年記念セレモニーには、沿海地方

の知事選出馬予定者全員が顔をそろえるなどFEMRIの沿

海地方における存在感の大きさを示すものであった。永年

勤続者の表彰や勲章の授与など行われ、ERINAにも感謝

状が贈られた。華やかなダンスパーティや合唱、独唱もあ

り、祝典にふさわしい盛上りを見せた。

　会議は極東海運大学の練習帆船「ナデジュダ号」内にて

行われた。午後2時ごろ参加者が乗船し、30分後にウラジ

オストク港を出港した。甲板上で名刺交換やフリーな話を

したあと、船内の教室へ降り、会議が始まった。まず司会

役のセメニヒン所長から、今回のように港湾関係者が集ま

り意見交換できることは有意義であり、今後もこのような

会議を行う必要があるという挨拶があった。次は、沿海地

方政府の代表として対外経済関係を担当するステグニー副

知事の挨拶があり、地理的に有利な位置にある沿海地方に

とって輸送部門は非常に重要であり、今まで港湾や関連施

設、地域内のインフラの整備を重視してきたが、これから

も国内･国際物流センターとしての機能を拡大するため努

力をしていくと述べた。

　そのあと、いくつかの発表が行われた。

（1）セレブリャンスキー技師長報告（FEMRI）

　極東ロシアの港湾の概要、能力などについての次のよう

な発表があった。

　極東の港湾はロシアと多くの国々を結んでおり、非常に

重要な役割を果たしている。ソ連時代は港湾の主な目的は

北方地域への貨物のトランジット輸送であったが、90年代

に入ると、ロシアの国内経済状況が悪化し、国内輸送量は

急激に減少し、逆に貿易の自由化に伴いアジア太平洋地域

諸国とのリンクが拡大、国際貨物輸送量が増加した。しか

し、その増加は国内輸送量の減少を相殺できるほどのもの

ではなく、この10年間、極東港湾の総取扱量は減少傾向に

ある。また、ほかの輸送機関との連携も悪化した。1999年

には鉄道運賃が高くなり、港湾取扱量が更に減少した。コ

ンテナ輸送も同じ傾向を見せており、1981年にはボストー

チヌイ港が13万6千個のトランジットコンテナを取扱った

のに対し、2000年にはその数が約3分の1（4万3千個）まで

減少した。

　現在極東には32の港湾があるが、その中の11の主要不凍

港（総取り扱い能力－1,000万トン）が極東港湾総取扱量の

90％を占めており、ほとんどが沿海地方、ハバロフスク地

方およびサハリン州に集中している。主要な港湾の状況は

以下の通りである。

ウラジオストク商業港

　取扱能力は500万トン、岸壁の長さは4,200ｍ、水深は9.75

ｍ～13ｍである。主に一般貨物、バラ積み貨物および大型

コンテナを取扱っている。長さ303ｍ、水深13ｍの大型コ

ンテナ専用岸壁は年間で7万TEUを取扱うことが可能であ

る。将来は既存の岸壁を近代化することとしており、建設

中の新しい岸壁が完成すれば、港湾の能力を700万トンま

で拡大できる。

ナホトカ商業港

　主に一般貨物、バラ積み貨物および木材を取扱っている

港湾であり、年間能力は600万トン、22バースの全長は
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3,560ｍである。

ボストーチヌイ港

　極東における最も近代的で規模の大きな港（年間取扱能

力－1800万トン）であり、主要貨物は一般貨物、バラ積み

貨物、大型コンテナおよび木材である。岸壁の長さは3,461

ｍ、水深は6.5ｍ～16ｍである。多目的バースのほか、石

炭、コンテナ、木材ターミナルがある。また、化学肥料専

用バースがあり、その改造が終わると、年能力は300万トン

まで上がる。現在、LNGターミナルが建設中である。長期

的には全部で60の岸壁にする計画である。

ポシェット商業港

　取扱の中心は木材、一般貨物およびバラ積み貨物であ

る。3バースの延長は450ｍ、水深は9.5ｍであり、年に150

万トンの貨物を取扱うことが可能である。大型コンテナお

よびバラ積み貨物専用ターミナルを含む4バースの建設計

画があり、能力を400～500万トンまで拡大できる。

ナホトカ石油港

　年間で500万トンの石油およびその製品を取扱え、補給

バースを含めて5つのバースがある。

ワニノ商業港

　主に一般貨物、木材、バラ積み貨物を取り扱い、バム鉄

道の終点である。また、フェリー航路によりサハリンのホ

ルムスク港と結ばれている。フェリー貨物は取扱量の

36.5％を占めており、全体能力は年間1,250万トンである。

岸壁の全長は2,630ｍであり、水深は11.5ｍのコンテナター

ミナルを除いて9.75ｍである。40ｔ級のクレーンが50基あ

り、コンテナターミナルでは30.5ｔ級のガントリークレー

ンが利用されている。現在、1,000万トンの石炭ターミナル

が建設中である。将来的には水深15～16ｍを確保し、国際

レベルの港湾にすることが可能である。

ホルムスク商業港

　サハリンの主要港湾の一つであり、主に木材、石炭およ

び一般貨物を取扱っている。8つの岸壁（1,080ｍ）を有し

ており、水深は8ｍである。

コルサコフ商業港

　大陸からサハリンに運ばれる貨物（木材、石炭、一般貨

物、液体貨物など）の大部分はコルサコフ港で取扱われて

いる。水深は2～8ｍであり、9つの岸壁の全長は1,170ｍで

ある。

プロヴィデェニヤ商業港

　北極海の入口に位置しており、北極海横断トランジット

輸送の開発にとって非常に重要な港湾である。3つの多目

的岸壁があり、その長さは375ｍ、水深は7.5ｍおよび10ｍ

である。

ペトロパブロフスク･カムチャツキー港

　大陸からカムチャッカ半島への物資輸送上の主要港湾で

ある。1,051ｍの一般貨物･コンテナ専用岸壁のほかには、

木材ターミナルおよび石炭ターミナル（395ｍ）があり、水

深は9.2～10.5ｍである。

　全体をまとめると、1990年の10年間で極東港湾の貨物取

扱は3分の2から3分の1まで減少し、現在、能力上約2,500万

トンの余裕がある。極東港湾および極東輸送システムの将

来はアジア太平洋地域諸国の輸送体系にうまく統合できる

のかどうかにかかっている。

（2）ルクシャ・ロシア連邦運輸省第一次官

　輸送分野における政府の課題について語った。

　1990年代に入ってウクライナ、バルト3国などが独立し、

ロシアが利用できる港湾は西のサンクトペテルブルグ、黒

海のノボロシイスクおよび極東港湾に限られることとなっ

た。なかでも、アジア諸国との貿易が非常に活発化してい

ることから、ロシア全体にとっては極東の港湾が非常に重

要なものとなっている。現在、ロシアの貿易では輸出が輸

入を大きく上回っており、輸出のための港湾能力を拡充し

なければならない。輸出貨物はほとんど製品ではなく石

油、石炭などの天然資源であるため、これら貨物の専用

ターミナルの拡大や新設が大きな課題である。また、極東

の場合はローカルの貨物が少ないので、輸出入貨物のほか

にトランジット貨物の誘致を積極的に行い、アジア・ヨー

ロッパ間トランジット輸送が極東にもたらすメリットを利

用しなければならない。ハードの面から見ると、最近大型

造船の技術が非常に進んでおり、多くの港湾は水深が不十

分であり、新しい船を取扱えなくなっている。港湾の現状

を評価し、必要な措置を提言するのは、極東海洋研究所の

大きな仕事である。また、課題として輸送専門家の育成が

あり、大学や専門学校での教育のレベルアップに力を入れ

る必要がある。

　輸出入貨物およびトランジット貨物は大きな役割を果た

しているが、国の輸送政策･戦略を考えるときには国内の

貨物および港湾･船舶だけではなく交通インフラ全体の開

発を考えなければならない。西ロシアと比べると、鉄道や

道路を含む極東内のインフラ開発のレベルは低い。最近、

中小企業が多くなり、小口貨物を運びたいという要望があ

るが、インフラはこれに対応できておらず大きな問題であ

る。更にマガダン、チュコトカ、カムチャッカなどの北方

地方への貨物輸送も大事であり、その輸送の改善を考える

必要がある。上述のように、ソ連時代と比較してトラン

ジット貨物の量が非常に減っているが、その理由の一つと
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してサービスの悪化があげられる。サービスのレベルを上

げるとともに、国境通過手続きのようなソフト面では国際

基準に基づく整備をしなければならない。ソフト面の整備

は地方レベルでできることは限られているので、中央政

府、すなわち運輸省および鉄道省の大きな仕事となる。

（3）��������	
�����������

　はじめに北東アジア全体の現状・見通しおよびその輸送

分野における最近の動きについて話した。

　北東アジアは広い意味で日本、韓国、中国、ロシア、モ

ンゴルが入り、狭い意味で極東ロシアおよび中国の東北三

省だけを含む大きな地域である。世界経済における割合

は、人口で約27％、面積で21％、GNPで20.4％であり、世

界の5分の1を占めており、ロシア全体ではなくその極東だ

けを計算に入れても6分の1となる。今後10年間で大きな成

長を示し、世界GDPにおける割合は24％にまで増加するだ

ろう。この地域の貿易の年間成長率は7％以上、コンテナ

の取扱量は年間で約15％の伸びとなると見込まれている。

また、旅行者の数にも著しい増加が予測されている。この

数年間の北東アジアにおける動きについて述べると、二カ

国間および多国間の国際協力やインフラへの投資活動がか

なり活発化してきた。具体的な例をあげると、中国・日本・

韓国間でインフラ開発に関する共同研究、ロシア・中国・

モンゴル間でのトランジット貨物についての協議、米国・

中国・ロシアの間の「東西回廊」プロジェクトに関する話

合いである。二カ国間ベースでは、米国と韓国の間での航

空自由化を目指すオープンスカイ協定についての交渉や北

朝鮮と韓国間の鉄道を結ぶ話などがある。ロシアと中国は

国境通関についての協定に既に調印している。実現したも

のとしては、秋田～ポシェット、新潟～羅津、上海～ボス

トーチヌイ間を結ぶ海上航路の開設がある。

　次に、地域交通開発へのロシアの役割について述べた。

　極東ロシアはその地理的な位置が非常に有利であり、国

際輸送に積極的に参加できれば、ロシアだけでなく周辺諸

国にとっても大きなメリットがあると思われる。しかし、

現在のロシアは経済事情が良くないし、国内インフラが不

十分なため、今後国内インフラの国際競争力を高めること

が重要である。まず、ハード面における措置、即ち施設の

近代化が必要だろう。ソフト面では、法律、通関手続き、

運賃などを改善しなければならない。このソフト面では最

近ロシア政府はかなり積極的となってきた。輸送業者によ

ると、法律は改善され、手続きが簡素化された由。しかし、

全体としては不十分であり競合ルートより安い運賃を提供

しないと、貨物を誘致できず国際輸送システムにうまく統

合できないであろう。このためには、沿海地方政府や連邦

政府による努力だけでは不足し、より広い国際協力が必要

だと思われる。

（4）��������������（次頁に詳細を記す）

（5）筧隆夫国土交通省北陸地方整備局次長

　近年、日本海側の県においては国際交流が著しく拡大し

てきたことを強調し、2000年12月に運輸省第一港湾建設局

（現在、北陸地方整備局）が発表した日本海交流ビジョン

を紹介した。

　このビジョンは、①国際的ネットワークを形成するた

め、港、空港の機能を強化する、②人を呼び込むため海岸

地域を開発し、生き返らせると共に災害への備えや環境保

全を通して安全化を推進する、③北陸とアジア諸国間を鑑

み、交流のほとんどが2010年までに地元の港を通して直接

に行われるようにするという3つの目標を揚げており、将

来は北アメリカやヨーロッパとのさらなる交流の実現に向

けて所要の対応を図るとしている。具体的な推進目標は、

大量の物流センターと護岸堤を備えたハイレベルのコンテ

ナターミナルの開発、ハイウエイを備えた空港間・港間の

接続の強化、航空便のキャパシテイーを増やし、空港まで

のアクセスをよくすることである。また、この地をより魅

力活気のあるものにするため、都市開発に連動して、港湾

再開発を推進すること、特に夏季の日本海のクルージング

を奨励すること、日本海の重油汚染などのリスクに十分備

えることが重要である。極東アジア地域とのよりよい関係

を前提にこの地域の活性化への取り組みや国際協力態勢を

進めたいと考えており、極東海運研究所などとの共同研究

やこの地域の物流基地調査を引き続き推進していく所存で

ある。

　今回の会議の意義としては次の事項を挙げられる。

　日本側にとって画期的であったことは、国土交通省の現

役幹部が公的資格で参加したことである。従来、府県行政

体レベルではこのようなロシアとの交流は頻繁に行われて

いたが、国レベルの交流は極めて限定されていた。今回の

筧北陸地方整備局次長の訪ロは、国レベルでの対ロ関係が

非常に重要であり、そのための具体的行動を取る段階に

入ったことを日本政府が示したものである。

　また、モスクワから運輸次官が参加したことも日本側に

とっては大きな意味があった。運輸次官はロシアにおける

東西交通の重要性と沿海地方港湾の意義を講演したが、こ

れは我々の従来からのロシア国際交通に関する見方とほぼ

一致し、ロシア交通関係者の認識が決して独善的でなく、
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時代潮流を正確に捉えていることを対外的に示したといえ

る。

　会議には沿海地方の海事関係者の多くの要人が参加し

た。また、会場は、ウラジオストク港の近傍海域を周遊す

るクルーザーの中であった。ウラジオストク港の隅から隅

までを外国人に見せることを、多くの要人が喜んで行うと

いうことは、冷戦時代には想像だにできなかった。ロシア

がいかに真剣に平和と繁栄の方向に軌道修正し、それをい

かに多くの人が支持し喜んでいるかを示す一端であろう。

日本に対する発信として非常に高く評価できる。
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　ここ数カ月間に、私はハバロフスクで開かれた官民合同

日ロ極東経済会議（4月24-25日）、モスクワにおける第1回

日ロフォーラム（5月29-30日）に参加した。また今井ミッ

シヨン・極東グループでウラジオストク、ハバロフスク、

イルクーツク、モスクワ（6月2-8日）を訪問した。

日ロ極東経済会議

　官民合同日ロ極東経済会議では、1997年以来進めてきた

インフラプロジェクトのまとめが行われ、ハバロフスク、

サハ（ヤクート）、カムチャッカのガスパイプラインなどの

F/S実施に1億円の無償資金を供与するという政府決定が

発表された。

　このF/Sが完了すると、これまでに終了していたザルビ

ノ港改修プロジェクトとブレヤ水力発電所プロジェクトを

含め、政府が関与し、F/Sを実施したプロジェクトは5つと

なる。その次のステップとして、成熟度が高いプロジェク

トから実現段階、すなわち基本協定の締結、資金調達の段

階へ入っていくことになる。

　また、この会議では中小型プロジェクトを実現するため

のツーステップローンのメカニズム構築についても双方の

共通の理解ができた。

　この会議は、ロ日極東経済委員会の議長であるファルフ

トジノフ・サハリン知事のイニシアチブで行われるべきと

ころ、実際はイシャーエフ・ハバロフスク知事・国家評議

会幹部会員が主催者となった。日本側は、外務省森敏光欧

州局審議官と日ロ経済委員会吉田極東部会長が共同議長を

務めた。イシャーエフ知事は、会議の積極的な参加者で

あったばかりではなく、見学先を含め細かい配慮をし、会

議を成功させた。

　この会議では双方が力をあわせ、F/Sを早期に実現さ

せ、大型プロジェクトを「極東ザバイカル経済・社会発展

長期プログラム」（改訂版）に含めること、ツーステップ

ローンを実現させる条件を作ることが合意された。

第1回日ロフォーラム

　このフォーラムは、河野・イワノフ両外務大臣によって

2月に合意され、実行された。

　フォーラムにはロシア側からグレフ経済発展貿易相、日

本側から有馬龍夫政府代表を団長とする両代表団が出席し

た。イリーナ・ハカマダ議員、シュヴィドコイ文化大臣、

磯村尚徳パリ日本館長など有名人も参加し、そのレベルは

かなり高かった。このフォーラムは、地政学的優位を生か

した国際政治舞台での協力、経済協力、文化交流の拡大、

平和条約の締結などこれまでにない広範囲の諸問題が取り

あげられた。

　フォーラムは、2000年年末までに平和条約を結ぶために

努力するという政治突出の段階から、今井ミッシヨン訪ロ

という経済協力の段階へ移行する際の深い溝を埋める役割

を果した。

　このフォーラムで、わたしは日ロ間の経済協力の長期展

望について発言した。それは、極東・シベリアのエネル

ギー開発についてである。アジア、とくに中国、韓国、将

来の朝鮮民主主義人民共和国の石油・天然ガスの需要増大

に応えられるのはロシアだけである。

　具体的には、①現在進められているサハリン大陸棚の開

発、それに続くアムール河口、マガダン・カムチャッカ大

陸棚の石油・ガス開発、②コビクタ・ガス田の開発、③エ

リガ炭田の開発である。

今井ミッシヨン　

　その後私は、今井ミッシヨン・極東グループにウラジオ

ストクで合流し、ハバロフスク、イルクーツク、モスクワ

を訪問した。

　今井ミッシヨンの意義は、どこにあったのだろうか。

①　ミッシヨンは、サンクトペテルブルグ、ノブゴロド訪

問のヨーロッパグループ、ノボシビルスクを訪問した科

学・技術グループと極東グループに分かれ、最後に250名

がモスクワに集結した。代表団は各地でロシアの現実生

活に触れ、ロシアの社会・経済の変化を認識した。とく

に輸出商品の生産企業、輸入代替品の生産活動が活発化

している現場を見ることができた。

②　下院で関係委員会副委員長との半日にわたるディス

カッシヨンは、議員、政府、大統領間の関係が改善され

ており、多くの重要法案が議会を通過していることを知

り、ロシアの改革が良い方向に向かっているとの認識を

深めた。

③　出発を前にロシアとの関係がある企業のアンケートを

取り、それをプーチン大統領との会見で披露した。昨年

9月のアンケートと比較すると、政治・経済の安定、投資

環境の改善など前進した部分が多かった。これは大統領
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 日ロ経済関係の新しい歴史的段階を迎えて
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との対話の継続性を維持する上で、有効だった。

④　大型案件（極東のインフラプロジェクト）の実施と並

んで中小案件の促進のため、ツーステップローンの活用

が強調された。

⑤　新しい提案として、ロシアへの日本の投資を促進し、

双方間の紛争を解決するため、日ロ投資促進機構を設立

する提案を行い、プーチン大統領の賛成を得た。

　以上のように肯定的な要素が多かったが、問題もあっ

た。

　最大の懸案は、日本国際協力銀行の融資に対するロシア

政府の国家保証付与の問題である。

　フリステンコ副首相は、団員一同との懇談会にて「カマ

ズ自動車工場用エンジン・プロジェクトとヤロスラブリの

製油所プロジェクトについては、国家保証の適用が認めら

れたが、今後のプロジェクトには、関係銀行、民間企業の

保証を適用してほしいと発言した。

　この発言は、ヨーロッパに見られる一般的な商業案件と

極東のインフラプロジェクトを同一次元においた原則論の

展開である。世界銀行やIMFの資金には国家保証を出し、

国際協力銀行には出せないというのも非論理的である。

　今後は極東の特殊性を生かし、「極東・ザバイカル社会・

経済長期発展プログラム」の中にこれらのプロジェクトを

入れ、一括して国家の支持、保証と融資を受け入れられる

ようなメカニズムを作る必要性がある。

　また商業性のあるプロジェクトについては、「ブルー・ス

トリーム注」プロジェクトのような融資形態を創出していく

べきだろう。

　

最後に

　この期間に平和条約交渉では、二島先行論と四島返還論

が対立したような様相を示したが、それも小泉内閣の誕生

で一段落した。

　今こそ対ロ長期戦略の立案が重要である。その中で特に

経済協力と平和条約締結の相互関連を明らかにしていく必

要がある。これまでは、二つの相互補完論よりも対立論が

目立った。それは情勢の変化にあわせ修正していくべきだ

ろう。
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　中国東北地方と日本の経済協力促進を協議する「日中東

北経済会議」が2001年5月17～18日、吉林省長春市で開かれ

た。中国東北地方（遼寧省・吉林省・黒龍江省・内モンゴ

ル自治区）の各地方政府および企業関係者、ならびに日本

の企業・地方自治体・団体等の日中関係者が一堂に会する

画期的な会議として昨年6月、第1回が遼寧省瀋陽市で行わ

れ、今回は第2回目の開催。「面」対「面」の協議を通じて、

実際の経済協力を生み出すための実践的な成果を目指し

た。

　主催者によれば、日本から77名、中国から70余名、総勢

約150名が参加。日本側参加者の内訳は、70％が企業・銀

行、30％が地方自治体・諸団体のメンバーであり、また70％

が日本国内、30％が中国内各地駐在の日本企業、地方自治

体、諸団体のメンバーだった。

　開催地・吉林省にふさわしいテーマ、時宜を得たテーマ

に対し、報告内容は示唆に富むものが多く、討議も活発に

繰り広げられた。事務局の周到な準備とともに、会議に臨

む日中双方参加者の、机上に留まらない積極的な姿勢が印

象的だった。実際、いくつかの論点や提案は、会議終了後

も場所を移して日中関係者同士で話し合われ、確認され、

あるいは実務的なステップへと進められ、スピードの早い

中国経済発展の一端を窺わせるようであった。

　以下、会議の概要、筆者が参加しえた時間帯の中で注目

された発言や提言、総括と今後の方向を記す。

会議の概要

［開催経過］

第1回　2000年6月21～22日（遼寧省瀋陽市）1

第2回　2001年5月17～18日（吉林省長春市）

第3回　2002年　黒龍江省ハルビン市で開催予定

［2001年日中経済協力会議－於吉林］

主催　（中国側）吉林省人民政府

　　　（日本側）日中東北開発協会

共催　（中国側）遼寧省人民政府、黒龍江省人民政府、内

モンゴル自治区人民政府

　　　（日本側）（社）経済団体連合会、（財）日中経済協

会、日本国際貿易促進協会、

　　　　　　　　日中投資促進機構、日中科学・産業技術

交流機構

後援　（中国側）国家発展計画委員会、対外貿易経済合作

部、中国駐日本国大使館

　　　（日本側）経済産業省、瀋陽総領事館、日本貿易振

興会、（財）環日本海経済研究所、青森県、

岩手県、宮城県、秋田県、山形県、神奈

川県、新潟県、富山県、長野県、鳥取県、

島根県

会場　南湖賓館国際会議場

次第　開会挨拶　洪　　虎（吉林省長）

　　　　　　　　古賀憲介（日中東北開発協会会長）

　　　　　　　　岡崎　清（駐瀋陽総領事）

概況報告

今後の日中協力に関する提案

第1セッション

（司会）吉田　進（日商岩井㈱顧問）

　　　　郭　紹�（吉林省外事弁公室主任）

「図們江地区経済開発の現状と展望」

「農産物流通の現状と改革」

「都市間交流の促進」

第2セッション

（司会）伊藤征一（日本化学工業協会常務理事・

　　　　　　　　　財経部長）

　　　　郭　紹�（吉林省外事弁公室主任）

「IT産業の発展と現状・IT技術の活用と展望」

「ハイテク産業の発展と協力」

会議総括

閉会挨拶　魏　敏学（吉林省副省長）

　　　　　　　　古賀憲介（日中東北開発協会会長）

※会議終了後、個別商談会、都市間交流懇談会、IT活用懇

談会、図們江地域物流懇談会が開催された。

注目された発言・提案

　概況報告は、聞国志・吉林省発展計画委員会副主任、楊

志新・遼寧省人民政府副秘書長、于沙燕・黒龍江省発展計

画委員会副主任、安莉・長春市副市長、金碩仁・延辺朝鮮

族自治州副州長、八木正・一汽光洋転向装置有限公司技術

部長が行い、この中で八木技術部長は、現地進出日系企業

�����������	�
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2001年日中経済協力会議－於吉林報告
ERINA経済交流部　部長代理　中村俊彦
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1  詳細は、ERINA REPORT Vol.35（2000年8月）中村俊彦：「2000年日中経済協力会議」参照。
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としての経験を報告した。同社は96年末、光洋精工㈱・伊

藤忠商事㈱・第一汽車集団（自動車産業では中国第1位）3

社の合弁企業として設立され、パワーステアリングを一汽

集団、一汽大衆（フォルクスワーゲンとの合弁）に供給し

ている。いくつかの問題点として、①中国のWTO加盟を

目前に控え、ユーザーからの厳しいコストダウン要求があ

る現在、部品の国産化を進めているが、品質を確保するの

に難しい状態であること、②物流面ではジャスト・イン・

タイムの考え方がほとんどなく、在庫が工場内に山積みさ

れた状態になっていること、③スタッフと現場労働者の身

分の差が区別されており、スタッフは現場経験がなく、現

場労働者は積極性に欠けることなどを挙げた。

　李樹・吉林省経済貿易委員会主任、岩崎篤意・日中東北

開発協会理事長による今後の日中協力に関する提案におい

て、岩崎理事長は、同協会と中国東北各地との基本的な情

報交換を中心とするネットワークづくりの検討を開始する

ことを提案した。ODAが従来のように一定期間の総額表

示ではなく、具体的なプロジェクトに対して付与する方式

に変更され、中国側でも円借款の元利償還責任が中央から

地方に移されることに伴い、プロジェクトの選定に地方の

意向が尊重されるようになる。こうした背景から同理事長

は、意義あるODAを実行するためには、地域ごとに実際の

現場の状況にもとづく検討が必要であり、東北地方と日本

との継続的な協力関係が果たすべき役割が大きいことを強

調した。

　第1セッションの「図們江地区経済開発の現状と展望」で

は、戴錫尭・吉林省図們江地区開発弁公室主任、三橋郁雄・

国際臨海開発研究センター調査役が報告。内容について

は、既報のERINA REPORTやERINA BUSINESS NEWS

などに詳しく載っているので、参考されたい2。討議の中

で、韓国から唯一参加した東龍海運㈱・朴鐘圭会長は、ソ

フト面で足りないロシア・ハサンルート、ハード面で足り

ない北朝鮮・羅津ルートの現状を対象的に訴え、いっそう

の協力を求めた。

　「農産物流通の現状と改革」では、楊紹明・吉林省農業

委員会主任、普川光男・日清製油㈱特別顧問が報告した。

楊主任は、アメリカの農場経営者の70％以上がネットワー

ク情報を利用して農産物市場の把握、売買を行っているこ

とを例に、中日農畜産物情報交流センター（データベース）

の開設を提案。省内の情報サービスネットワークにより農

畜産品生産、流通を指導し、吉林省ブランドを広範にPRす

るとともに、日中双方の情報共有、農業発展に資するもの

とした。一方、普川特別顧問は、大豆・トウモロコシの供

給面でアメリカが世界をリードする競争力の源泉が、バル

ク物流と品質管理システムにあることを指摘。日本の食品

ユーザーが遺伝子組換え作物（GMO）品種のない生産国に

供給拠点を変えつつある現状を背景に、日中の取引拡大に

は、商品の差別化と物流・品質管理体制の改善が何よりも

効果を発揮するのではないかと提案した。さらにその後の

討議では、数十万トンに及ぶ輸入契約キャンセル以降、大

規模な取引がおこなわれていないトウモロコシについて、

第5次日中長期貿易協定（2001-2006）への組み入れを視野

に、真剣な意見交換が行われた。

　「都市間交流の促進」では、賈鴻波・吉林省対外貿易経

済合作庁副庁長の報告に続き、筆者自ら、毎年開催する日

中経済協力会議に地域協力分科会を常設することを提案し

た。国際協力のアクターが地域・自治体など多面的に変化

しつつあることを背景に、地域同士の持続的な協議を通じ

て有意義な事業が遂行できることを目的としたもので、具

体的な事例として、吉林省から羅津を経由する航路活用と

稲ワラの輸出を促進するため、延辺地区に蒸熱処理施設の

設置を働きかけることなどを挙げた。討議において、国際

協力銀行北京駐在員事務所・玉置知巳首席駐在員は、円借

款のリストアップに中国側のプライオリティが高くなって

いること、ジェトロ大連事務所・薮内正樹所長は東北地方

における中小企業の役割の重要性を指摘した。

　第2セッションの「IT産業の発展と現状・IT技術の活用

と展望」では、王延慶・吉林省情報産業庁庁長と片岡雅

憲・㈱日立i.e.ネットサービスグループ長＆CEOが、「ハイ

テク産業の発展と協力」では、曲逸緒・吉林省科学技術庁

庁長と永池克明・㈱東芝国際関係部参与が報告した。この

中で永池参与は、非製造業であるITサービス産業などはそ

れだけで存立するのではなく、既存のハードウエア産業と

結合することによって存立しうる部分が多いこと、中国は

ハードに関する基盤技術をさらに強化し、ソフト産業との

バランスを取っていくことが肝要と指摘。特に東北地区に

ついて、珠江デルタの組立加工産業を中心とした「華南経

済圏」、長江デルタの量産ハイテク産業を中心とした「華東

経済圏」と並ぶ、重化学工業を中心とした「華北経済圏」

の鼎立と相互補完関係の構築、その上に北京地域のソフト

ウエア研究開発圏を持ってくるという地域経済圏の構築も

一つの方向ではないかとの考えを示した。

��������������������������������������������������������������������
2 ERINA REPORT Vol.40（2001年6月）Zhang Donghui: "The Progress and Function of the Tumen River Area Development Program in the 

Northeast Asian Regional Economy"、ERINA BUSINESS NEWS Vol.25（2001年5月）中村俊彦：「図們江地区2000-2001動向」、「セミナー報告」（三

橋郁雄：平成12年度第8回賛助会セミナー「北東アジアの国際物流基盤報告会」）。
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総括と今後の方向

　中国側の総括は王葆光・吉林省対外貿易経済合作庁庁長

によってなされ、①貿易増強、②重点産業への投資促進、

③無償援助の継続、④関係機関・企業の出先事務所設置を

歓迎、⑤文化交流の強化、⑥金融・保険等サービス分野へ

の進出奨励、⑦都市間交流（教育、研修等）の促進を強調

した。

　日本側は児玉洋二・山九㈱代表取締役副社長が総括し、

持続的な協議により成果を積み重ねていくため、①地域協

力分科会の設置、②情報ネットワークの構築と個別プロ

ジェクトのデータベース化を提案した。地域協力分科会の

設置は、課題の対象の絞り込みと共有化、持続的な検討と

具体的な成果を可能にするものとして、また情報ネット

ワークにおけるデータベース化は、吉林省農業委員会・楊

主任から提案された日中農畜産物情報ネットワークを当面

の具体的対象として、ともに中国へのODA方式に積極的

な対応ができるものと期待感を表明した。

　会議の冒頭、岡崎清・駐瀋陽総領事は開会挨拶において、

各地の再就職センターの設置などを例に草の根無償資金協

力の継続実施を表明した。地域に密着した案件に対して、

きめ細かな協力が実践されている。こうした例も参考とし

ながら、ERINAは地域協力分科会設置の提案者として、中

国東北地方との交流に携わる自治体、企業・経済団体、シ

ンクタンク等との連携のなか、日中経済協力・地域協力の

促進にいっそうの役割を果たしていきたいと考えている。

�����������	�
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会議風景 洪虎　吉林省長
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　北東アジアの地域協力が謳われて久しいが、実効ある協

力の枠組みは未だ見えてきていない。一方で、東南アジア

にはASEANがあり、アジアを包含する地域協力組織とし

てAPECがある。APECは1989年の発足以来拡大を続け、

2001年現在、アジア、オセアニア、北米、南米の太平洋に

面する21カ国（経済）が加盟するまでになった1。今年は上

海で首脳会議が開催される。それに先立ち、ホスト国中国

では、APEC関連の様々は会議が各地で開催されており、

国を挙げてAPEC開催地として盛り上がっている。日本で

は一頃のAPECブームは去り大きな期待は薄れたようだ

が、首脳会議が開催される今秋には再びその意義と成果が

評価されることになるのではないか。

　APECと北東アジアの関係はどうあるべきなのか。北東

アジアの地域協力はAPECの経験から何を学ぶべきか。こ

のような漠然とした問題意識を持ち、今年5月に天津で開

催されたAPEC関連の学術的会議（APEC Study Center 

Consortium Conference）に参加し、さらに、北京・上海

で中国の専門家と意見を交換する機会を得た。

����の目指すもの

　先ずAPECの性格と方向性を振り返ってみよう2。

　APECは原則として国家ないしは独立経済単位の集まり

である。香港と台湾は独立経済として加盟している。一国

の一部や地方自治体が加盟した例は無い。マリオ・アルタ

ザ事務局長によると、APECの加盟国認定に当たっては3

つの条件があるという。先ず第1に、経済規模がある程度

の水準にあり、近隣諸国との経済関係が重要であること。

第2に、APECの目指す自由貿易への貢献度が問われる。

そして第3に太平洋に面しているという地理的条件が課さ

れる。この３番目の条件ゆえにアジアではモンゴル、カン

ボジア、ラオス、南米ではボリビア、パラグァイ、アルゼ

ンチンといった国々は参加資格がない。僅か15ｋｍのとこ

ろで海に面していない吉林省の事情を思い起こすと、直接

太平洋に面していることにどれほどの意味があるのか疑問

である。事務局長によると、将来加盟が考えられるのは、

マカオ、北朝鮮、エクアドル、コロンビア、パナマなどと

のことである。

　APECの目的は、アジア太平洋地域の持続可能な発展の

達成のために、貿易･投資の自由化・円滑化（TILF: Trade 

and Investment Liberalization and Facilitation）と経済・

技術協力（�����������	�
���	������	���������������）

を推進して行こうというものである。

TILFとECOTECHがAPEC活動の2本の柱と言われてい

る。

　組織の特徴としては、先ず、WTOなどとは対極的に、条

約や協定といった法的拘束力を持たず、交渉機関でもない

ことがあげられる。貿易・投資の自由化が「協調的・自主

的」に進められることを目指している。

　目標として「開かれた地域協力」を標榜しており、APEC

で達成された自由化の成果はAPEC域外国にも適用され

る。EUやNAFUTA等の地域経済協定などにみられる閉

鎖的な貿易ブロック形成とは異なる。

　また、APECでは援助国・被援助国という構図を乗り越

えて、各メンバーが対等なパートナーとして自主的に国際

協力を推進している。そのため、ODAのようなものは無

く、資金不足が指摘されており、APEC Fundの創設を唱え

る人もいる。シンガポールにあるAPEC事務局の年間予算

はUS$3.3�������で、そのうちのUS$2�������が�������に

使われている。

　APECの組織は多岐にわたる。多くの政府間会議や作業

部会が設けられ、宣言文などが次々と発表され、それぞれ

に冠された英語の略称が余りにも多いために略語集が作成

されているほどである。年1回開催される首脳会議、閣僚

会議の他に、高級事務レベル会合（SOM）が年に数回開催

されている。さらに、実務レベルの機関として、経済技術

協力（ECOTECH）小委員会、貿易・投資委員会（CTI）、

財務管理委員会、経済委員会、11の作業部会が設置されて

いる3 。これらの政府レベル協力機関のほかに、民間部門

の組織としてAPECビジネス諮問委員会（ABAC）が活動

している。これらの活動を統括する為に先に述べた事務局

����と北東アジアの接点を求めて
ERINA調査研究部主任研究員　辻久子

��������������������������������������������������������������������
1  2001年現在の加盟国（経済）は、アジアから日本、中国、韓国、チャイニーズ・タイペイ（台湾）、香港、フィリピン、マレーシア、タイ、シンガ

ポール、インドネシア、ブルネイ、ベトナム、オセアニアからオーストラリアとニュージーランド、北米からカナダ、アメリカ、メキシコ、南米か

らペルー、チリ、それにロシアとなっている。
2  APECの基礎資料としては外務省のホームページが手短にまとめている。www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/apec/kiso.html
3  2001年現在の作業部会は、貿易促進、産業技術、人材養成、エネルギー、海洋資源保全、電気通信、運輸、観光、漁業、農業技術協力、中小企業

の11の分野である。
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がシンガポールに設置されている。

����の成果と評価

　活動の２本柱の一つであるTILFでは幾つかの成果がみ

られた。1994年インドネシア会合において「ボゴール宣言」

が採択され、2020年（先進経済は2010年）までに域内にお

ける自由で開かれた貿易・投資目標を達成し、開発協力を

促進するという長期的目標が掲げられた。95年大阪会合に

おいては、ボゴール宣言が掲げた長期的目標に至る道筋を

示す「大阪行動指針」が採択された。96年マニラ会合にお

いては、当時の全メンバーが貿易自由化・円滑化の為の具

体的な行動を示した「個別行動計画」を提出、「共同行動

計画」とともに「APECマニラ行動計画96」として採択さ

れた。97年バンクーバー会合では、早期自主的自由化分野

として15分野が特定された4。しかし、98年クアラルンプー

ル会合では、早期自主的分野別自由化の優先9分野の関税

措置についてはWTOの場にゆだねることになった。

APECはWTO新ラウンド立ち上げに前向きである。

　もう一つの柱であるECOTECHは歴史が浅く目立った

成果は上がっていない。事務局は意欲的に途上国対象に

300のプロジェクトを立ち上げている。主な分野は人間開

発・人材育成、金融システムの強化・改善、経済インフラ

整備、技術予測、感染症対策、環境保全、中小企業育成な

どである。環境問題では、環境技術教育、稀少生物の保存、

生物分解性プラスチックの開発、再生可能エネルギーの推

進、海洋汚染など幅広い分野で成果を目指している。

　APECの2001年のテーマは「新世紀の新たなる挑戦：共

通の繁栄を達成する為の協力」とされ、重点目標として、

①グローバル化とIT化の便益を広く享受する、②貿易･投

資を進める、③持続可能な経済成長を推進することが謳わ

れている。全般的に、ニューエコノミー（IT化）、環境問

題と人材養成に重きが行われている。

　さて、このようなAPECの活動はどのように評価されて

いるのだろうか。私たちは中国国内の幾つかの大学・研究

所を訪問して専門家の意見を交換したのだが、今年の

APEC開催国として盛り上がっているのとは対照的に評価

は冷めたものだった。先ずTILFについては、APECの非

制度的自発的貿易自由化運動には、拘束力が無いゆえ実効

性に限界があると考えられている。特に、現在、中国が加

盟のために多大な関心を払っているWTOに比べると影響

力が少ないと見られている。WTOとAPECの関係の確認

も求められている。さらに、実効性の無いAPECよりも、

近年世界的に広まっているFTAの方が経済にプラスでは

ないかと考える向きもある。APECのメンバーの中でも

NAFTAが拡大を目指しており、ASEANも進化を続けて

いる。中国としては日中韓FTAや、ASEANを含めた10+3

を目指すべきではないかと考える人もいる。

　一方、ECOTECHに関しては期待が寄せられているが、

限られた財源でいったいどの程度できるか不安を感じてい

る。

北東アジア経済協力の方向性と����

　APECと北東アジアの接点を考える上で重要なのは、北

東アジアとは何かということである。北東アジアの概念は

まだ確定したものにはなっていない。先日、エネルギーに

関するワークショップに参加したアメリカの研究者は、ア

メリカには北東アジアという概念は無いと述べていた。北

東アジアに含まれる地域として朝鮮半島、ロシア極東、モ

ンゴル、日本、が入ることに関してはほぼ異論は無いが、

中国のどこまでが含まれるかということについては様々な

見解がある。吉林省の専門家は東北三省だけが含まれると

言い、北京の専門家は長江以北まで入ると言う。今回訪問

した上海国際問題研究所の専門家は上海や台湾まで入ると

考えている。どれが正しくてどれが間違っているというわ

けではない。話の目的によって自ずと範囲は決まってしま

う性格のものである。

　APECの土俵で登場する北東アジアは、多分最も広義の

国単位のものとなろう。APECそのものが国単位で加盟す

るものである上に、そこで取り上げられる貿易・投資の問

題はWTOなどと同じように国単位で話し合われる性格の

ものである。

　APECのサブリジョンとしての北東アジアを考えたらい

いという意見もある。その場合、モンゴルや北朝鮮が

APECに含まれないという問題にぶつかる。そのような問

題の解消策として、APECと離れて、モンゴルや北朝鮮を

含めた北東アジア経済協力の場を設定することは可能であ

ろう。その場合、その枠組みはAPECを補完するものにな

り、その中で貿易・投資問題の議論に進めていくこともで

きよう。さらにAPECの各種作業部会に相当するミニ部会

を設けることもできよう。但し、モンゴル経済の規模が非

常に小さく、北朝鮮が経済の自由化を進めるに至ってない

状況下で、新たにこの2カ国を加えることにどの程度の意

義があるかは議論の余地があろう。

　一方で、従来最も活発にフォーラムやキャンペーン、会
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4  優先9分野：環境危機･サービス、エネルギー、水産物、玩具、林産物、貴金属･宝石、医療機器、化学品、電子通信端末機器認証手続き、残り6分

野：油糧種子、食品、天然･合成ゴム、肥料、自動車、民間航空機
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議が行われてきたのは最も狭義の北東アジア、即ち、中国

では東北三省のみを対象とする考えである。そこで対象と

なっている問題は、インフラ整備、環境問題といった狭い

地域に固有の開発に関連した問題であって、参加者も主に

地方の代表である。APECが中央政府の代表により、国単

位の貿易・投資の自由化論議をしているのとは視点が全く

異なる。従って、狭い地域の開発を中心とした議論をする

限り、北東アジアとAPECの接点は見出すのは難しい。も

し唯一接点を見出すとすれば、APECの中に設けられた

数々の作業部会やECOTECHプロジェクトの活用であろ

う。例えば、エネルギー、運輸といった部門に北東アジア

の加盟国代表が参加して意見の交換をすることができよ

う。悪名高いロシアの国境通過手続き問題の解決に資する

ことになるかもしれない。しかしモンゴル、北朝鮮は蚊帳

の外であることに変わりはない。

����から何を学ぶか

　最後に北東アジアの経済協力を進めていく上でヒントを

探したい。　

　APECがTILF・ECOTECHのどちらの面でもたいした成

果が上がっていないのは明らかである。貿易・投資の問題

では自発的行動を待っていたのではなかなか足並みが揃わ

ないものである。WTOのような制度的機関に役割を譲る

状況になっている。その点では、中国のWTO加盟が近づ

いているのは一歩前進である。次はロシアのWTO加盟を

後押しする必要がある。北東アジアにおいても貿易に関す

る協定は拘束力を持つものにすべきであろう。昨今、日韓

自由貿易協定や、10+3といった議論がされているが、今

後、積極的に模索していくべきだと思う。さらに、域外諸

国との二国間FTAも時代の趨勢ではないだろうか。

　ある中国の学者はECOTECHプロジェクトを進めてい

く上で資金が不足している為に、APEC Fundを作るべき

だと提言している。様々なことをやろうとすると多額の資

金を要するのは目に見えている。そこでプライオリティー

の高いプロジェクトを厳選し、実現のためにできるだけ多

くの資金を集めてくるという努力が必要になる。北東アジ

アの場合にはAPEC以上にこの問題は深刻となろう。国際

金融機関の協力を得て進めていくべきではないだろうか。
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　前号に続いて、北東アジア関連のホームページを掲載しました。今回はより実用的で、テーマを絞った

サイトを集めましたので、読者の皆様のお役に立てるものばかりだと思います。是非、一度アクセスして

みてください。
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黒龍江信息港【中/英】（http://www.hl.cninfo.net/）

中国語の｢信息｣は「情報」を意味する言葉である。「信息港」という名前の通り、
このサイトは黒龍江省に関する様々な情報を提供する有力サイトである。黒龍
江省及び省内各都市のニュース、天気情報、旅行情報に加え、省政府及び省内各
都市政府、企業などのサイトへのリンク集も充実している。また分野別のビジ
ネス情報も取り揃えている。例えば、「食糧市場」をクリックすると黒龍江省の
最新の食糧関連企業の動向や主な穀物の市場平均価格などを把握することがで
きる。さらに、中国語表示・入力環境が整っていれば、ニュース検索機能の利用
をお薦めしたい。キーワード入力で人民日報、黒龍江日報をはじめ、大慶日報や
牡丹江日報といった各都市の新聞やその他専門紙から広く情報を検索できる。
必見！

在日本朝鮮人総聯合会【日/朝】（http://www.chongryon.com/）

朝鮮総連のホームページ。これまでもいくつかの傘下団体のホームページは公
開されていたが、総連本体のホームページはこの５月になって開設された。朝
鮮総連の歴史、組織紹介のほか、地方組織や傘下団体の一覧とリンク集がある。
また、金正日労働党総書記の略歴や著作の紹介、逸話集などがあり、北朝鮮の
人々にとっての金正日氏がどのような存在であるかを垣間見ることができる。

北海道庁国際課ロシア室【日】（http://www.pref.hokkaido.jp/soumu/sm-tksai/russia/index.html）

　北海道が官民を挙げてロシアとの交流に積極的なのは周知のことであるが、
このロシア室ホームページの内容の充実ぶりは、その意気込みの強さを十分に
伝えるものである。特筆すべきは、「ロシアビジネス情報館」である。ロシアと
の貿易取引やロシアへの投資に役立つ幅広い情報を網羅しており、ロシアビジ
ネスを考える人は必ず一度は目を通すべき内容といえよう。もう一点、紹介し
たいのは、サハリンの地元ＴＶニュースの要旨を毎日掲載しているコーナーで
ある。道庁がサハリン事務所を持っているからこそできるサービスであり、と
かく情報不足と言われるロシア情報を伝える貴重なチャンネルである。事業概
要を説明するだけのいわゆるお役所のホームページとは一線を画しており、実
務者にとっても役立つ内容である。

モンゴルショップ｢ザハ｣【日】（http://www1.odn.ne.jp/zaha/index.html）

　モンゴルに馴染みがない人にとってモンゴルで連想されるものはカシミアの
ニット製品、大草原ぐらいかもしれません。このようなモンゴルについて初心
者の方には、難いテーマから入るよりも、まずモンゴルの文化に親しむことから
始めることをお勧めします。このホームページで紹介されているお店の名前｢ザ
ハ｣はモンゴル語で｢市場｣を意味します。この店では民族衣装のオーダーメー
ド、モンゴル語学習教材、書籍、乳製品、楽器、CD、雑貨などモンゴルのもの
なら何でも取り扱っています。もちろん、通販のホームページですので、ネット
上から商品を購入することができます。このホームページを通じて、モンゴル
の様々な魅力に触れてみてください。

北東アジア関連ホームページ紹介第２回
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内需主導で高成長～輸出の減速を内需がカバー～

　2001年第1四半期の中国経済は、輸出が減速したものの

固定資産投資総額と社会消費品小売総額（個人消費）の高

い伸びに支えられ、GDP成長率は前年同期比8.1％と高水

準を維持した。産業別伸び率は、第1次産業3.0％、第2次産

業9.5％、第3次産業7.4％であった。

　第1四半期における固定資産投資は、積極的な財政政策

によるインフラ建設投資の増加、好調な住宅建設と海外直

接投資を背景に、15.1％の伸び率を記した。固定資産投資

はその後も高い伸び率で推移し、1-5月累計では前年同期

比17.6％増に達している。こうした投資増は中国経済成長

の主要な牽引役となっている。

　また、外国企業の対中直接投資も好調である。第1四半

期は契約ベースで44.3％の大幅増を記録し、実行ベースで

見ても11.7％増に達している。こうした投資増を受け、外

貨準備高も激増している。3月末の外貨準備高は1,758億ド

ルに達し、昨年末から102億ドル増加した。これは、昨年1

年間の増加額（109億ドル）に匹敵する規模である。

　2000年に回復に転じた社会消費品小売総額は、2001年に

入ってからも順調に伸び、第1四半期では10.3％となった。

住宅・自動車などの購入に向け、個人向けローンが都市部

を中心に普及し始めたことに加え、旧正月・メーデーの際

の大型連休政策の採用、公務員給与の引き上げにより、4月

以降も高水準で推移している。

　一方、輸出の伸び率は2000年の27.8％から、2001年第1四半

期には14.7％、1-5月期には11.0％へと減速している。米国経済の

減速やIT関連製品の需要低迷といった外部環境の悪化の中で

は、比較的堅調な伸びを維持していると言えるが、外部環境の影

響は第2四半期以降、より明確に現れてくると見られるため、更なる

減速傾向が懸念されている。

　2001年の中国経済は、輸出の減速を好調な内需がカバー

する形で推移し、最終的には7.5％～8.0％の成長率を達す

るものと見込まれている。

日中貿易問題～セーフガードと特別関税措置～

　日本にとって中国は米国に次ぐ第2位の貿易相手国であり、

中国にとって日本は第1位の貿易相手国となっている。こう

した日中貿易において、今年4月以降、緊張が高まっている。

　日本政府は国内農家保護のために中国産のネギ、生しい

たけ、畳表（イグサ）といった農産物に対し、4月23日から

200日間の緊急輸入制限、いわゆるセーフガードを発動し

た。これに対し、中国政府は真っ向から反対し、決定の見

直しを訴えていたが、日本側はこうした措置はWTO規定

でも認められていることであり、中国の取り消し要求には

応えられないとしていた。

　6月に入り、中国政府は22日から日本の自動車、携帯電話、

エアコンなどの60品目の製品に対し、100％の特別関税をか

けることを発表した。これは日本の中国農産物に対する高

額関税への「抗議行動」、「報復措置」と報じられている。

　これに対して日本側は特別関税の撤回を要請し、現在は

日中双方が相手方の決定を取り下げるよう要求している状

態である。

　昨年、日本から中国に輸出された自動車は3.5万台で総輸

出台数の1％程度であり、携帯電話やエアコンの輸出も全

体のごく一部に過ぎないことから、日本の対中輸出総額に

大きなダメージはないとみられる。しかしながら、今回の

問題が日中関係に与える影響は計り知れない。

　6月末には、日本政府が中国が採った特別関税報復措置

の撤廃について協議を行うことを提案し、中国側が同意し

たと伝えられた。双方の話し合いにより、早期に両国の摩

擦が解決されることが強く望まれる。

（ERINA調査研究部研究員　川村和美） 
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北東アジア動向分析

中国

2001年2000年1999年1998年1997年1996年1995年 1-5月1-4月1-3月1-2月1月
--8.1--8.07.17.88.89.610.5％������

(11.1)(11.3)(11.2)(10.2)(2.3)9.98.910.813.116.620.3％鉱工業生産伸び率
17.616.515.116.79.79.36.313.98.814.817.5％固定資産投資伸び率
10.310.110.310.69.79.76.86.810.220.126.8％社会消費品小売総額伸び率

-▲ 0.7▲ 1.0▲ 1.1▲ 0.5▲ 1.5▲ 3.0▲ 2.60.86.114.8％商品小売価格上昇率
1.10.90.70.61.20.4▲ 1.4▲ 0.82.88.317.1％消費価格上昇率
73.254472414241291436403122167億ドル輸出入収支
1113.214.714.50.927.86.10.620.91.522.9％輸出伸び率

16.317.817.317.71.935.818.2▲ 1.52.55.114.2％輸入伸び率
-38.344.347.140.650.8▲ 18.9▲ 30.4▲ 19.710.4827％直接投資額伸び率（契約ベース）
-12.411.724.221.20.9▲ 9.70.58.511.211.1％　　　　　　　　（実行ベース）
--1,7581,7481,6861,6561,5471,4501,3991,050736億ドル外貨準備高

（注）前年同期比
-　はデータ未入手
（　）内の鉱工業生産伸び率は国有企業及び年間販売収入500万元以上の非国有企業の合計のみ。（　）以外は全企業合計値。

(出所）中国国家統計局、海関統計、各種新聞報道より作成



������

2001年に入って経済成長は鈍化

　8.3%という高いGDP経済成長率を記録した2000年に比

べ、2001年のロシア経済はかなりの成長鈍化が見込まれて

いた。98年のルーブル下落による輸入代替の拡大という成

長要因の効果が一巡してしまって、成長の原動力とはなり

えないと見られたためである。現実に5月までの数字は、

成長の減速傾向を示している。

　鉱工業生産は、第1四半期が前年同期比5.2％増にとどま

り、その後は伸び率が上がってきているが、昨年のような

二桁成長とはなっていない。需要面をみると、小売売上高

が急速に伸びつつあることは好材料ではあるものの、昨年

を上回る速度で進むインフレや実質可処分所得の伸び悩み

もあり、家計の消費需要が今後どこまで伸びるかは疑問で

ある。さらに問題なのは、投資の低迷である。昨年は、

GDP経済成長率を大きく上回る固定資本投資増を実現し、

いわば投資ブームともいえる状態であった。ところが今年

に入って、その勢いが大きくそがれている。分野別では、

輸送部門（パイプラインを含む）で投資が増えている一方、

製造業では減少している。

　一方、意外と健闘しているのは対外経済関係である。輸

入については、大方の予想通り、家計の可処分所得増や設

備輸入増などを背景として、増加基調が続いている。1月

～5月までの輸入は、前年同期比で17％の増加となった。

しかし、輸出が減少するのではないかという予想は、現実

のものとはなっていない。主要な輸出品である原油の国際

価格が大きく崩れていないことが一つの要因である。「北

海ブレント」は年初来、1バレル24ドル～30ドルの範囲で推

移している。昨年後半のような30ドルを超すレベルではな

いが、ロシアにとっては望ましい範囲にあると言える。

 

公益事業改革

　公益事業改革は、長らくロシアの構造改革政策の主要課

題となっていたが、複雑な利害関係がからむため、改革の

道筋を示すこと自体が難しい状況であった。ようやく最近

になって、鉄道及び電力分野で改革の方針が示された。5

月19日に「ロシア連邦電力改革の基本方向」が閣議決定さ

れ、5月21日には「ロシア連邦鉄道構造改革プログラム」が

政令として公布された。今回公表された内容は、いずれも

妥協の産物であるが、どちらかというと改革される側（「ロ

シア統一エネルギー」及び「鉄道省」）が主張してきた内

容に近いものとの見方がなされている。

　鉄道分野の改革は、2001年から2010年までの10年間を3

段階に分けて実施することとされた。2002年までの第1段

階には、政府による管理機能と経営機能を分離して後者を

担う株式会社「ロシア鉄道」を設立すること、貨物輸送に

従事するオペレーター企業を設立すること、インフラへの

無差別アクセスを確保することなどが盛り込まれている。

　第2段階（2003～2005年）では、株式会社「ロシア鉄道」

の各部門（長距離旅客輸送、特殊貨物輸送、近郊旅客輸送、

補修等）を分社化することとしている。第3段階について

は、具体的な記述は少なく、株式の売却を進めるなどして

改革に必要な資金確保に努めることとなっている。

　電力分野の改革も3段階に分けて進められる。電力の場

合は既に連邦電力卸売市場が存在するなど、鉄道分野に比

べれば市場化が進んでいる。今回示された基本方向では、

自然独占的性格が強い送電部門を別会社として分離した上

で、電力卸売市場や小売市場を整備することが謳われてい

る。安定供給に対する配慮も見られるものの、全体として

は市場化を推し進めようとする内容である。この改革が実

施された場合、現在でも電力供給に不安が多い極東地域

で、さらに問題が深刻になることが心配される。

（ERINA調査研究部研究員　新井洋史） 
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ロシア

5月4月3月2月01年1月01年1Q00年４Q00年３Q00年２Q00年１Q2000年1999年1998年1997年
------6.87.96.78.48.33.2▲ 4.90.8実質���(%)

7.07.04.73.17.85.29.611.912.014.311.911.0▲ 5.22.0鉱工業生産(%)
1.70.80.5▲ 1.3▲ 0.3▲ 0.31.76.80.43.25.02.4▲ 12.31.3農業生産(%)
5.03.62.13.08.14.116.119.719.613.517.75.3▲ 6.7▲ 5.0固定資本投資(%)
12.611.08.98.77.38.310.39.47.97.38.9▲ 7.7▲ 3.34.7小売売上高(%)
10.99.07.15.12.87.120.214.19.54.120.236.584.411.0消費者物価(%)
4.56.42.62.68.84.46.211.811.18.89.1▲ 14.8▲ 18.13.4実質可処分所得(%)
-9.69.59.59.69.69.79.910.411.810.512.613.311.2失業率(%)
-4.314.704.655.1714.5216.0915.6014.6314.3860.7036.1316.8717.03 貿易収支(十億USドル)
-----11.7112.9210.5510.9411.9046.3224.730.692.06 経常収支(十億USドル）
-----2.92.53.03.32.12.5▲ 1.2▲ 3.2▲ 3.6連邦財政収支(%)

(注）前年(同期)比。ただし、消費者物価上昇率は対前年12月比。失業率、連邦財政収支は期末値。貿易・経常収支は当期値。連邦財政収支は対GDP比。
イタリックは推計値。
(出所)ロシア連邦国家統計委員会（http://www.gks.ru/)、ロシア連邦中央銀行(http://www.cbr.ru/)、ロシア連邦財務省(http://www.minfin.ru/)、経済企画庁｢海外経済データ｣
　　　「ロシアの社会･経済情勢2001.5」
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2001年1～3月期の経済：マイナス材料が目立つ

　2000年末から2001年頭にかけての雪害は上半期のモンゴ

ル経済に大きなダメージを与えている。成体家畜の損失頭

数が前年同期を超え、肉の価格が上昇し、皮革・毛皮製品

の市場取引価格が下落し、失業者数の増加が見受けられ

る。さらには、鉱業部門の生産額が落ち込み、主要な輸出

品目である鉱物性生産品の輸出額も減少するなどして、貿

易赤字が拡大している。一方、プラスの材料としては、衣

料品製造業など工業部門が好調であることと財政赤字の改

善が挙げられる。

国内経済：工業部門は好調

　前年同期と比較して、鉱業部門が▲8.4％、工業部門が

6.2％増となり、鉱業部門全体として▲0.1％となった。鉱

業部門の落ち込みを工業部門がカバーするというこれまで

とは逆の現象である。鉱工業部門における主要な非鉄金属

の生産量をみると、金が▲74.7％、モリブデンが▲27.8％、

銅が▲25.3％、蛍石が▲9.6％と落ち込んでいる。一方、工

業部門は食品・飲料製造業が22.8％増、衣料品製造業が

23.4％増と好調である。

　2年連続の雪害となった牧畜業への影響は大きく、その

「範囲」と「深度」の双方において前年を上回った。上半

期で、全22行政管区のうち前年よりも損失頭数が多かった

のは17管区にのぼり、成体家畜の損失頭数は205万頭（前年

同期よりも約2万頭増）である。損失頭数は、年初の家畜頭

数の約6.8％に当たり、昨年より0.7ポイント上昇した。前

回の雪害では、肉の生産量及び動物・動物性生産品の輸出

額が大きく減少したが、今回の雪害ではこのような傾向が

見受けられない。逆に、肉の生産量は前年同期の130倍、動

物・動物性生産品の輸出額は19％増となっている。一方、

動物・動物性生産品の輸入額は５倍となり、羊の肉の価格

は昨年末比で63％の上昇、牛肉の価格は48％上昇となって

いる。

　物価は昨年よりも早いペースで上昇しており、10.4％の

インフレ率となっている。食料品の価格は昨年末と比較し

て19.8％の上昇となっている。肉製品は51.5％、乳製品が

25.5％、ポテト及び野菜類が20.1％の上昇である。食料品

以外に目立つ物価の上昇としては電気料金の30.7％であ

る。羊の皮、カシミヤ等の皮革・毛皮製品の市場取引価格

は、前年同期より低くなっている。

　失業者数は3月末で4万2千人となり、前年3月末比で約2

千人増、前年末比では3千4百人増となっている。特にこの

上半期の新規失業登録者数は8,262人であり、前年と比較す

ると２倍の数である。しかし、鉱工業部門の就業者数は前

年3月末と比較すると20％増である。特に目立つのは、鉱

物採掘部門の17％増、衣料品製造業部門の約2倍増である。

　国家財政は、所得税及び海外からの援助金等が増えたこ

とにより歳入が36.8％増、歳出は地方政府への交付金等が

減少したことにより▲4.7％。財政赤字は改善された。

対外経済：貿易赤字は拡大

　貿易は、輸出が減少したものの輸入が増加したことによ

り、総額では1.7％の微増となった。輸出額が6,810万米ド

ルで▲5％、輸入額が1億310万米ドルで6.6％の増加となり、

貿易収支は3,500万米ドルの赤字となった。前年同期比で

貿易赤字が1,000万米ドルの増加である。金額ベースによ

る主要な輸出品目の動向は、皮革・毛皮製品が▲79％、鉱

物性生産品が▲12％となる一方、動物及び動物性生産品が

19％増、繊維・繊維製品が111％増となっている。主要な輸

入品目の動向としては、鉱物性生産品が40％増、輸送機器・

同関連品が6.7％増となる一方、機械類・電気機器は▲

19.2％となっている。北東アジア諸国との貿易動向をみる

と、輸出額では、中国が▲32％、ロシアが90％増、日本が

▲52％、韓国が91％増となっている。輸入では、中国が2％

増、ロシアが28％増、日本が▲46％、韓国が29％増となっ

ている。

（ERINA調査研究部研究員　浜田充） 
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モンゴル

01年1-3月2000年1999年1998年1997年1996年
▲ 0.12.41.33.24.4▲ 2.5鉱工業生産額（前年同期比: ％）
10.48.110.06.020.544.6消費者物価上昇率(対前年比：%）
426.91,457.51,346.31,273.61,204.01,241.4国内鉄道貨物輸送（百万トンキロ）
41.938.640.149.863.755.4失業者(千人)

1,097.01,097.01,072.4902.0813.2693.5対ドル為替レート（トグリク、期末）
▲ 35.0▲ 141.9▲ 154.5▲ 158.1▲ 16.8▲ 26.6貿易収支（百万USドル）
68.1432.3358.3345.2451.5424.3　輸出(百万USドル)
103.1574.2512.8503.3468.3450.9　輸入(百万USドル）
▲ 5.9▲ 62.7▲ 85.0▲ 97.5▲ 65.1▲ 48.3国家財政収支(十億トグリグ）

（注）失業者数は期末値。消費者物価上昇率は各年12月、2001年は各期末値。貨物輸送、財政収支は年初からの累積値。
(出所)　モンゴル国家統計局、「モンゴル統計年鑑1999」、「モンゴル統計月報2001.3」
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マクロ経済動向

　5月に発表された2001年第1四半期のGDP成長率は前期

比0.3％のプラスとなった。二期連続のマイナス成長はか

ろうじて回避されたものの、低位で推移している。内訳で

見ると、投資は前期比2.6％の伸びで4期ぶりにプラスに転

じた。一方、消費は前期比1.4％のマイナスとなり、消費低

迷による景気後退の状況を示している。

　貿易収支は5月には19.9億ドルの黒字となった。しかし

輸出は今年に入り、低迷を続けている。6月の通関ベース

の速報値によれば、前年同月比▲13.4％となり、4ヶ月連続

で前年同月比マイナスとなっている。貿易収支が黒字を維

持しているのは、内需の低迷による輸入の減少によるもの

といえる。輸出減の背景としては、米国の景気後退、半導

体など輸出品価格の低下があり、今後もこれらの動向が懸

念される状況と言える。

　失業率は改善しつつあり、5月には季節調整値で3.6％と

なっている。しかし、これは専ら公共投資等の政府の雇用

対策の効果によるものであり、部門別に見た雇用増加は農

林水産業、建設業などに偏っている。したがって多くのエ

コノミストはこの数値を自律的な景気回復の結果とは見な

していない。

今後の予測

　第1四半期の実績を前提に韓国銀行が6月に発表した今年

の経済予測によれば、GDP成長率は3.8％と前年の8.8％か

ら大きく低下する。このうち民間消費は1.8％、設備投資は

▲0.5％と見込まれており、内需に力強さはない。輸出に支

えられた弱い回復を予測した形になっている。また同予測

では輸出に関し、第4四半期に米国の景気回復による対米

輸出の数量増加と半導体価格の回復を見込んでおり、これ

らが実現しない場合、成長率は予測を下回る可能性も指摘

できる。

　こうした状況を受けて、政府の今年の政策目標成長率も

7月2日の閣議で、5～6％から4～5％に引き下げられた。同

時に年内には追加的な景気浮揚策はとらない方針が示され

ており、政策手段は金融政策、規制緩和等に限定されるこ

とになる。

　いずれにせよ内需を中心とした本格的な景気回復が、今

年中に始動することは期待し難い状況といえる。

問題企業の処理

　昨年9月の米フォードによる買収中止以来、混迷を続けて

いる大宇自動車は、現時点で唯一買収の可能性があると見

られる米GMとの交渉を続けている。GM側は買収にあたっ

て、設備の旧式化している富平（プピョン）工場（仁川市）

の切り離しを要求していると伝えられており、予想される

雇用問題から交渉上の争点となっている。また買収価格に

ついても債権団側の提示を大きく下回るといわれており、

今後の動向についてはなお不透明な状況が続いている。

　現代グループでは、現代自動車小グループが既に分離

し、現代重工業小グループの分離が決まっている。残され

たグループ本体では、各企業が債権放棄などの措置を受

け、それぞれに再生を目指している。本体グループの中核

であった現代建設は債務の株式への転換により、実質的

オーナーの鄭夢憲氏の手を離れ、新たな経営陣を迎えるこ

ととなった。現代電子はグループ各社の議決権放棄を受け

て、グループを離脱し、ハイニックス半導体と改名した。

現代証券及び現代投信証券は、米国の保険会社AIGグルー

プへの譲渡について交渉段階である。本体グループに残さ

れた主要企業である現代商船は、グループの持株会社機能

を放棄し、また金剛山プロジェクトからも撤退し、債権団

の監督下に自己救済計画の実現を目指している。しかし各

企業を取り巻く市場環境はそれぞれに厳しく、これまでの

債務の放棄を受けても、今後の再生については楽観できな

い状況である。

（ERINA調査研究部研究主任　中島朋義） 
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韓国

5月4月2001年3月���������10-12月7-9月���������2000年1999年1998年1997年1996年
---0.3▲ 0.42.41.68.810.8▲ 6.75.06.8国内総生産(%)
---▲ 1.40.40.31.16.29.4▲ 9.83.27.2最終消費支出(%)
---2.6▲ 4.9▲ 0.9▲ 1.211.03.7▲ 21.2▲ 2.27.3固定資本形成(%)
-5.66.34.97.419.618.317.125.0▲ 6.64.58.3製造業生産指数(%)

3.63.84.24.24.03.93.94.16.36.82.62.0失業率(%)
1,9901,3512,0833,4604,1635,4114,59216,60128,37141,627▲ 3,179▲ 14,965貿易収支(百万USﾄﾞﾙ)
13,63212,18414,13940,11545,21444,37643,412172,268143,686132,313136,164129,715輸出(百万USﾄﾞﾙ)
11,55511,19612,91838,02741,44040,40539,805160,481119,75293,282144,616150,339輸入(百万USﾄﾞﾙ)
1,2991,3261,2881,2711,1641,1151,1161,1311,1901,399951805為替レート(ｳｫﾝ/USﾄﾞﾙ)
3.43.92.82.51.62.61.92.0▲ 2.112.23.93.2生産者物価指数(%）
2.72.84.44.22.93.21.42.30.87.54.54.9消費者物価指数(%)
601530544574540712765734807406655833株価指数(1980.1.4=100)

（注）失業率は水準、製造業生産指数、生産者物価指数、消費者物価指数は対前年同期比伸び率、その他のパーセンテージ表示系列は前期比伸び率
　　　国内総生産、最終消費支出、固定資本形成、失業率は季節調整値
　　　貿易収支はIMF方式、輸出入は通関ベース
（出所）韓国銀行、国家統計庁他
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2000年北朝鮮の���推定と産業別動向

　韓国の中央銀行である「韓国銀行」が5月に北朝鮮の2000

年GDPを推定したデータを発表した。これに基づいて北

朝鮮の経済動向をまとめて分析することとする。

概況

　2000年に北朝鮮は1999年に続くプラス成長である前年比

1.3％の経済成長を実現したと分析された。名目GDPと一

人当り国民所得は韓国通貨で其々約19兆ウォン、85.6万

ウォンと推定された。これを韓国ウォンと米国ドルの市場

為替レート1によりドルに換算すると、其々約167.9億ドル、

757ドルとなる。この結果、実質GDP基準の経済規模は

2000年に1990年の75％水準まで回復したことになる。その

要因としては、穀物生産の減少（15.0％減）にもかかわら

ず建設と鉱業生産が活発に行われたことが挙げられた。北

朝鮮経済が停滞を脱したとはまだ断定できないが、回復に

向けて動いていることは確かである。

産業別動向

　農業部門（2000年農林水産部門のGDP構成比30.4％）で

穀物生産量は干ばつなどの自然災害の影響が多かったので

1999年の422万トンから2000年に359万トン（コメ142、トウ

モロコシ144、芋類39、雑穀34万トン）に減少したと推計さ

れた2。一方、国連食糧農業機関（FAO）は2000年度の穀

物生産量を300万トンとさらに低く推計している。このよ

うな穀物生産減少に加え今年も5月まで激しい干ばつが続

き今年の穀物生産も楽観的ではない状態である。世界食糧

計画（WFP）の報告3によると、食糧の公共配給量は今年5

月に一人当たり１日150gまで減少している。韓国の食糧

支援分（借款）50万トンも5月に終了した。6月からの食糧

供給は国際支援（日本の50万トン支援のうち未到着分30万

トン、米国10万トンなど）やジャガイモなどの代用食料に

大きく依存するしかない状態である。当分の間は国際社会

の食糧支援が必要であろう4。

　エネルギー部門で石炭生産量は1999年の2,100万トンか

ら2000年に2,250万トン（前年比6.1％増）まで回復したと推

計されたが、91年の3,110万トン水準にはまだ900万トンが

不足している。全量輸入に依存している原油の輸入量は

1999年の32万トン（KEDOの重油支援量50万トン除外）か

ら2000年に39万トンに増加したが、過去最高水準である88

年の約300万トンの30％水準（KEDO支援分含む）に留まっ

ている深刻な石油不足の状態である。電力生産は99年の

186億kWhから2000年に194億kWhと若干回復した（前年比

4.3％増）と推計された。この背景には石炭の増産により火

力発電が増加したことと、水力発電所の追加建設により10

万kW以上の発電能力増加があった。しかし、まだ1990年

の277億kWhの70％水準に留まっている。北朝鮮政府は

2001年度の電力生産を前年比1.1倍増加し、大規模の水力発

電所建設を持続する計画を発表している5。しかし、これだ

けでは不充分でありエネルギー部門で韓国からの電力支援

が非常に重要な課題となっているが、韓国内部の反対世論

もありまだ具体的に進展していない状況である。

　製造業部門（2000年GDP構成比17.7％）は2000年に重工

業が前年比1.5％減少、軽工業が同6.2％増加し、総計0.9％

成長したと推計された。軽工業部門は飲食料品、繊維・衣

服などが成長を牽引した。重工業部門の生産減少はコーク

ス炭の輸入減少6と製鉄所設備補修作業により鋼鉄生産が

減少（1999年124.3万トンから2000年108.6万トン、12.6％減）

したと分析された。しかし、北朝鮮が1999年にコークス炭

の投入が要らない新しい製鉄工法である「酸素熱工法」を

開発したことを勘案すると、鋼鉄生産減少の推定に疑問が

残る。

　建設部門は2000年に道路、住宅や発電所などの建設が活

発になり前年比13.6％成長したと推計された。この部門は

1999年にも24.3％の成長を示し、産業ウェートが大きくは

ない（2000年GDP構成比6.9％）が、北朝鮮経済の牽引車と

しての役割を果たしている。

　サービス部門では非公共部門（2000年GDP構成比9.8％）

の飲食宿泊業（前年比26.6％増）、運輸業（同5.7％増）など

が成長したと推計された。これらのサービス部門は今後北

朝鮮の重要な産業部門になる可能性が高いとみられる。

（ERINA調査研究部客員研究員　李燦雨） 
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朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）

 ────────────────────────────────────────────────────────────────── 
1 2000年の韓国ウォンの期間平均為替レートは1,130.6ウォン/ドルである。
2 2000年1月10日に韓国農村振興庁が分析・発表した資料を韓国銀行がそのまま引用している。
3 WFP緊急報告書2001.No.16（2001.4.20）、No.22（2001.6.11）
4 韓国農村研究院は2001年の穀物需要量479万トン、2000年の生産量292万トン、不足量187万トンと推計した。そして、国際支援量110万トンと商業輸

入量20万トンを除き、約57万トンの追加支援が必要であると分析した。（出所）韓国農村研究院、「農業展望2001」2001.1.31
5 最高人民会議第10期第４回会議（2001.4.5）
6 2000年1～9月にコークス炭の輸入は3.7万トンで前年同期比28.9％減少した。
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朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）の主要経済指標の推移

2000199919981997199619951994199319921991単位区分NO
22,17522,08221,94221,81021,68421,54321,35321,12320,79820,495千人総　　 人 　　口1
168158126177214223212205211229億ドルＧＤＰ（名目）2
7577145738119891,0349929691,0131,115ドル１人当たり国民所得3
1.36.2▲ 1.1▲ 6.8▲ 3.7▲ 4.5▲ 1.7▲ 4.3▲ 7.6▲ 5.2％実質ＧＤＰ成長率4
30.431.429.628.929.027.629.527.928.528.0％構 成 比 農 林 水 産 業名目ＧＤＰの産業5
▲ 1.99.24.2▲ 3.91.0▲ 10.52.7▲ 7.6▲ 2.72.8〃成 長 率部門別構成
25.425.625.625.528.030.531.432.933.838.0〃鉱 工 業 計
7.77.36.66.77.18.07.88.29.27.9〃構 成 比 鉱  業
5.814.1▲ 6.1▲ 11.8▲ 11.8▲ 2.3▲ 5.5▲ 7.2▲ 6.1▲ 6.8〃成 長 率
17.718.319.018.820.922.523.624.724.630.0〃構 成 比 製造業
0.98.5▲ 3.1▲ 16.8▲ 8.9▲ 5.3▲ 3.8▲ 1.9▲ 17.8▲ 13.4〃成 長 率
44.243.044.945.643.041.939.039.237.734.1〃����びサービス計
4.84.54.24.34.34.84.84.85.15.0〃構 成 比 電気・ガス・

水道 3.06.8▲ 9.2▲ 9.6▲ 7.80.14.2▲ 8.7▲ 5.7▲ 4.5〃成 長 率
6.96.15.16.36.46.76.38.59.18.2〃構 成 比 建 設
13.624.3▲ 11.4▲ 9.9▲ 11.8▲ 3.2▲ 26.9▲ 9.7▲ 2.1▲ 3.4〃成 長 率
32.532.435.635.032.330.327.925.923.520.9〃構 成 比 サ ー ビ ス
1.2▲ 1.9▲ 0.51.10.81.52.21.20.82.5〃成 長 率
6.56.16.46.56.96.87.06.86.38.0〃構 成 比 軽 工 業(製 造 業　内訳)
6.22.4▲ 0.2▲ 12.0▲ 7.1▲ 4.0▲ 0.15.0▲ 7.3▲ 4.4〃成 長 率
11.212.212.612.314.015.716.617.918.322.0〃構 成 比 重 工 業
▲ 1.511.6▲ 4.6▲ 18.7▲ 9.7▲ 5.9▲ 5.2▲ 4.2▲ 21.0▲ 15.8〃成 長 率
22.622.825.325.122.520.718.616.815.013.0〃構 成 比 政 府(サービス　内訳)
0.5▲ 4.5▲ 0.32.21.72.83.32.32.44.4〃成 長 率
9.89.610.39.99.79.69.39.08.67.9〃構 成 比 そ の 他
2.53.9▲ 1.1▲ 1.0▲ 0.7▲ 0.70.4▲ 0.5▲ 1.7▲ 0.3〃成 長 率
95.491.290.091.394.9118.5192.7185.3175.0173.0億ドル歳 入国家予算6
95.792.291.091.396.3118.0191.9183.8173.9171.7〃歳 出（注1）（注2）

22,50021,00018,60020,60021,00023,70025,40027,10029,20031,100千トン石炭生産7
393261519411091136152189万トン総　 輸 　入原　　油8
755739739739739724724714714714万kW発 電 能 力電　　力9
194186170193213230231221247263億kWh発  電  量

3,5884,2223,8863,4893,6903,4504,1253,8844,2684,427千トン生  産  量穀　　物10
1,2251,0701,1201,6301,0509624901,0938301,290〃輸  入  量（注3）
2.192.172.202.162.142.052.162.192.262.15ｳｫﾝ/ﾄﾞﾙ対米為替レート11
7.16.46.511.09.19.610.212.011.911.2億ドル輸　　出（A）貿　　易12
16.911.810.113.913.213.812.916.316.417.1〃輸　　入（B）（注4）
23.918.116.624.822.323.423.028.328.328.3〃貿易総額（A+B)
▲ 9.8▲ 5.4▲ 3.6▲ 2.9▲ 4.1▲ 4.2▲ 2.7▲ 4.3▲ 4.5▲ 6.0〃貿易収支（A-B)
14.311.513.214.010.410.510.913.813.412.4％貿易／ＧＮＰ
374257122696419929715686百万ドル輸　　出中　国（主要国別）
451329356535497486425602541525〃輸　　入
488370413656566550624900697611〃貿易総額

▲ 414▲ 287▲ 298▲ 413▲ 428▲ 423▲ 225▲ 305▲ 386▲ 439〃貿易収支
328172916404065171〃輸　　出ロシア
434957673668100188227194〃輸　　入
465065846583140227292365〃貿易総額

▲ 39▲ 47▲ 48▲ 50▲ 7▲ 52▲ 60▲ 148▲ 162▲ 23〃貿易収支
207203219310291340323252257284〃輸　　出日　本
257148175179227255171220223224〃輸　　入
464350395489518595494472480508〃貿易総額
▲ 5055441326485152333460〃貿易収支
15212292193182223176178163106〃輸　　出韓　国
2732121301157064188116〃輸　　入
425333222308252287195187174111〃貿易総額

▲ 120▲ 90▲ 3778113159158170152100〃貿易収支
121231211191201181071039793億ドル金　　額累積対外債務13

（出所）
1．韓国銀行、「北朝鮮のGDP推定結果」各年度
2．朝鮮民主主義人民共和国最高人民会議、「予決算報告書」、各年度
3．大韓貿易投資振興公社（KOTRA）、「北朝鮮の対外貿易動向」
4．韓国統一部、「南北交流協力動向」

（注）
1．1994年の部門別歳出は予算ベース（構成比も同様）。　
2．1995-96年の国家予算額は北朝鮮政府がIMFに提出したものである。
3．各国および国際機関からの穀物支援を含んだ量である。　　
4．KOTRA推計による北朝鮮の対世界貿易額には韓国向けが含まれていないため、北朝鮮・韓国間の交易金額をERINAにて加算
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